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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







目次







はじめに

第３話　Night Against Night

あとがき










　　　はじめに




　世界はすでに変へん貌ぼうしている。

　そう言われたら、あなたは信じるだろうか。

　昨日と同じ今日、今日と同じ明日が続くはずのこの世界。

　なんでもない日にち常じようの裏うらに、恐おそるべきウィルスがはびこっているなどと。

　レネゲイドと呼よばれるソレは人に超ちよう能のう力りよくを与あたえ、その代だい償しようとして理り性せいを奪うばい、ついには化物へと変える。元に戻もどるすべはなく、彼かれらはいつ来るかわからぬ終わりに身を震ふるわせる。

　今から語るのは人にも化物にもなりきれぬ、そんな裏切り者ダブルクロスの物語だ──。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




　本書を手にとっていただきありがとう。

　この本はテーブルトークＲＰＧ『ダブルクロス　The 3rd Edition』を使ったリプレイだ。

　テーブルトークＲＰＧ、ダブルクロス、リプレイと並ならべたが、もしかするとあなたにとっては耳みみ慣なれない言葉が混まじっているかも知れない。そこで少々説明を挟はさもう。

　テーブルトーク・ロールプレイングゲーム、略りやくしてＴＲＰＧはアナログゲームの一種だ。アナログゲームとはトランプや双六すごろくのような「電でん源げん無しで遊ぶゲーム」のことだ。

　参加者はゲームマスター（ＧＭ）と呼ばれるホスト役のもと、プレイヤーとして各員ひとりのキャラクターを作る。そしてＧＭの用意したシナリオに、作成したキャラクターを動かして参加するのだ。

『ダブルクロス　The 3rd Edition』はそのＴＲＰＧのひとつ。現げん代だいを舞ぶ台たいとし、見た目は我われ々われの住む世界と同じ。だがその裏うら側がわではレネゲイドというウィルスによって超能力を得たものたちが暗あん躍やくする、いわゆる超能力もののゲームだ。

　そしてリプレイとはＴＲＰＧを遊んだ風景を読み物にしたもの。これを読めばＴＲＰＧを知らない人たちにもそのプレイ風景と雰ふん囲い気きが伝わると思う。

　なお、本書は『ダブルクロス・リプレイ・ナイツ』の第三巻かん、シリーズ第三巻にあたる。もし一巻、二巻を読んでいないという場合、是ぜ非ひそちらを先にご覧らんいただきたい。第一巻の最初にある用語集も、本書を読む助けになるだろう。







　ではようこそ絆きずなと裏うら切ぎりの世界へ。










　　　前巻までのあらすじ




　ＵＧＮ遺い産さん管理局所しよ属ぞく、強羅瑠璃ごうら・るりは特とく殊しゆチーム・ナイトフォールの隊長である。一度死し亡ぼうし、聖せい杯はいの力でかりそめの体として蘇よみがえった彼かの女じよは、記き憶おくを徐じよ々じよに失う呪のろいにかかっていた。

　粛しゆく々しゆくと任にん務むをこなす瑠璃。そんな彼女のもとに行方ゆくえ不明となっていた旧きゆうナイトフォールのエース、鳴神修護なるかみ・しゆうごが戻もどってくる。瑠璃は喜び、涙なみだする。

　だが、それはすべて敵てきである金きん獅じ子し騎き士し団だん、そして〝スナッチャー〟の罠わなだった。鳴神は〝スナッチャー〟により、瑠璃と相あい棒ぼうのイフリート・ラハブの絆を砕くだくために現あらわれたのだ。

　策さく略りやくと、そして〝遺産〟バベルの力によって瑠璃のもとを去るラハブ。騎士団は彼の正体を「滅めつ亡ぼうの炎ほのお」と呼よび、世界そのものを燃もやし尽つくす力があると語る。

　迷まよいながらも自分の正体を確たしかめるため、ラハブは中東にあるバベルの塔とうへと向かう。瑠璃もまた、ラハブを世界の脅きよう威いとして排はい除じよするために追う。

　混こん沌とんの塔にて明らかになるラハブの正体。それは滅亡の炎に、世界を楽しませるため、人間の友を作らせるため、魔ま神じんの姿すがたに作つくり替かえた存そん在ざいであった。

　正体を知り、己おのれの死をもってバベルを滅ほろぼすラハブ。絆を取とり戻もどした瑠璃もまた、聖杯の力をもってラハブを助けるのであった。
















　──夜が来る。




　太陽はその巨きよ体たいを地平線に横たえ、赤々とした半身をさらしていた。

　地表を染そめ上あげる紅くれないの光は流れ出る血。古来、人は夕ゆう陽ひに死を連想し、一日ごとに太陽は死に、そして蘇よみがえるものだと信じた。

　恵めぐみたる太陽が地上を去る間、世界を支し配はいするのは夜。死と安らぎの時だ。

　そのとばりが今まさに降おりるのを──五人は見守っていた。

　どこか獣けものを連想させる荒あら々あらしくふてぶてしい日本人。赤い布ぬので両りよう眼めを覆おおった東南アジア系けいの男。岩のような体たい軀くにして両りよう腕うでを鋼はがねに変えたロシア系の巨きよ漢かん。赤毛の女じよ性せいふたりは姉し妹まいだろうか。面おも立だちがよく似にていた。

　彼かれらが身に纏まとっているのはナイトブルーのロングコート、その背せと胸むねには月を模もした部隊章。見る者が見ればすぐにわかっただろう。それがＵＧＮ内で伝説とすら呼よばれた特とく殊しゆ部隊、ナイトフォールのものであると。

　五人がいるのは富ふ士じの裾すそ野の、いわゆる樹じゆ海かいと呼ばれる地ち域いきだ。通つう常じようならば夕陽など見えぬ場所だが、木々を焼やき払はらったのだろう、彼らがいる場所は不自然な空き地となっている。

「こいつが──最後の夜だな」

　溶よう岩がん性せいの岩に腰こし掛かけ、唯ゆい一いつの日本人である鳴神修護なるかみ・しゆうごはそう口にした。

「結果がどうであれ、今夜で結果は出る」

「そうだな。どちらの結果になったとしても、後こう悔かいはすまい」

　鳴神に続いたのは両眼を布で覆った最年長のタイ人、ソムだ。続いて姉妹──姉のミカエラと妹のガブリエラがそれぞれにうなずく。

「覚かく悟ごはもうできているわ。……悲しいけれどね」

「大だい丈じよう夫ぶ！　最後だもん。いい結果に終わるよ！」

「そ、そうだといいね。本当に……」

　最後におどおどと付け加えたのは鋼の巨漢、イワノフだ。

　彼らの顔には覚悟があった。悲ひ愴そうさはない。あるのは己おのれの命を懸かける、その道に殉じゆんずる、強固な決意。

　彼らは夕陽を──巨きよ大だいな死を見つめる。

　言葉は無かった。ただわずかばかりの寂さびしさをもって、ナイトフォールは太陽を見送る。

　そして空が藍あいに染そまる頃ころ、鳴神がつぶやいた。

「──来たな」

　視し線せんの先には仲間を従したがえた少女、強羅瑠璃ごうら・るりの姿すがた。彼かの女じよの顔つきを見るなり、鳴神は牙きばを剝むきだして笑い、そして言った。

「さあ、始めようか。夜と夜の戦いをよ」










　　　ＰＲＯＬＯＧＵＥ




　さて、準じゆん備びは整った。




　第一巻かんで別べつ離りを経けい験けんした瑠璃は、二巻で絆きずなを手に入れた。何もかもを失った彼女が、初めて手に入れた温あたたかなもの。それが炎ほのおの魔ま人じんとのロイスであった。

　だが、物語は容よう赦しやなく進んでいく。

　瑠璃が唯一頼たよりにしていた旧きゆうナイトフォールの面々は、全員が敵てきへと回った。瑠璃を偽にせ者ものと呼よび、〝スナッチャー〟を本物だと思おもい込こみ、刃やいばを向ける。




　そう、ここにナイトフォールＶＳナイトフォールという図式が完成したのだ。




　瑠璃にとって、旧ナイトフォールは自分を受け入れてくれた居い場ば所しよであると同時に、自分を縛しばる鎖くさりでもある。未いまだ、瑠璃にとっての幸せは過か去こを──彼らを取とり戻もどすことに他ならない。極きよく論ろんしてしまえば、今の瑠璃はまだ、ラハブや他の仲間よりも旧ナイトフォールを優ゆう先せんするだろう。

　半ば依い存そんしていると言ってもいい。

　瑠璃が「己が獣ではないか」というコンプレックスに打ち克ち、独ひとり立だちするには彼らとの対決が必ひつ須すなのだ。




　──と、なんのかんのと言っても単たん純じゆんに自分が新しん旧きゆう対決を見たいわけなのだ。

　鳴神と瑠璃、二匹ひきの獣がぶつかり合う様が。

　盲もう目もくの参さん謀ぼうソムとハウントが戦せん術じゆつで戦う様が。

　鋼の巨漢イワノフの銃じゆう弾だんと、ラハブの炎がぶつかりあう様が。

　ミカエラ、ガブリエラの姉妹を、志し津づ香かがどうしのぐのか。

　チーム対チームには夢ゆめがある。お互たがいの能のう力りよくだけでなく、連れん携けいや信しん頼らい、言ってしまえば絆そのものが試ためされるからだ。




　というわけで、今回のテーマは〝仲間〟である。

　果たしてバラバラの瑠璃たちはその絆を確たしかめることができるのか、そして瑠璃自身は過去と向き合うことができるのか。すべてはセッションにおいて明らかになる──。










　　　ＰＲＥＰＬＡＹ




　そして数日の後、ＧＭたる自分の目の前にはいつもの面々が集つどったのである。




矢野俊策やの・しゆんさく（以下、ＧＭ）：ではこれよりナイツ三巻のセッションを始めまーす！

一同：よろしくお願いしまーす！

若林直美わかばやし・なおみ（以下、若林）：何か不思議な感じですねー。ついこの間デイズ三巻のセッションやったばかりなのに、すぐにナイツ三巻のセッションって。

稲葉義明いなば・よしあき（以下、稲葉）：確たしかに、ちょっとした違い和わ感かんがあるな（笑）。

田中天たなか・たかし（以下、天）：いいじゃないですか。俺おれたちは稼かせいだ経験点を使えるわけですし。

加納正顕かのう・まさあき（以下、加納）：その節はお世話になりました（笑）。




　ではここで改めてセッションに参加する面々を紹しよう介かいしよう。




▼若林直美

『ＴＨＥ　ＩＤＯＬＭ＠ＳＴＥＲ』秋月律子あきづき・りつこ役、『リトルバスターズ！』能のう美みクドリャフカ役などで活かつ躍やくする声せい優ゆうさん。役やく柄がらを深く深く理り解かいし、周囲をあっと言わせる物語を積んでくる力は役者ならでは。本キャンペーンでは聖せい杯はいの少女・強羅瑠璃を担たん当とうする。




▼田中天

　筆者の親友にして、爆ばく笑しようモノの妄もう言げんを延えん々えんと生み出す怪かい生せい物ぶつ。その正体は様々な作品を生み出し続けるライターである。ダブルクロスはもちろん、『アルシャードセイヴァー』、『天てん下か繚りよう乱らん』など活動範はん囲いは多た岐きにわたる。本シリーズでは炎の魔人・ラハブを担当する。




▼稲葉義明

　重じゆう厚こうで渋しぶいロールプレイで我われ々われを魅み了りようするライターさん。筆者にとっては先せん輩ぱいに当たる。その素す晴ばらしい文章は『トーキョーＮ◎ＶＡ』などで見ることができる。機会があれば是ぜ非ひ楽しんでいただきたい。本シリーズでは仮か面めんの軍人・ハウントを担当する。




▼加納正顕

　本シリーズと対ついになるデイズシリーズのＧＭにして、デザイアシリーズを書き上げたライター。いついかなる時でもネタを忘わすれず、どんな小さなところにもネタを詰つめてくる人物。本シリーズではお嬢じよう様さまエージェント・加か賀が美み志津香を担当する。




天：しかしクロスオーバーは楽しかった！　あんなにデイズとナイツの違ちがいが見えるとは！

加納：そう言ってもらえるとうれしいです。しかしデイズの青春力が瑠璃に刺ささるとは……。

若林：う、青春……！（胸を押おさえる）

天：しまった、また発作が！（笑）

ＧＭ：まだ引きずっているのか、青春ショック（笑）。……このあたり、何があったか知りたい方はデイズ三巻『若わか君ぎみ[image: †]激げき突とつ』をお読みくださいねー。

稲葉：誰だれに言っているんだ、今の（笑）。

ＧＭ：ちょっと読者に向けて（笑）。でもここでデイズ三巻の内ない容ようはおさらいしておきましょうか。ナイツシリーズだけを追いかけている方もいるでしょうし。

若林：了りよう解かいです！　えーと、ＵＧＮの命令でデイズの舞台・白しら鷺さぎ市に行くことになって……。

稲葉：ターゲットは鷺さぎ乃の宮みやキョウと藤堂」凛々花のふたりだったな。神しん性せい婚こん礼れいなる儀ぎ式しきが危き険けんであるから、それを止めるためにふたりを狙ねらうということだった。

天：そうしたら向こうが青春真まっ盛さかりで。瑠璃にスマッシュヒットしたわけですねぇ（笑）。

ＧＭ：天、それに触ふれるなよ！（笑）　実じつ際さいナイトフォールの出しゆつ撃げきはアッシュ・レドリックたちＵＧＮ強きよう硬こう派はによって強きよう制せいされたものだからね。半ば不本意なものだったわけだけど。

若林：一度衝しよう突とつして、向こうの実力と信念を確たしかめて、信頼できるという確かく信しんを得て帰ってきたんだよね。オーヴァードにも得られる日にち常じようがある、って初めて知った。

稲葉：瑠璃にはいい刺し激げきだったかもしれないな。最後は金きん獅じ子し騎き士し団だんにしてやられた強硬派をフォローする形でミッションは終しゆう了りようだ。貸かしを作った形になったな。

ＧＭ：という話を踏ふまえて、今回のセッションだ。ではトレーラーから読み上げるよー。




　世界にふたつの夜がある。

　片やＵＧＮの切り札にして、危険な遺い産さんから世界を護まもるもの。

　片や金獅子騎士団の先せん鋒ぽうとして、さまざまな遺産をかの組そ織しきに届とどけるもの。

　その名はナイトフォール。かつて同じ誇ほこりを抱いだいたもの。




　騎士団の城しろを舞ぶ台たいに、ふたつの夜はぶつかり合う。

　陰いん謀ぼうを舞台に、絶ぜつ望ぼうを背はい景けいに、希望を幕まくに。刃が火花を散らす。

　月のみがそれを見る。




『ダブルクロス・リプレイ・ナイツ』第三話

「Night Against Night」

　ダブルクロス──それは裏うら切ぎりを意味する言葉。




若林：おおおおおおお、こ、これはっ!?　この展てん開かいはっ!?

加納：ナイトフォール同士の対決……！

ＧＭ：そういうこと。今回は全面対決だ！

天：来ましたねえ。こういう展開は大好物ですよ。

ＧＭ：俺もだ（笑）。では続いてハンドアウト。




●瑠璃用ハンドアウト

ロイス：旧ナイトフォールメンバー　　　推すい奨しよう感かん情じよう　Ｐ：連帯感／Ｎ：悔かい悟ご

　旧ナイトフォールとの本ほん格かく的てきな戦いが始まった。だがキミはふたつの不安を抱かかえていた。

　ひとつは、キミはあのメンバーと本気で戦えるのかということ。

　そしてもうひとつはキミの体だ。本来の肉体を取とり戻もどしても、聖杯による記き憶おくの劣れつ化かは収おさまらない。キミはいつまで戦えるのだろうか──。




若林（以下、瑠璃）：これは……真っ正面から来たなあ。

ＧＭ：その通り。瑠璃の問題点をずばっと書かせていただいた。

瑠璃：今ならきっと旧ナイトフォールのみんなとも戦える。戦えるけど……。

稲葉：それは記憶が劣化しているから、という見方もできるな。

加納：それも問題ですが「肉体を取り戻しても記憶の劣化が収まらない」っていう方が気になります！　ど、どういうこと!?

稲葉：（渋い顔で）我々が思おもい違ちがいをしていた可か能のう性せいがある、か。これは厄やつ介かいだぞ……。

ＧＭ：その辺は存ぞん分ぶんに悩なやんでもらおうか。では次のハンドアウトに。




●ラハブ用ハンドアウト

ロイス：瑠璃　　　推奨感情　Ｐ：任にん意い／Ｎ：任意

　瑠璃の友として新しく生を得たキミ。だが彼女は未いまだ過去に囚とらわれ、外に向くことはない。それはひとえに旧ナイトフォールとの邂かい逅こうが多い故ゆえだ。彼女を真に前へと進めるためには、彼らとの問題を解決するしかあるまい。

　さて、では魔人たるキミにできることは？




天（以下、ラハブ）：ほう、完全にルリをサポートせよというハンドアウトですねぇ。

ＧＭ：今回はラハブにはあんまり焦しよう点てんが当たらないからね。瑠璃の友として、支ささえて欲ほしいという趣しゆ向こうなんだ。

ラハブ：確かに彼女はまだ支えは必要でしょう。……むしろ、つけこむならここで……。

瑠璃：ちょっ、今なんて言ったの！（笑）

ラハブ：いやいやいや、噓うそです！　冗じよう談だんです！　支えますとも！（もみ手をしながら）

加納：う、うさんくさい……！（笑）




●ハウント用ハンドアウト

ロイス：金獅子騎士団　　　推奨感情　Ｐ：懐かい旧きゆう／Ｎ：憎ぞう悪お

　大航海時代より存そん続ぞくし、歴史の闇やみで世界に干かん渉しようし続けていた組織、金獅子騎士団。キミの実弟レオンハルトが変へん質しつさせてしまった、かつてのキミの家そのもの。そして復ふく讐しゆうの対象だ。

　その金獅子騎士団の本ほん拠きよ地ちがついに明らかになった。キミは銃じゆうを手に、己の内に燃もえる復讐の炎を確かめる。ついに奴やつらに血を流させる時が来たのだ。




ラハブ：おっ？　これは……ついにハウントの復讐が進むのですか!?

稲葉（以下、ハウント）：そのようだ。実はその件けんで事前にＧＭから連れん絡らくがあった。

瑠璃：えっ？

ＧＭ：ちょっとハウント周りの設せつ定ていを事前に聞かせてもらったんだ。復讐にまつわる話は、先にすりあわせておいた方がやりやすいからね。

ハウント：好き放題言わせてもらったが、よかったのだろうか（笑）。

ＧＭ：もちろん！　どんな風になっているかはお楽しみということで（笑）。




●志津香用ハンドアウト

ロイス：東雲しののめ　　　推奨感情　Ｐ：任意／Ｎ：敵てき愾がい心しん

〝遺産破は壊かい者しや〟と呼ばれ、数々の遺産を消しよう滅めつさせてきた男、東雲。どの組織にも属ぞくさず、ただ力だけで世界中のあらゆる勢せい力りよくをはねのけてきた人物だ。

　キミたちと東雲は、敵てき対たい関係を基き本ほんとし、その上で奇き妙みような縁えんで繫つながってきた。

　だがしかし、こんなことがあるのだろうか。キミたちの前にやってきた東雲はあろうことかこう言ったのだ。「お前たちに協力する」と。




加納（以下、志津香）：え、ちょっ、ええええええええっ!?

瑠璃：東雲が、協力するぅ!?（盛せい大だいに眉まゆを寄よせる）

ＧＭ：あ、すごい疑うたがわれてる（笑）。

ハウント：当然だろう、元々のスタンスが食くい違ちがっているからな。

ラハブ：ま、そう簡かん単たんに信用するわけにはいきませんねぇ。

志津香：いや、でも、結けつ構こういい人な気もするんですよね、わたくしは……。

ＧＭ：ふふふ、まあ東雲がそう持ちかけてくるのは事実だから。対たい応おうは考えておいてね。では次は成長報告をお願いしよう。デイズ三巻の分もまとめてねー。







▼強羅瑠璃

「自分の、いやナイトフォールの使命は〝遺産〟から世界を護ること。そう、たとえ相手があの人たちだったとしても──」




瑠璃：では自分から！　まずデイズ三巻で〈回かい避ひ〉を10レベルまで上げて、《コンセントレイト：キュマイラ》を３レベルに上じよう昇しよう！　例によって固定ロイスは無し！

志津香：固定ロイス無し、が心に刺さりますわ……。

ラハブ：デイズ三巻では、シンプルに強さを底上げしたんでしたね。

瑠璃：【肉体】の高さを活いかしたくて。そして今回は《剛身獣化》を４レベルで取得。たてがみが金きん属ぞく質しつになって、攻こう撃げき力りよく、防ぼう御ぎよ力共に上昇した。

ＧＭ：おお、ピュアブリード専用エフェクトか。

ハウント：装そう甲こう値ちを上昇させたのか。相あい性しようはあるが、はまれば役に立つな。

瑠璃：サバイバビリティを上げる方向に進んでます。そう。自分は強くならねば。ひとりでも戦えるように──。



















▼ラハブ・アブド＝アルマリク

「今日も世界を楽しむため、諸しよ事じにいそしみましょう。あ、ルリ、ついては軍ぐん資し金きんなどいただけますか？　え、だめ？　そんな、友達じゃあないですかワタシたちは～」




ラハブ：ではワタシの成長ですね。デイズ三巻では〈回避〉を８レベルに、《炎の加か護ご》を２レベルに上昇させ、さらにアージエフェクト《原初の灰はい：万軍撃げき破は》を取得しました。固定ロイスは瑠璃とソロモンです。

ＧＭ：シーン全体攻こう撃げきだったな。あれは強かった。

ラハブ：今回は《原初の白：サポートデバイス》、《原初の黒：奇き跡せきの雫しずく》と切り札を取り、〈回避〉を９レベルに。そして気になる侵しん蝕しよく率りつ基本値は──なんと54％！

一同：54パーセントオオオオオオオオオオッ!?（笑）

瑠璃：た、高すぎじゃないの!?　帰って来られるの、それ!?

ラハブ：ふっふっふ……。やっぱり、高すぎますかね。ダメですかね。ねえええっ!?（笑）

ＧＭ：今いま更さら揺ゆれるなよ！（笑）



















▼ハウント

「金獅子騎士団の拠きよ点てん判はん明めい。……ようやくここまでやってきたな。だが復讐の道行きは半ば。奴らに鉛なまり弾だまを食わせるまで、油ゆ断だんはすまい」




ハウント：ではこちらだ。デイズ三巻では〈調達〉を９に上げ、銃を二挺ちようとも変へん更こう。さらにエンブレム「アップグレード」を取って、銃の攻撃力を上げた。他には《勝利の女め神がみ》を５レベルに、知覚を行なう《地じ獄ごく耳みみ》を取得した。固定ロイスはレオンハルトとＵＧＮの藤崎。

ＧＭ：では、今回の成長は？

ハウント：アージエフェクト《支し配はい者しやの呪じゆ詛そ》を３レベル取得し、〈射しや撃げき〉を４レベル上昇させた。憎悪の亡ぼう霊れいで相手の行動を阻そ害がいするエフェクトだ。

志津香：（データを確かく認にんして）達成値引き下げ！　わたくしたちにはちょうどいいですわね。

ハウント：私わたしも防ぼう御ぎよエフェクトをもっているからな。組み合いを考えてみたわけだ。……それに瑠璃とは違ちがった意味で私にも万ばん能のう性せいが必要だ。復讐を遂とげるためには。



















▼加賀美志津香

「旧ナイトフォールのこと、聖杯のこと、〝スナッチャー〟のこと……。問題は山積みですが、わたくしは諦あきらめませんわ。ええ、絶ぜつ対たいに！」




志津香：えー、デイズ三巻では《暴ぼう食しよくの魔ま王おう》を２レベルにして、《ＭＡＸボルテージ》を取得。そして〈白兵〉を10レベルにして、〈意い志し〉を２レベルに上げましたわ。固定ロイスはお父様と瑠璃さんに。感情は後で決めますわ。

瑠璃：志津香さんは攻撃力アップだったんだよね。

志津香：ようやくまともな攻撃力になりましたわ。そして今回は逆ぎやくに防御力を。《ペインエディター》を４レベルで取得して終了。ＨＰを20点伸のばしましたわ。

ＧＭ：ＨＰで耐たえる構こう成せいにしてきたか。

志津香：防御力を上げるより、こちらの方がよいと判はん断だんしましたの。侵蝕率が伸びないので。

ラハブ：ガードを強化すると、一回ごとに少なくない侵蝕値がかかりますからねえ。

志津香：将しよう来らい性せいもありますから！　見ていていただきたいですわ。



















　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：ではＰＣ間ロイスを取ろうか。今回は複ふく雑ざつなことはせずに、番号順で。

瑠璃：そうすると自分はラハブに。感情はポジティブ友ゆう情じよう、ネガティブは不安。改めて戦友という絆になったんだけど、やっぱり不安はぬぐえない（笑）。

ラハブ：主に金の方面ですかな！（笑）　ワタシはハウントにポジティブ好こう奇き心しん、ネガティブは隔かく意いで。底を見せぬところを考こう慮りよしています。

ハウント：誰にも明かしていない情じよう報ほうが山やま盛もりだからな、私は。

瑠璃：言い出してくれるのを、期待していますよ少佐……。

ハウント：期待しないで待っていてくれ。さて志津香くんにはポジティブ有ゆう為い、ネガティブは不安だ。有ゆう能のうではあるが、どうにも不安定なところがある。

志津香：ひ、ひとつも言い返せませんわ……（笑）。そしてわたくしは瑠璃さんに。ポジティブは連帯感、ネガティブは劣れつ等とう感かんにしましたわ。肩かたを並ならべたいと思っているのですが、どうしても気き後おくれするという感覚です。

瑠璃：素す直なおになってくれていいのに。

志津香：なかなかそうはいかないのですわ。

ＧＭ：乙おと女め心ごころだなあ（笑）。ではメインプレイに移うつろう！




















《剛身獣化》　肉体を強固な殻で覆うキュマイラのエフェクト。

《原初の●》　他のシンドロームの力をコピーするウロボロスのエフェクト。

《サポートデバイス》　自己支援する器具を生むモルフェウスのエフェクト。

《奇跡の雫》　蘇生用の薬物を生みだすソラリスのエフェクト。

《勝利の女神》　相手にとっさのアドバイスを送るノイマンのエフェクト。

《支配者の呪詛》　領域のすべてを使い、相手の行動を阻害するオルクスのエフェクト。

《暴食の魔王》　攻撃と同時に魔眼を送り込み、攻撃力を上げるバロールのエフェクト。

《ＭＡＸボルテージ》　雷を武器に纏わせるブラックドッグのエフェクト。

《ペインエディター》　電気信号によって痛覚を制御するブラックドッグのエフェクト。
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◆Opening01◆ほんの小さなぬくもり

Scene Player ─── 瑠る璃り




　チィン、と軽かろやかな音が空間に染しみこむ。

　明治時代に有名な建けん築ちく家かを呼よんで造らせたという加か賀が美み家のホールは、樹じゆ木もくをふんだんに使い、優やさしい雰ふん囲い気きをもってゲストをもてなす。

　並ならべられた料理の数々、赤と緑に飾かざられた空間、そして金銀に彩いろどられたもみの木。

　──クリスマスパーティ。

　慣なれない空気に、瑠璃は体を小さくしてグラスに口をつけた。




ＧＭ：では最初のシーンは瑠璃。ちょっと日にち常じよう的てきなシーンからスタートしようと思ってる。

瑠璃：え、日常？　日常か……。

ラハブ：ルリ？　難むずかしい顔をしてどうしたのです？

瑠璃：……日常が思いつかない。任にん務む外がいで何をしているのか、想そう像ぞうできない。

ラハブ：え、ええと、ほら休きゆう暇かで旅行に出かけたり、とか……。

瑠璃：ずっとトレーニングしてると思う。もしくは勉強。任務に役に立つように。

ＧＭ：わかってた。わかってたけど、想像以上に任務しかないな、瑠璃の中身は……。

瑠璃：旧きゆうナイトフォールにいたときはこうじゃなかった。いろんな楽しみを知っていたはず。

ハウント：ああ、彼かれらは陽気に騒さわぎそうだからな。

瑠璃：でも今は「隊長にならねば」という意い識しきと、何よりも記き憶おくの劣れつ化かがあるから。任務のことしか意識できない。

一同：…………。

志津香：ああ、もうっ！　それならばわたくしが連れ出しますわ！　デイズから一ヶ月なら年末ですわね！　クリスマスパーティくらい開いて差し上げます！

ラハブ：おお、シヅカ。貴方あなただけが頼たよりです（笑）。

志津香：お任まかせください！　テレーズさんとイザベラさんも呼んで、女子だけのパーティにしましょう。あまり人数が多くても困こまるでしょうし、このくらいで。

瑠璃：いや、志津香さん、自分はそんな──。

志津香：意見は受け付けませんわ！　トレーニングの後、拉ら致ちって、着き飾かざらせて、有う無むを言わさずパーティに参加させますわ！

瑠璃：な、流される。この勢いきおい！（笑）

ＧＭ：では場所は志津香の家。クリスマスパーティをやっている、というところだね。加賀美家のパーティだから、小しよう規き模ぼでも手の込こんだ感じだろう。

志津香：わたくしの名にかけて、必ず満足させて帰しますわ！

ＧＭ：呼よばれたテレーズもイザベラも、めいめいに楽しむだろうね。テレーズは年に似に合あわずくだを巻まきそうな気がする。アッシュ・レドリックへの愚ぐ痴ちを言ったり（笑）。

ハウント：苦労しているな、この子も（笑）。

瑠璃：自分はちょっと腰こしがひけた感じで、遠とお巻まきに見てる。

志津香：楽しくありませんの？

瑠璃：いや、楽しいよ。楽しいけど…………それをどう表ひよう現げんしていいかわからない。だからお茶のカップを持って、バルコニーから中を見てる。

志津香：──風邪をひきますわよ、そんなところにいると。

瑠璃：大だい丈じよう夫ぶ、鍛きたえているから。……ありがとう、志津香さん。世話になってばかりだね。

志津香：世話をしているつもりなんてないですわ。ただ放ほうっておけないだけです。

瑠璃：（外を見つつ）ちょっとだけ、思い出したんだ。昔、旧ナイトフォールでもこういうことをやっていたなって。

志津香：ならばこれからは瑠璃さんもやればよいではないですか。今はあなたが隊長です。

瑠璃：……偽にせ者ものの隊長だけれどね……。

志津香：むっ……。瑠璃さん、あなたが自分で自分を偽者と言ってしまったら、本当にそうなってしまいますわよ。我われ々われにとってはあなたしか隊長はいないのです。

瑠璃：……そう、だね。ごめん、今のは失言だった。

志津香：愚痴くらいは吐はき出だして欲ほしいとは思っております。でも自分を卑ひ下げするのはやめてくださいませ。本当に落ちてしまいますわ。

瑠璃：うん、意識するよ。……ねえ志津香さん。ひとつ聞いてもらっていいかな。

志津香：先ほどのようなことでなければ。

瑠璃：旧ナイトフォールでは、確たしかに任務以外の活動をたくさんしてた。どこかに出かけたり、誰だれかをひっかけるために何日もかけて仕し込こんだり。

志津香：特とく殊しゆチームとは思えませんわね。……家族のよう。

瑠璃：そう、家族だった。自分もその中で笑っていた。──はずなのに。それが楽しかったかどうか、自分には思い出せない。どうやって笑っていたのか、わからないんだ。

志津香：……無理に過か去こを取とり戻もどさなくても、いいではないですか。

瑠璃：え？

志津香：思い出せないのであれば、今から覚えればよいのですわ。……例えばいたずらならば、ラハブさんに仕し掛かけるというのはどうですか？

ラハブ：えっ？（笑）

瑠璃：ラハブに……？

志津香：そうですわ。いつもの仕返しとして、どうです？

瑠璃：仕返し、か。……いいかもしれないね。

志津香：でしょう？　そうやってもう一度手に入れればいいのです。

瑠璃：そうだね──。

ＧＭ：……その時。

瑠璃：え？




　瑠璃に心しん臓ぞうの鼓こ動どうはない。代わりに息づいているのは、カルディナの残した最後の音。

　その澄すんだ音が──不意に、途と切ぎれた。




ＧＭ：体中から熱が失われていく。胸むねの内から何かがこぼれ落ちる。

瑠璃：これ、は──！

ＧＭ：何度も味わった感覚、記憶が劣化する感覚だ。今話していたことが、いや、志津香の存そん在ざいそのものが熱を失い、灰はい色いろになってゆく──。

志津香：瑠璃さん！

瑠璃：ロ、ロイスを取る！　志津香さんに、ロイスを！

ＧＭ：了りよう解かいだ。では今の感覚は失うせ、記憶は保ほ持じされているよ。

瑠璃：（息を荒あららげながら）な、なんで、急に……！　いや、それよりも──。




　瑠璃は左ひだり腕うでと両りよう眼めを触さわる。

　ほぼすべてが聖せい杯はいによるかりそめの体の中、その部位だけは自分自身の肉体だ。

　これがあれば聖杯を制せい御ぎよし、悪あく影えい響きようが少なくなる。そう信じていたのに──。



















ＧＭ：今の出来事で瑠璃は直感できるよ。聖杯の影響は和やわらいでなどいない。むしろ、強くなっていると。

瑠璃：なぜ……、そんな……！

志津香：瑠璃さん……。




　先さき程ほどまでのぬくもりは、もはやない。

　志津香とテレーズ、イザベラに気き遣づかわれながら、瑠璃はただ恐きよう怖ふに震ふるえていた。





テレーズ　ＵＧＮ中枢評議員のひとりにして、ナイトフォールの司令役。弱冠十六歳の少女。

イザベラ　ハウントに従う妖精スプリガンの女性。元金獅子騎士団エージェント。









◆Opening02◆ラハブの日々

Scene Player ─── ラハブ




　魔ま人じんの両手に炎ほのおが灯ともる。裂れつ帛ぱくの気合いと共に突つき上あげられた拳こぶしは、空中から襲おそい来る黒ずくめの愚おろか者ものを的てき確かくに迎むかえ撃うった。

　地面をなめる襲しゆう撃げき者しや──たしか吸きゆう血けつ鬼きとか言ったか──を鼻で笑い、ラハブは天を指さす。

　そこに生まれたのは小型の太陽。圧あつ倒とう的てきなエネルギーの塊かたまりは指の動きに沿そって、闇やみの眷けん属ぞくへと降ふり注そそぎ──。

「ＹＯＵ　ＷＩＮ！」

　画面上に現あらわれた文字列と共に、周囲から大だい歓かん声せいがあがった。




ＧＭ：では次はラハブのオープニング。ラハブもラハブで日常からスタートだ。

ラハブ：ほう、日常！　では再ふたたび魔人フィーバーでも催もよおしますか……（笑）。

瑠璃：ダメッ！　あれはダメ！（笑）アレのせいでマンションを追い出されたんだから！

志津香：あ、あれ、そうでしたの!?（笑）

瑠璃：そういう設定にしたの（笑）。今はセーフハウスに引ひっ越こしてる。立りつ派ぱな洋館だから、余よ計けい汚よごれには気を遣つかわないと。

ハウント：ひどい顚てん末まつだな（笑）。

ラハブ：ちなみにセーフハウスはどの辺にあるのですか？

ＧＭ：街から車で少し行った、山の中ちゆう腹ふくにある洋館。そこに住民がいることは隠かくされている。

ラハブ：まあそうですよねえ。まったく、他の人間を呼よべないではないですか。仕方がない、街にでも遊びに行きますか。……ではゲーセンで。

ハウント：そんなところに行くのか、お前は。

ラハブ：行きますよ。むしろワタシは技ぎ量りようと胆たん力りよくと財ざい力りよくで周囲から一目おかれる存在ですよ。

瑠璃：お金？　ラハブに使われないように、クレジットカードはこっちで管理してるよ？

ラハブ：あ、鷺さぎ乃の宮みやキョウからお小こ遣づかいをもらいました（笑）。

瑠璃：あっちかあああああああああああっ！（笑）

志津香：キョウくんなら、それはもう気前よくあたえてしまいますわね（笑）。

瑠璃：今度断ことわっておかないと……（笑）。

ＧＭ：ではラハブが気前よく振ふる舞まいながら対戦ゲームでもしているところにするか（笑）。

ラハブ：暇ひまに飽あかせてやりこんでるワタシは連勝中なのです。そーら、ガードが甘あまいですねぇ。ははっ、今のは反はん撃げきですか？　二択たくにもなっていない。追おい込こみとはこうやるのですよ。

ＧＭ：聞くだにイヤなプレイヤーだな、おい（笑）。

ラハブ：ははは、勝利者こそ正せい義ぎなのですよ。ゲームはシンプルでいい。昔を思い出します。

ＧＭ：「ラハブくん、あの年で過去を語っちゃうとかマジやべえ……」「小学生にして中二病って、飛び級じゃん。やべえよ……」と取とり巻まきが（笑）。

瑠璃：何がやばいんだ！（笑）

志津香：こ、これだけでどうしようも無さが伝わってきますわ（笑）。

ラハブ：ふふっ、我わが最初の友ソロモン、ワタシは友を増ふやしていますよ……。

ハウント：本当にそれでいいのか、お前は（笑）。

ＧＭ：ラハブがいいならそれでいいや（笑）。えー、じゃあ調子よく連勝しているラハブに、さらなる挑ちよう戦せん者しやがやってくる。一見して分かるが、新参者だ。

ラハブ：ほう、ではココの流りゆう儀ぎを教えて差し上げましょう。

ＧＭ：だがソイツは強い。ここら一帯で敵てき無しのラハブと互ご角かくに渡わたり合あう。……せっかくだから判はん定ていで勝敗決めようか。んー、【感覚】か【精せい神しん】のどちらか好きな方で対決。

ラハブ：ならば当然のように【精神】で。……お、クリティカルして12！　昇しよう竜りゆう拳！　昇竜拳！　ヨガフレイム！（笑）

ＧＭ：どんなキャラなんだよ！（笑）　こっちは……同じくクリティカルして14だ。僅きん差さでこっちが勝った、って感じかな。いえー。

ラハブ：くぅ、このワタシが！

ＧＭ：そしてゲーム台の向こうから、「はーはっはっは、オレ様の勝ちだなぁ！」という声。

瑠璃：……あれ？

ラハブ：もしや……。ちょっと向こう側に回ってみましょう。

ＧＭ：そこにいるのは予想の通り。〝遺い産さん破は壊かい者しや〟東雲しののめの切り札、天地すべてを表す陰おん陽みようの片かた割われ、陰陽魚のインだ。

志津香：え、でもあの方、腕うでは封ふう印いんされておりませんでした？

ＧＭ：足でプレイしてるよ。それもあって周囲の目を引いてる。

瑠璃：ちょ、ちょっとちょっと、あの服ふく装そうでそんなことしたらパンツ見えちゃう！（笑）

ＧＭ：でも、本人まったく気にしてない（笑）。というわけでインはギザギザの歯でにやっと笑って、「よ～う。ここにいるって聞いて遊びに来たぜ」。

ラハブ：ふん、貴方あなたでしたか。ずいぶんと短期間で腕を上げましたね。

ＧＭ：「そりゃあ、お前に金の使い方を教わってからコレにいそしんでいるからな！」

志津香：東雲のお金を使っているのですか（笑）。

瑠璃：〝遺産破壊者〟がただの破は産さん者しやになりそうだ（笑）。

ＧＭ：東雲は瑠璃よりも金に興きよう味みないし、加えてインを教育するつもりもないからな（笑）。

ラハブ：ふふふ、貴方もようやく娯ご楽らくのすばらしさに目覚めたようですね。

ＧＭ：「ああ、持つべきモノは金に執しゆう着ちやくのない主だな」（笑）

ラハブ：まったくです（笑）。……で、わざわざ何の用ですか？

ＧＭ：「何か食いに行こうぜ！　お前だったら、うまいもの知ってるだろ！」

ハウント：懐なつかれたな。

ラハブ：あー、東雲は食事に興味ないのでしたか。……まあいいでしょう、同類の訪ほう問もんをむげにする気分でもない。ゲームに勝った景品としておつきあいしましょうか。

ＧＭ：「そうこなくちゃな！」と言ってキミたちは街に出て行く。

志津香：あれ……？　これってもしやデート……なのですの？

ラハブ：あえていうなら魔人デートでしょうね（笑）。

ハウント：魔人デート！（笑）

ラハブ：なにせインは全身ぐるぐる巻きで、ワタシもこの外見。何よりもふたりとも社会常じよう識しきがほぼない。まともなものになるはずがありません！

瑠璃：言い切った！（笑）

ＧＭ：例えば鯛たい焼やきを食べてうまいと思えば、屋台ごと食べようとしたり。

ラハブ：迷めい惑わくに騒さわぐ若わか者ものを炎や牙きばで脅おどしてみたり。

ＧＭ：ちょっと調子に乗って、公園の並なみ木きをすべてなぎ払はらってみたり。

ラハブ：うっかり暴あばれすぎて都市伝説をダース単位で増やしてみたり。

ＧＭ・ラハブ：はっはっはっは。
















志津香：笑い事じゃありませんわ！　この魔人たちは！（笑）

瑠璃：の、野放図すぎる……（笑）。

ラハブ：後始末のことなど考えませんよ。いやあ、青春ですねえ。

ハウント：おい、青春は都市伝説を作る側には回らないぞ（笑）。

ＧＭ：ま、そんなドキドキするデートをしつつ、公園に着いたことにしよう。で、ベンチに座すわって、「あー、やっぱいいな！　人間の娯楽は！」。

ラハブ：同意です。刹せつ那な的てきな快かい楽らくに関して、人間の努力は圧倒的です。……と言いながら、インに鯛焼きを放ほうり投げる。

ＧＭ：それをむしゃむしゃ食べながら、「ところでよー。お前、あの女とどうなんだ？」。

ラハブ：ルリのことですか？

ＧＭ：「ん」（うなずく）

ラハブ：互たがいの心を預あずけ合あう友人ですよ。もう興きよう味みだけの関係ではありません。

志津香：おお……。

ＧＭ：「何だよ、落ち着きやがってよー」と口をとがらせるイン。「ちぇー、あとちょっとでお前が元の姿すがたに戻もどるところだったのに」

ラハブ：ご期待に添そえず、申もうし訳わけないですねぇ。ただ、この姿のままでも貴方の相手はしてさしあげますが？　……と炎を灯して。

ＧＭ：「やんねーよ」とインは素そっ気けない。「オレはお前の本当の中身が喰くいてえんだ。今のお前なんてからっぽだよ、からっぽ。ふん」

瑠璃：すねてるのか、この子（笑）。

ラハブ：ワタシのことはさておき、貴方はどうなのですか。あの〝遺産破壊者〟は。

ＧＭ：「あいつか？　あいつ、最近オレをよく追い出すんだよ」

ラハブ：おや？

ＧＭ：「なんかあいつの周りに最近うろちょろするやつが居いてよー。暇だってのに」

ハウント：東雲の周囲に人……？

志津香：気になりますわね。

ＧＭ：と、インが「あ！　思い出した！　お前に伝えることがあったんだ！　忘わすれてた！」。

ラハブ：そっちが本当の用事じゃないですか（笑）。伝言とは〝遺産破壊者〟からですか？　彼がワタシに用事があると？

ＧＭ：「そーそー。なんだったかな。確かあの聖杯の女のことだったはず……」

ラハブ：ルリの？　ますますもってわかりませんね。

ＧＭ：「思い出した！　『強ごう羅ら瑠璃の記憶劣化が加速する可か能のう性せいあり』だってよ！」

瑠璃：──!?

ラハブ：それは……!?　……いや、気をつけましょう。しかしなぜあの男が瑠璃の心配を？

ＧＭ：インは肩かたをすくめる。「さーな。でもなんか『次は味方になる』とかも言ってたぜ。オレはよく知らねーけど」

志津香：ハンドアウトには確かにそう書いてありましたが……。

ラハブ：この時点ではまったく読めませんね。とりあえず了りよう承しようだけはしておきましょう。

ＧＭ：「あいつの言うことが本当なら、オレたちも肩を並ならべて戦うことになるのかね」

ラハブ：そうなったら……敵の方に同どう情じようしますよ。

ＧＭ：「違ちがいない！」とインは笑う。そうしてしばし彼かの女じよは遊んだ後、満足して帰ってゆく。

ラハブ：やれやれ。しかし東雲との共きよう闘とうですか。裏うらを返せば──我々が手を組まねばならない事じ態たいが迫せまっている、ということでしょうか。




「──いや、考えても仕方がありませんね」

　ラハブは首を振ふって思考を追い出す。

　まず考えるべきは瑠璃のことだ。それ以外は二の次。

　魔人らしいシンプルさで他を切きり捨すて、ラハブは家路につく。

　友となった彼女を案じて。







◆Opening03◆亡ぼう霊れいの罠わな

Scene Player ─── ハウント




「そうか、よくやった」

　協力者へねぎらいの言葉を投げ、仮か面めんの男は古めかしい電話を置く。

　その口元には隠かくしようのないひとつの感かん情じよう。──暗い愉ゆ悦えつの笑えみ。




ＧＭ：次はハウントのオープニング。ハウントが連れん絡らくを受け取るところから。

ハウント：ではヨーロッパあたりにいることにするか。セキュリティを鑑かんがみて高級ホテルだ。

瑠璃：しょ、少しよう佐さは一体どこへ……（笑）。

ハウント：金きん獅じ子し騎き士し団だんの動向を探さぐるには、やはり欧おう州しゆうが一番なのでな。……で、どんな連絡がくるのだろうか。

ＧＭ：──ＵＧＮ中ちゆう枢すう評ひよう議ぎ員いん、アッシュ・レドリックが金獅子騎士団に捕つかまった、と。

志津香：え、ええええええええええええええええええええええええええっ!?

瑠璃：ア、アッシュ・レドリックが、捕まった……っ!?

ラハブ：はーはははははははははははははっ！　これはいい、傑けつ作さくだ！　あの鼻持ちならない男が捕まったと！　めでたい！　今日は祝しゆく杯はいを挙げましょう！

ハウント：（しばし考えて）あー、ＧＭ。もしかしてこれは……。

ＧＭ：（にやっと笑って）そう、ハウントの策さく略りやくが功を奏そうしたんだ。

一同：策……!?

ハウント：あの時に話したネタを拾ったのか。

ＧＭ：そりゃああんなに面白いことを言われたら拾いますとも。

志津香：あ、さっき言ってた事前の打ち合わせ……？

瑠璃：な、なにをしたんですか、少佐……。

ハウント：まあ待て、こんなネタを拾われてむしろ私わたしが一番驚おどろいているんだ。──まず皆みな思い出して欲しい。結果的にだが、デイズ三巻でアッシュ・レドリックは金獅子騎士団に痛いた手でを被こうむったことを。

志津香：ああ、用意した兵器を乗っ取られましたね。それをわたくしたちが解かい決けつしましたが。

瑠璃：なんとなく自分たちがアッシュに仕返しをした気分だったけど、直ちよく接せつ的てきには騎士団が害を為なしたんだったっけ……。

ラハブ：ふむ、読めましたよ。つまりハウント、貴方はアッシュ・レドリックを煽あおって金獅子騎士団を攻こう撃げきさせたのですね？　そしてヤツは傑作にも捕まった、と。

ハウント：半分だけ、正せい解かいだ。

志津香：半分？

ハウント：…………私はそのアッシュ・レドリックの動きを、金獅子騎士団にリークした。

一同：ええええええええええええええええええっ!?（笑）

ハウント：ただアッシュ・レドリックがつっかけたところで、奴やつらの懐ふところまで刃やいばは届とどかない。中枢評議員とは言え、感かん情じよう的てきな行動ではそれが限げん界かいだろう。だが──敗北を喫きつすれば話は別だ。ＵＧＮは本気にならざるをえない。ＦＨとのパワーバランスでな。

一同：…………。

ハウント：だから私は向こう側に情じよう報ほうを少しばかり流した。……念のため言っておくが、私はアッシュに思うところは無い。強きよう硬こう派はの理念には通じるものがあるくらいだ。

志津香：でも……少佐はそのアッシュを利用したのですよね。

ハウント：それが金獅子騎士団を追おい詰つめることになれば、躊ちゆう躇ちよするつもりはない。

ＧＭ：というネタを事前に話を聞いた時に受けたので、こちらで拾ってみたのだ（笑）。ハウントの間かん接せつ的てきな策略によって、アッシュ・レドリックは金獅子騎士団に捕まった。……だがアッシュもただ捕まったわけではない。

瑠璃：おお？

ＧＭ：彼は自身の魔ま眼がんを使い、空間上に痕こん跡せきを残していたんだ。電でん磁じ波はを歪ゆがめたりね。それを分ぶん析せきした結果、金獅子騎士団の本ほん拠きよ地ちの場所が判はん明めいした。

ハウント：ほう？　つり上げた魚は大きいか？

ＧＭ：その名はスリュムヘイム。移動可能な海底要塞だ。現在は北極海にいる。

志津香：海底要塞！　しかも移動可能な！

ＧＭ：そう。金獅子騎士団が持つ最大戦力だ。ちなみにハウントも知っている。

ハウント：なるほど、移動可能だからその場所をつかめなかったのだな。

ラハブ：しかしスリュムヘイムとは。北ほく欧おう神話で神々から不死──黄金のリンゴを奪うばった巨きよ人じんが住んでいた城しろではありませんか。皮肉げなセンスですねぇ。

ハウント：そういう連中だからな。だが──これでもう一度ヤツらの前に立つことができる。




　復ふく讐しゆうを決意して七年ほど。その重みをすりつぶし、ハウントはつぶやく。

　金獅子騎士団からアッシュ・レドリックを救出するには遺産のスペシャリストが必要だ。つまり出しゆつ撃げきするのはナイトフォールでしかありえない。

　ついに廻まわってきたチャンスを前に、ハウントの思考は過去へと赴おもむく。

　あの裏うら切ぎりの日へと──。




ＧＭ：ではここから回想だ。ハウントが金獅子騎士団から追放された日のこと。場所はスリュムヘイム内。海底に建けん造ぞうされた要塞だが、内ない装そうはまるで欧州にある古こ城じようのようだ。

ハウント：優ゆう雅がさを保たもっていることで権けん威いと伝でん統とうを示しめしている、ということか？　フッ、誰だれも来ない海底で誇ほこることに何の意味がある。

ＧＭ：では内心でそうつぶやきつつ、ハウントはスリュムヘイムの最さい奥おうにある〝円えん卓たくの間〟にやってくる。ここで金獅子騎士団の幹かん部ぶ会かいを催もよおすので出席されたし、と言われたわけだ。

ハウント：召しよう喚かんされたわけだな。この頃ころだとキャラハン家の家か督とくを継ついでしばし、という時期だな。では堂々と部屋へと入るぞ。

ＧＭ：そこにいるのはキャラハン家と共に金獅子騎士団のトップに立つ三家の当主。全員がヨーロッパ系けい貴き族ぞくで、全員が五十代以上だ。ハウントだけが若わかい。そして…………あ。

ハウント：どうした？

ＧＭ：あー、いや、ちょっとポカミスをした。他三家の当主の名前を付け忘れてた。

瑠璃：おや、ＧＭにしては珍めずらしい。

ラハブ：ではせっかくですし、皆で決めますか。どんな連中なのです？

ＧＭ：ひとりは口元に髭ひげを蓄たくわえ、髪かみを綺き麗れいになでつけた男。誰に対しても見下した視し線せんを向ける。口くち癖ぐせは「伝統と格かく式しき」。

ラハブ：ふむ、ヒゲーノですね。

ＧＭ：……ひとりはでっぷりと太り、高級品ばかりを身に纏まとった男。口癖は「利り益えき」。

ラハブ：なるほど、デブッツェリン。

ＧＭ：…………最後のひとりは筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした男。わざとらしいほどにさわやかな笑みを浮うかべている。口癖は「支し配はい」。

ラハブ：マッチョリウスですかね。

ＧＭ：（眉み間けんを押おさえて）…………なあ、天。

ラハブ：なんです？

ＧＭ：さっきからつぶやいているのはなんだ？

ラハブ：御ご三さん家けの名前。ヒゲーノ、デブッツェリン、マッチョリウス。

ＧＭ：そんな名前の貴族がいるかあああああああああっ！（笑）

志津香：むしろ人類の名前としてどうかと思いますわ！（笑）

瑠璃：（テーブルに突つっ伏ぷして）名は体を表しすぎ……！（笑）

ラハブ：端たん的てきに言い表す、すばらしき名前ですよ！

ＧＭ：その名前通りに人生歩んできたのか、こいつらは（笑）。

ラハブ：たゆまぬ努力があったのでしょう……。

瑠璃：しみじみ言わないで！（笑）

ハウント：（笑いながら）すさまじく面おも白しろいが、これでもこいつらはこちらの仇かたきなんだ。一いち応おうまともな名前にしてやってくれないか（笑）。

ラハブ：あ、はい（笑）。




　結局この三人は髭がレズリー・ラドフォード、ふとっちょ金持ちがマウロ・ディ・マウロ、筋きん肉にくだるまがギュンター・ガイスラーとなりましたとさ。




志津香：しかし、どう見ても悪役という三人組ですわねえ。

ＧＭ：大航海時代から連れん綿めんと続く闇の組そ織しきに属ぞくする人間だからね。価か値ち観かんも旧きゆう態たい依い然ぜんとしている。だからこういう三人なのさ。

瑠璃：なるほど。

ＧＭ：……では改めて。円卓の間には三人がそろっており、やってきたハウント──シーザー・キャラハンをじろりとねめつけて言う。「来たかね、シーザーくん」ちなみに互たがいには〝卿きよう〟づけなのにハウントにだけはくんづけ。

ハウント：私は彼らには侮あなどられているのだな。まあいいが。……突とつ然ぜんの呼よび出だし、一体なんのご用事かな？　と答えよう。

ＧＭ：「我々の決定を伝えておこうと思ってね」とレズリーが髭を撫なでながら。「座すわりたまえ。時は金なりだが、それくらいの余よ裕ゆうはある」とマウロがいやらしい笑いを。

ハウント：……とりあえず黙だまって席に着こう。

ＧＭ：するとギュンターがわざとらしく笑って、「聞き分けのいい子は嫌きらいでは無いな」と。

ハウント：皮肉を言うタイミングではありますまい。……用よう件けんは？

ＧＭ：真ん中のレズリーがふん、とひとつ鼻を鳴らして言う。「かねてより懸けん案あんだった、ファルスハーツなる組織への対たい応おうだがね。──我々はかの組織と協力をすることに決めたよ」

ハウント：聞きき捨ずてなりません。金獅子騎士団の決定は四家の賛さん成せいが必ひつ須すであるはず。

ラハブ：（髭のレズリーになって）「事後報ほう告こくとなったが、まあ構かまうまい」

ＧＭ：ありがとう（笑）。ではそう言ったということで。

ハウント：眉まゆをひそめよう。……〝闇の中に留とどまるべし〟、これが我々金獅子騎士団の会かい則そく。それをないがしろにするおつもりか。

ＧＭ：ではマウロが葉は巻まきをふかしつつ答える。「それは四百年前の取り決めだろう？　時代が変われば新しい金の儲もうけ方があるのだ。……そう、時代は変わったのだよ」

ラハブ：こ、この旧きゆう世せ界かいの代表みたいな連中がよく言いますね（笑）。

ハウント：語気を強めよう。……我々が闇の中に留まるのには理由がある。光に惹ひかれ、外に出れば焼かれるのが定め。だからこそ先せん祖ぞは表へは出なかった。それがわからぬのですか。

ＧＭ：ハウントがそう言うと、三人はくつくつと笑う。「くくく、シーザーくん。やはりキミはそう言うか。……彼の言うとおりだ」

ハウント：彼……？

ＧＭ：そして唐とう突とつに三人が立ち上がる。「シーザー・キャラハン。キミをこの金獅子騎士団から追放する。理由は……そうだな、背はい任にんあたりがいいところだろう」

ハウント：何を言っている。あなた方にそのような権けん利りはない。四家はすべて同列。そしてキャラハン家の当主は私だ。

ＧＭ：三人の笑みは、だが崩くずれない。「そうではないのだよ、シーザーくん」

ラハブ：（貴族になって）「くくっ、当主。当主と言ったな」

志津香：（同じく貴族になり）「キミはまだ自分が当主のつもりでいるのかね？」

ＧＭ：勝手にセリフが進んでいく。しかもばっちりだ（笑）。……ではそこで後ろの扉とびらが開く。そこにいるのはレオンハルトだ。

瑠璃：来た……。

ＧＭ：「──兄上、あなたは昨日をもってキャラハン家の当主の地位を失いました」

ハウント：なに──!?

ＧＭ：「新しい当主は私、そしてファルスハーツとの協力体たい制せいを進言したのもこの私です」そう言ってレオンハルトは当主交代を示しめす血けつ判ぱん状じようを見せる。

ハウント：ここでクーデター成立か。じろりとレオンハルトをにらむ。……どういうつもりだ。お前には私の考えを何度も話したはずだ。我々は闇に潜ひそんでこそ意味があると。

ＧＭ：「聞きましたとも。その上で、私は私のためにこうしたのです」レオンハルトは片かた手てを上げる。すると、他の三人はにやにやと笑いながら円卓の間を退たい出しゆつする。

ラハブ：（貴族になって）「さようならシーザーくん。もう二度と会うことはないだろう」

志津香：（またもや貴族になって）「私はキミの生意気なツラが大だい嫌きらいだったよ」（笑）。

ＧＭ：残されるのはハウントとレオンハルトのみ。「兄上。──私はこれから、この金獅子騎士団を作つくり替かえる。四家のものではなく、私のものとして」

ハウント：乗っ取るつもりか、騎士団を……。

ＧＭ：「私がそう決めたのです。──ヴィクトリアが帰ってこなかったあの日に」

瑠璃：ヴィクトリア……？

ハウント：私とレオンハルトの妹だ。キャラハン家に伝わる〝天国の門〟に向かい、そして帰ってこなかった。この間ＧＭに渡わたした設せつ定ていだな。

志津香：おお……。

ハウント：ヴィクトリアの名前が出ると思わなかったので、怪け訝げんな顔になるな。レオンハルト。……お前は、力に魅み入いられているだけではない、のか？

ＧＭ：レオンハルトは何も言わない。薄く微笑ほほえんだまま、銃じゆうを持った騎士団のエージェントを呼よぶ。「さらばです兄上。あなたの命運はここで尽つきた」

ハウント：……ひとつ言い残しておこう。

ＧＭ：「何か？」

ハウント：私を殺しきっておけ。さもなくば、亡霊となって騎士団を破壊しにかかるぞ。

ＧＭ：「ご忠ちゆう告こく、覚えておきましょう」そう言ってハウントはエージェントに捕つかまる。……ここからレオンハルトにつかなかったキャラハン家の者など、幾いくばくかの協力者のおかげでハウントは辛からくも脱だつ出しゆつするわけだ。

ハウント：それから七年──か。




　宣せん告こく通りシーザーは死に、亡霊となった。

　そして七年。裏うら切ぎられた地へと彼は帰る。




ＧＭ：場面は移うつって現げん代だい。情じよう報ほう収しゆう集しゆうに協力していたイザベラがやってくる。「みずから乗のり込こまれるつもりですか、ハウント様」

ハウント：無む論ろんだ。この機会を逃のがす手はない。

ＧＭ：イザベラは目を伏ふせる。「私は止める言葉をもちません。ですが──どうか、ご無事にお帰りください」

ハウント：…………。




　こちらの身を案ずる妖よう精せいに、ハウントは返す言葉を持たなかった。

　温かな情は必要無い。今手にするべきは冷たい殺意。

　──復讐の時が始まる。







◆Opening04◆堕おちたる英えい雄ゆう

Scene Player ─── 志津香




　雨の中、志津香は走る。隣となりには瑠璃、後ろには数人のＵＧＮエージェント。

　──ここは東とう欧おう、某ぼう山さん中ちゆう。

　彼らが護まもるのは棺かん桶おけを模もした特殊ケース。中には〝始し祖そ吸血鬼〟と呼ばれる者の遺い骸がい、つまり〝遺産〟のひとつが入っていた。




ＧＭ：ではオープニング最後のシーン。登場するのは志津香と瑠璃。

瑠璃：もう一度こちらも登場か。

ＧＭ：出撃しているシーンだからね。時じ系けい列れつとしては最初のオープニングから数週間後。ハウントがヨーロッパでさっきの報告を受けているころ。

志津香：なるほど、少し時間は経たったのですね。……瑠璃さんの様子は？

ＧＭ：記憶の劣化に関しては、よくも悪くもなっていないね。

志津香：小康状じよう態たい……と言えるのでしょうか。

瑠璃：大丈夫。任務はこなすから。

志津香：瑠璃さん……。

ＧＭ：任務はＵＧＮの別部隊が発見した〝遺産〟を護ご送そうすること。金獅子騎士団にかぎつけられ、向こうはナイトフォールを出してきたという状じよう況きようだ。

瑠璃：来るのか──。

ＧＭ：というわけでシーンは東欧の山中。日が暮くれかけている中、瑠璃と志津香はＵＧＮエージェントと〝遺産〟を護まもって走っている。輸ゆ送そう機きに〝遺産〟を回かい収しゆうさせれば任務終しゆう了りようだ。

ハウント：〝遺産〟の中身は？

ＧＭ：始祖吸血鬼と呼ばれる者の遺骸。ブラム＝ストーカーシンドロームの起き源げんを研究するための素体。……とは言っても、今回のシナリオには関かかわってこないけど。

瑠璃：通つう常じよう任務という感じか。了解。

志津香：スピードを落とさずに走りつつ、周囲の警けい戒かいを強めますわ。

ＧＭ：輸送機との合流地点までは後数キロ、というところだ。雨の森は視し界かいが悪く、不安をいやが上にも増ましてゆく。──と、その時。針はりのような殺気が瑠璃へと届とどく。

瑠璃：っ！　とっさに回かい避ひ！

ＧＭ：……瑠璃が頭を下げると同時に、そこを銃じゆう弾だんが通とおり過すぎてゆく。

志津香：スナイピング!?　この視界で！

瑠璃：狙そ撃げき、だとミカ姉ちゃんとガブ姉ちゃんか……！

ＧＭ：それだけじゃない。いつの間に回まわり込こんだのか、行く手を巨きよ漢かんの人ひと影かげがふさぐ。ゆっくりとその人影は両手を瑠璃たちに向ける。

瑠璃：イワノフ！

ＧＭ：両手を機械に変えた巨漢、通つう称しよう〝泣き虫〟イワノフだ。その両手から大口径の弾だん丸がんをばらまいて棺桶を狙ねらう。

志津香：くっ、わたくしが前に出て護りますわ！　三星展てん開かい！　後ろに弾丸は通しません！

ＧＭ：旧ナイトフォールを相手にするのは数度目だね。今日はこの三人か、というレベル。

瑠璃：…………でも、こちらから言葉は発せない。敵だってわかっているのに。

ＧＭ：ならばこちらから話しかけよう。イワノフがずしんずしんと近ちか寄よってくる。「……撃うちもらしちゃったか。こういうのを僕ぼくが言うとまずいんだけど、強いよねキミたち」

瑠璃：昔のままの自分じゃない。強くもなる──！

ＧＭ：そう言われると、イワノフは少し悲しそうな顔になる。

瑠璃：う、や、やめて（笑）。

ＧＭ：「そんなこと言わないでよ。キミは偽にせ者ものじゃないか。自分が本物みたいに言うなよ」

瑠璃：ぐ……。唇くちびるの端はしを嚙かんで耐たえる。

志津香：逆ぎやくにこちらは激げつ昂こうしますわ！　ことの真しん贋がんも見み極きわめられず、何をおっしゃいますの！　この二年間、瑠璃さんがどんな──。

瑠璃：志津香さん！　……それはもういい、と目で訴うつたえる。

志津香：瑠璃さんがそう言うのであれば……、と前に出かける足を止めますわ。

瑠璃：そしてイワノフをきっと睨にらみ付つけて言う。……言いたいことは言えばいい。自分はこの任務をまっとうするだけだ。

ＧＭ：「そうはさせないわ」と後ろからミカエラとガブリエラも到とう着ちやくする。「私たちも、その〝遺産〟を奪だつ取しゆするのが任務だから」

志津香：易やす々やすとはさせませんわ。──今のナイトフォールの戦い方、見せてさしあげます。




　志津香の一言で、戦いが再さい開かいする。

　イワノフの掃そう射しやで行動を制せい限げんし、姉し妹まいのスナイピングで必殺を狙う。旧ナイトフォール射しや撃げき担たん当とうふたりのコンビネーション。

　だが瑠璃たちも負けてはいない。相手をよく知る瑠璃の指し示じに、志津香の魔眼が呼こ応おうする。




ＧＭ：戦いは互角に進む。戦力としてはイワノフたちが一歩上だけど、瑠璃は彼らのクセを知っている。その分有利な動き方ができる感じだね。

瑠璃：──同じなのか。

ＧＭ：向こうもそれを理り解かいし始めたようで、「こちらの動き、ところどころ見切られているよ。お姉ちゃん」、「偽者とは言え、持っている記憶は瑠璃と同じか──」と。

瑠璃：向こうの戦い方を見る度たびに、懐なつかしさが蘇よみがえる。幸せだった記憶が逆に心に突つき刺ささる。……でも鈍にぶらない。今はそれを凍こおらせて無む感かん情じように戦う。

ラハブ：辛つらいところですねぇ……。

ＧＭ：一いつ進しん一いつ退たいの攻こう防ぼう。だが徐じよ々じよにその天てん秤びんはイワノフたちに傾かたむいてゆく。理由は単たん純じゆんだ。キミたちの戦いに他のエージェントがついて行けない。

ハウント：足手まといになってしまうわけか。

瑠璃：まずい……！

ＧＭ：イワノフたちは完全にエージェントに狙ねらいを定めている。それを止めようとするならば、護る戦いではなく、倒たおす戦いに切きり替かえる必要があるだろう。……どうする？

ハウント：それはつまり……殺す気で彼らに刃やいばを向ける、ということだな。

瑠璃：う……。

志津香：瑠璃、さん……。




　しばしの沈ちん黙もく。だが──結けつ論ろんは出ない。




ＧＭ：迷まよっているならば状況を進行させよう。じりじりと瑠璃たちは追おい詰つめられてゆく。そして遂ついに弾丸がエージェントのひとりを撃うち抜ぬき、棺桶の防ぼう御ぎよ態たい勢せいが乱みだれる。

志津香：っ！

ＧＭ：だが、その時。黒ずくめの人影が割わって入る。




　漆しつ黒こくのコートをなびかせた人影は、ミカエラが放った弾丸を背せ負おった蛮刀で受け止めた。

　その背には日輪の紋もん様よう。眼鏡の奥おくには無む機き質しつな殺気。

〝遺産破壊者〟と呼ばれ、恐おそれられる男。──東雲。



















瑠璃：え──？

ＧＭ：驚おどろきに硬こう直ちよくする戦場。その刹せつ那なの隙すきを逃のがさず、東雲はイワノフ、ミカエラに攻撃を仕掛ける。旧ナイトフォールは回避するものの、手て傷きずを負う。

志津香：東雲が、わたくしたちをフォローした……？

ＧＭ：無言で東雲は瑠璃、志津香の前に立つ。完全にかばっている形だね。

瑠璃：どうして、お前がここにいる。東雲……！

ＧＭ：「あるものに依い頼らいされた」

瑠璃：依頼、だと？

ＧＭ：「詳くわしい話は後だ」とだけ答える東雲。イワノフたちは様子をうかがった後、距きよ離りを取る。「〝遺産破壊者〟がついたのなら、さすがに不利すぎる、か」「撤てつ退たいしましょう、イワノフ」「うん、悔くやしいけれどそうせざるを得ないね」

志津香：撤退、しますの？

ＧＭ：うん。三人はあっさりと、そして見事な手て際ぎわでその場からいなくなる。残されるのはキミたちと東雲、そしてエージェントだけだ。

瑠璃：イワノフたちの方を一度ちらっと見てから、すぐに東雲に振ふり返かえる。……どういうことだ。もう一度説明しろ。

志津香：そうですわ。この〝遺産〟を狙ねらってきたのであれば、相手をいたします。

ＧＭ：戦せん闘とう態勢を取るふたりとは対照的に、東雲は両腕の異形化を解とく。「言った通りだ。俺おれは依頼を受け、お前たちの補ほ助じよに来た。その〝遺産〟を喰くうつもりはない」

瑠璃：信じられるか、そんなことが。

ＧＭ：「これはテレーズ・ブルムが認にん可かしたものだ。……次の任務のために、迅じん速そくにお前たちのフォローをしてほしいとな」

志津香：次の任務……？

ＧＭ：「そうだ」東雲は無感情にうなずく。




「海底要塞突とつ入にゆう──アッシュ・レドリック救出任務のな」










　　　ＭＩＤＤＬＥ ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆東雲しののめとの共きよう闘とう

Scene Player ─── 瑠る璃り




　ＵＧＮ日本支し部ぶ内、ナイトフォール用ブリーフィングルーム。

　いつもの部屋は、いつになく緊きん張ちようした空気に支し配はいされていた。




ＧＭ：ではミドルフェイズを始めますよ。最初のシーンはブリーフィング。アッシュ・レドリック救出のためのね。ざっとした用よう件けんは全員に伝えられていると思ってくれ。ハウントのオープニングで説明したことくらいは。

志し津づ香か：さすがに少しよう佐さの企たくらみだった、ということはわからないですわよね？

ハウント：当然何も伝えないさ。私わたしは何食わぬ顔で欧おう州しゆうから戻もどってこよう。

瑠璃：この人は……（笑）。

ラハブ：ワタシはけらけらと笑っています。……いやめでたい。今日はパーティですか？

ＧＭ：「そんな単たん純じゆんな話じゃないわ」とテレーズが言いつつ入ってくる。ちなみにその場には東雲も居いるよ。黙だまって立っている。

瑠璃：東雲を視し界かいから外さないようにして、テレーズに聞く。……テレーズさん、まず最初に説明してほしい。なぜ東雲がここにいるのかを。

志津香：ええ、納なつ得とくのいくものをお願いします。

ＧＭ：「彼かれは──自分からやってきたのよ。ナイトフォールに協力をしたいって」

瑠璃：それを信じたと？

ＧＭ：「試ためすためにあなたたちの補ほ助じよをお願いしたわ。作戦参加を決定したのはそれだけではないけれど。……まずは彼自身の口から聞いた方がいいんじゃない？」

ハウント：確たしかにな。……東雲、キミは我われ々われとは違ちがう理で動いているものと思っていたが？

ＧＭ：東雲は静かに言う。「私も本心よりキミたちと手を組もうと思っているのではない。依い頼らい者しやからのミッションが、キミたちへの協力だっただけだ」

志津香：先ほどのシーンでも依頼者と言ってましたわね。その依頼者とは誰だれなのです？

ＧＭ：「答えるつもりはない」

瑠璃：それでこちらが納得すると思うのか？

ＧＭ：「信用できねば、勝手に補助するだけだ」

ラハブ：補助をやめる、という選せん択たく肢しは無いのですねぇ。

ＧＭ：「私は私のために行動をしている。この任にん務むは依頼者から情じよう報ほうを得るために必要だ」

瑠璃：改心した、と言われるよりは確かにマシだが。……ひとつも信用できる要よう素そはないな。

ＧＭ：テレーズがため息をつく。「そうなのよね」

志津香：テレーズさんがそこで同意してはマズイのではないですの？（笑）

ラハブ：貴方あなたの命令で我々はこの魔ま人じん殺しと共闘するのですよ？（笑）

ＧＭ：「それでも彼は戦力として申し分ない。……いや、今回に関してはうってつけだとも言えるわ」

瑠璃：つまり東雲は戦力として参入を許きよ可かしたと？

ＧＭ：「その通り。──ラハブ、あなたはアッシュ・レドリックを見み捨すてるべきだと言いたげだったわね？」

ラハブ：ええ、そうするべきだと思っていますよ。敵てきを助けるなどと、無む駄だきわまりない。

ＧＭ：「あなたの意見は一理あるわ。でもね、──私はそんな生ぬるいことはしないの」

ラハブ：（眉まゆを動かして）ほう？

ＧＭ：「アッシュ・レドリックには語り部になってもらうわ。絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいのところを助けられ、なおかつ金きん獅じ子し騎き士し団だんの最大戦力を壊かい滅めつさせた私たちの生き証しよう人にんに」

ハウント：待て。──テレーズ、キミはまさか救出だけではなく、海底要よう塞さいスリュムヘイムの壊滅まで狙ねらう気か？

ＧＭ：「そうよ。私はここですべてをさらうつもり。……ガードの堅かたかった金獅子騎士団に打だ撃げきを与あたえ、そしてアッシュをはじめとするＵＧＮ強きよう硬こう派はを黙だまらせるためにね」

志津香：確かに……アッシュ・レドリックを捕とらえた金獅子騎士団をわたくしたちが叩たたけば、強硬派が何を言ってこようともそれをはねのけられますが……。

ラハブ：そしてあの嫌いやみな男には、屈くつ辱じよくを刻きざんでその証しよう拠ことするわけですか。……確かにワタシのやり方よりもえげつない。

ＧＭ：「張はるべき時に大きく張るのが私のやり方なのよ。……瑠璃、わかった？　この作戦を成功させるために、私は東雲の協力申しん請せいを受け入れたの」

瑠璃：……自分たちだけでは無理だ、と判はん断だんしたのですか？

ＧＭ：「そういうわけじゃないわ。でも、ミッションの難なん易い度どは跳はね上あがる。これはあなた方の実力の問題じゃなくて、相あい性しようの問題なの」

瑠璃：どういうことですか？

ＧＭ：「説明してあげる。……これを見てちょうだい」とテレーズはモニターを操そう作さする。そこに映うつし出だされるのは〝遺い産さん〟とおぼしきふたつのアイテム。ひとつは黄金のリンゴがなった巨きよ大だいな一本の樹き、もうひとつはどことなく不気味な雰ふん囲い気きを持つ古ぼけた聖せい書しよだ。

志津香：これは──。

ＧＭ：「金獅子騎士団の四宝と呼よばれる〝遺産〟。黄金のリンゴと外げ道どう祈き禱とう書よ」

瑠璃：スリュムヘイムが出てきたと思ったら、黄金のリンゴもあるのか……。

ラハブ：もう片かた方ほうは夢野久作ゆめの・きゆうさくの短たん編ぺんで語られた偽ぎ聖せい書しよですねぇ。なるほど禍まが々まがしい。

志津香：ん？　夢野久作って『ドグラ・マグラ』の……。

ラハブ：そう、明治時代に活かつ躍やくした作家です。その短編のひとつに〝あらゆる悪あく徳とくを礼らい賛さんし、神を否ひ定ていする聖書〟というものが出てくるのですよ。それが外道祈禱書と呼ばれています。

ＧＭ：天、夢野久作好きだもんなあ。

ラハブ：（プレイヤーに戻って）うん。あと近代のネタを持ってくるのも好み。

ＧＭ：俺おれもそうだよ（笑）。……で、モニターを見てテレーズが説明を続ける。「海底要塞スリュムヘイムはこのふたつの〝遺産〟によって護まもられているわ。あの要塞を落とすには、これらを突とつ破ぱする必要がある」

瑠璃：……無言で携けい帯たいレコーダーを起動する。

ＧＭ：「黄金のリンゴはその伝説の通りの代しろ物ものよ。北ほく欧おう神話に不死を与あたえたように、オーヴァードを不死にすると言われているわ。……ただし、その代わりにジャームになるけれど」

志津香：うまい話はないものですわね。

ＧＭ：「まったくね。でも、それをフォローするのがもう片方の〝遺産〟、外道祈禱書。こちらは詳しよう細さいな情報は無いのだけれど、他者を操あやつるたぐいの力があると言われているわ」

ラハブ：原作では悪あく魔まの教えを広める聖書ですから、そのくらいの力はあるでしょうねぇ。

瑠璃：総そう合ごうすると──リンゴの力で不死になったジャームを、外道祈禱書で操っている？

ＧＭ：「そういうこと」

志津香：厄やつ介かいきわまりないですわね……。

ＧＭ：「それを解かい決けつできるのが──東雲よ」テレーズは目で立たち尽つくす男を指す。「彼の持つ特とく性せい、〝神殺し〟。〝遺産〟を破壊する能力が不死のジャームたちに有ゆう効こうなの」

ラハブ：ふむ、つまり不死人どもはその肉体を〝遺産〟化していると？

ＧＭ：ラハブの問いに答えるのは東雲だ。「どちらかと言えば、〝遺産〟の一部と化している。〝遺産〟の端たん末まつになるが故ゆえに滅ほろびず、またジャーム化するのだろう」そして陰おん陽みよう魚ぎよが「味が薄うすくてしょうがねえんだけどなあ！」ってがなる。

志津香：あ、いたんですの（笑）。

ＧＭ：しゃべると東雲に「黙だまれ」って言われるんだけどね（笑）。ともあれテレーズが言う。「彼の参加に関しては今言った通りの理由よ。また、旧きゆうナイトフォールへの圧あつ力りよくという意味合いもあるわ。海底要塞には必ず彼らもいるでしょうから」

瑠璃：今や、彼らは騎士団のエースですからね。

志津香：瑠璃さん……。

ＧＭ：テレーズはうなずく。「まとめるわ。──この任務の目的は三つ。最さい優ゆう先せんがアッシュ・レドリックの救出、次にふたつの〝遺産〟の破は壊かい、最後に海底要塞の破壊」

ハウント：遺産だけではなく、海底要塞をも破壊か。豪ごう気きな話だな。

ＧＭ：「それが達成できて、初めて騎士団に打撃を与えたと言えるのよ」

ハウント：確かに。スリュムヘイムを落とすことは、金獅子騎士団の手足をもぐことに等しい。狙ねらえるならば狙いたいところだな。

志津香：くっ、少佐がしれっと話題を誘ゆう導どうしている（笑）。

ハウント：私はあくまでも分ぶん析せきを述のべているだけだよ（笑）。

ＧＭ：と、テレーズは改めてキミたちを見回す。「ここまで話はしたけれど。私は東雲の協力を押おしつけるつもりはないわ」

志津香：え……？

ＧＭ：「私なりにプランは提てい示じしたけれど、それでもこの〝遺産破は壊かい者しや〟が私たちＵＧＮにとって敵てき対たい者しやであることは事実。ミッションに不安要素を増ふやすことになるのは否定しない。──だからあなたたちの判断で東雲の参入を断ことわってもらって構かまわない」

ハウント：その場合、任務に変化はあるか？

ＧＭ：「変わらないわ」

ハウント：ふむ……。

ラハブ：この男を入れるかどうかはルリに任まかせますよ。ワタシはどちらでも構いません。少なくとも、この作戦で厄介ごとを起こす感じはしませんがねぇ。

志津香：同意見ですわ。今までどこで出会っても、東雲はこちらを騙だますようなことはしておりません。信用できるとまでは申しませんが、スジは通す方に思えます。

ＧＭ：前回、志津香の頼たのみも一いち応おう引き受けたしな。

志津香：それは申しませんけれど！

ハウント：さてどうする瑠璃。決けつ定てい権けんはお前にある。

瑠璃：…………。




　皆みなの視し線せんが集まる中、瑠璃はしばし黙もつ考こうする。そして──。




瑠璃：テレーズさん、確かく認にんをさせてほしい。金獅子騎士団の持つふたつの〝遺産〟は回かい収しゆうではなく、破壊が目的でＯＫだろうか。

ＧＭ：「ええ。双そう方ほうとも人間にとってあまりに危き険けんで、そして魅み力りよく的てきすぎる。研究は必要だけれど、破壊を優ゆう先せんするわ」

瑠璃：それは東雲に喰くわせることも想定している？

ＧＭ：「しているわ」

瑠璃：うなずいて、東雲を正面から睨にらむ。……改めて問う。お前の目的はなんだ。

ＧＭ：眼鏡めがねの下から無む感かん情じような視線を向けて、黒ずくめの男が言う。「依頼者の意向により、お前たちに協力するだけだ」

瑠璃：その依頼者とは？

ＧＭ：「言うつもりはない」

瑠璃：それによってお前は何を得る？

ＧＭ：「私の」少し、東雲の声のトーンが下がる。「復ふく讐しゆうに必要な情報を」

ラハブ：……初めて、人間らしい感かん情じようを見ましたねぇ。

ハウント：この任務は、キミにとっては意味はなく、ただ依頼者の意向というわけか？

ＧＭ：「そうだ」

志津香：……東雲をわたくしたちに協力させて、意味のある方……。

ハウント：しかもこれ以上ないタイミングでの投入だ。相当事じ情じように詳くわしいと見える。……だが今推すい測そくするには情報が足りなさすぎるな。

瑠璃：（うなずいて）それは後だ。──東雲、自分はお前をチームに入れるつもりはない。

ＧＭ：東雲は黙って瑠璃を見る。

瑠璃：自分にはＵＧＮの事情も、金獅子騎士団へのダメージもどうでもいい。

志津香：ちょっ、瑠璃さん（笑）。

瑠璃：だが、危険な遺産が世に出ないようにするのがナイトフォールの使命だ。そのためにお前の力を利用する。

ラハブ：なるほど、シンプルだ。

瑠璃：ただし、任務に入るのであれば自分の命令には従したがってもらうぞ。

ＧＭ：東雲はうなずく。「現げん場ばの責せき任にん者しやはキミだ。異い論ろんはない」

ハウント：ふむ、一段だん落らくか。……ところでＧＭ、私は金獅子騎士団の四宝について知っていることはあるか？

ＧＭ：幹かん部ぶ四家が最初に持ってきた〝遺産〟だね。黄金のリンゴ、外道祈禱書、太陽を牽ひく馬フリムファクシ、そしてハウントがくぐった〝天国の門〟。これらが四宝だ。

ラハブ：炎ほのおの神馬ですか。そんなものもあるのですね。

ＧＭ：こっちは純じゆん粋すいな攻こう撃げき用だけれどね。……なお黄金のリンゴと外道祈禱書に関しては、ハウントの知る情報と若じやつ干かんの齟そ齬ごがある。

ハウント：……なんとなく読めてきたが、なんだ？

ＧＭ：双方とも、ハウントが知っているよりも強力になっている。黄金のリンゴは不死と呼ばれるほどの回かい復ふく力りよくはなかったし、外道祈禱書も洗せん脳のうするまではいかなかった。

ハウント：瑠璃の肉体を使った、と見るべきか。

ＧＭ：推測は成り立つね。

ハウント：これは瑠璃にも伝えるべきだろうな。昔聞いた情報と違う、という言い方で。

瑠璃：了りよう解かい。……自分の体、か。

ＧＭ：ではこれでシーンを終しゆう了りようしよう。出しゆつ撃げきは明日の夜と告知される──。







◆Middle02◆妖よう精せいの願い

Scene Player ─── ラハブ




　情報収しゆう集しゆうにいそしむチームメイトを尻しり目めに、炎の魔人はひとりセーフハウスへと戻もどる。

　彼にとって、任務などどうでもよい。ただ瑠璃の使命を尊そん重ちようしているに過すぎない。

「──ラハブ様」

　気楽に部屋へと戻ろうとする魔人へ声がかけられる。

　この屋や敷しきに住まうもうひとりの〝人でなきモノ〟、イザベラだ。




ＧＭ：ではブリーフィングの後。一いつ旦たん解かい散さんになるけど、ラハブはどうする？

ラハブ：ワタシですか？　ふむ、さっさと家に帰りますかねぇ。今回は特にワタシが調べたいこともありませんし。

瑠璃：そうなの？

ラハブ：ワタシは貴方あなたの心が護まもれればそれでいいのですよ、ルリ。

瑠璃：かっこよく言ってるけど、それってサボり宣せん言げんじゃない？（笑）

ラハブ：さて、どうでしょう（笑）。

ＧＭ：ではラハブがひとりセーフハウスに戻ってきたところから始めよう。ホールで「ラハブ様」と呼よび止とめられる。イザベラだ。

ラハブ：おお、イザベラ。左ひだり腕うでの調子はいかがですか？

志津香：瑠璃さんの腕を移い植しよくするために落としてしまったのでしたか。そういえば。

ＧＭ：今は義ぎ手しゆだよ。自分で作ったモノだし、生身と変わらない見た目だけどね。「この通り、問題ありません」とイザベラ。

ラハブ：何よりですよ。……ところで様はもう必要ありません。呼よび捨すてでいきましょう。ワタシも貴方も立場は同じようなものです。

ＧＭ：「ですが……」

ラハブ：様をつけないと話しにくい、というのであれば別ですが。

ＧＭ：「い、いえ。そういうわけではない、ので……」

ラハブ：ならばラハブで結けつ構こうです。

ＧＭ：「で、ではラハブ……」

ラハブ：（両手を頰ほおに当てて）なんだい？　イザベラ。




　一同爆ばく笑しよう。完全な恋こい人びと空気であった。




ＧＭ：おおおおおおおい、てええええええん！　なんだよ、その甘あまったるい空気は！（笑）

ラハブ：いや、やるしかない！　って思ってさ（笑）。

瑠璃：かっんぺきなタイミング、ポーズ、笑え顔がお……（笑）。

志津香：一いつ瞬しゆん花が舞まった気がしましたわ（笑）。

ハウント：相変わらずずるいな、キミは！（笑）

ラハブ：お褒ほめいただきありがとうございます。……で、なんですかイザベラ。

ＧＭ：が、がんばって元に戻そう（笑）。えー……、「頼みたいことがあります」とイザベラは続ける。

ラハブ：顔を見てから言いましょう。……ハウントのことですか？

ＧＭ：黙って頷うなずく。

ラハブ：ふうむ、まずは聞きましょうか。

ＧＭ：「ご存ぞんじかと思いますが、私が前に所しよ属ぞくしていた金獅子騎士団とハウント様には強い因いん縁ねんがあります」

ラハブ：そうでしたねぇ。……詳細なことは貴方からも、ハウントからも伺うかがっていませんが。

ＧＭ：「ええ、それを私の口から言うことはできません。ですが──」眉を寄よせ、イザベラは目を伏ふせる。「ハウント様が騎士団に対し、並なみ々なみならぬ想おもいを抱いだかれているのは確か」

ラハブ：ふむ。

ＧＭ：「ラハブ様──」

ラハブ：様づけはいりませんよ。

ＧＭ：「失礼しました。──ラハブ。どうかあの方を無事に連れ帰っていただけませんか」

ラハブ：……唐とう突とつかつよくわからない話ですが。突とつ然ぜんどうしました？

ＧＭ：「申もうし訳わけありません……」イザベラは口を濁にごす。「事情は、なにも話せないのです」

ラハブ：ハウントが主だからですか？

ＧＭ：「いいえ。ハウント様の深い事情に踏ふみ込こんでしまうからです。私が……話していいものかどうか、わからないのです」

ラハブ：ふうむ。

ＧＭ：「ですが──」




　赤毛の妖精が憂ゆう慮りよに顔を曇くもらせる。

　組んだ腕に力を入れ、うつむき気味に彼かの女じよは心の内を吐はき出だした。

「心配なのです。……あの方が」




ラハブ：…………。

志津香：愛ですわねぇ……。

ラハブ：…………。

瑠璃：ラハブ？　どうしたの？

ラハブ：……いい。

瑠璃：え？（笑）

ラハブ：いや、いいねえ。今のいいねえ。こう、ぼそっと絞しぼり出す感じ。何かに耐たえかねて出てしまった、みたいな。すごいいいねぇ。かわいいよ、かわいいねぇ～。いやあ、震ふるえが来るねぇ。ドキドキしちゃうわぁ。

瑠璃：ちょっ、なにその女の子に絡からむおっちゃんみたいな反はん応のう（笑）。

ＧＭ：キャラで反応してくれよ！　今の素の天だっただろ！（笑）

ラハブ：お前がそんなキャラ出すからいけないんだろ！（笑）

ハウント：どんなキレ方だ、おい（笑）。

ラハブ：だって！　このキャラが俺の劣れつ情じようを刺し激げきしてくるんですよ！

ＧＭ：劣情とか言うな！（笑）

ラハブ：じゃあ萌もえるんだよ！　今、ハウントを殺して成り代わりたいくらいの感じなんだよ！　ハウントに取とり憑ついて、ハウントにハウントしたいっつーの！　こんなに思われやがってええええ、いいないいないいなあ！（笑）

ＧＭ：天のために出したキャラじゃないよ！（笑）

ラハブ：じゃあ何のために出したの！

ＧＭ：俺が好きだからだよ！

ラハブ：（ＧＭの手をとって）ありがとおおおおおお、ありがとおおおおおおっ！（笑）

瑠璃：なんなの、このやりとり（笑）。




　はい、わかりません。




ＧＭ：あー、戻そう。話を戻そう（笑）。

ラハブ：ちょっと深しん呼こ吸きゆうする。すうううう、はああああああ（笑）。

ＧＭ：えーと、ともあれ「心配なのです」と言った。言ったよ！（笑）

ラハブ：ではクスリと笑って、たいした忠ちゆう義ぎ……いや、そうではないのですかねぇ、と。

ＧＭ：「もう、主と従じゆう者しやではない……はずなのですけれど」と苦笑いする。

ラハブ：その気持ちの正体は自分で知るしかありませんよ。もっとも、ワタシも自分自身の感情をよくわかってはいませんが。……だがそのためにハウントを失うわけにはいかない。

ＧＭ：「あの方は──今回の任務に命を懸かけるつもりです。もちろん最初から死にに行くとは言わないでしょう。ですが、死を厭いとわないものが心の内にあるのも事実です」

ハウント：（苦笑いをして）的てき確かくだな、イザベラ。

ＧＭ：「それに吞のみ込こまれないか、それだけが心配なのです」

ラハブ：…………じっと、イザベラの目を見つめます。

ＧＭ：「どうか、ラハブ。共に行けぬ私に代わり、ハウント様をお願いします──」

ラハブ：ワタシへの願い事は、契けい約やくしたものにしかできぬことですよ？

ＧＭ：「それは──」

ラハブ：（手で制せいして）ですが貴方は特別だ。数少ない同族であり、同じ心を持つ仲間です。

ＧＭ：「ラハブ……」

ラハブ：ま、それに願い事のルールはバベルの時にもう破やぶられましたからね。ワタシは魔人であって、魔人ではない。──よろしい、ハウントの帰き還かんに手を貸かしましょう。実じつ際さい気の進まない任務なのです。ひとつくらいやりがいが増ふえた方がいい。

瑠璃：進まないんだ。

ラハブ：アッシュ・レドリックの命とやらに興きよう味みはありませんよ。それに──何が悲しくて北極の海底なんかに行かなければならないのですか。寒い上に海ですよ！

志津香：考えてみれば二重苦ですわね（笑）。

ラハブ：あー、せっかくなので誓ちかいましょうか。

ＧＭ：「誓い？」

ラハブ：このワタシ、大いなる主の僕たる炎ラハブ・アブド＝アルマリクの名において誓いましょう。極ごつ寒かんの地よりナイトフォールの三人を無事に連つれ戻もどす、と。

瑠璃：おお……。

ＧＭ：「──ありがとうございます、ラハブ」深々とイザベラは身を折る。

ラハブ：いいえ、貴方に頼たよられる我わが身みを誇ほこりますよ。コーンウォールの姫ひめ君ぎみ。

ＧＭ：「あなたもお気を付けて。帰る場所はせめて私が護まもりましょう」

瑠璃：イザベラさんは出られない、か……。

ＧＭ：まずＵＧＮが許可を出さないね。この間まで金獅子騎士団のひとりだったわけだし。

ハウント：ついでに言えば、私も許可をしない。彼女と復讐の道を共にゆくつもりはない。

ＧＭ：イザベラも、もろもろ歯がゆく思ってはいるが納得もしている。「皆の帰りを待っていますよ」と。

ラハブ：ええ、その時はとびきりの紅こう茶ちやを期待しますよ。

ＧＭ：というところでシーンを切ろうか。







◆Middle03◆甲かん板ぱんにて

Scene Player ─── 瑠璃




　すべてが白い氷の世界──北極海。

　氷の海を走る船ふねの上で煙けぶる視界を睨にらみ付つけ、瑠璃は微び動どうだにしない。

　目標のポイントまであと一時間。そこには彼らがいるはずだった。

　旧ナイトフォール、もう出会えるはずのない彼らが。




ＧＭ：では次のシーン。出撃して海底要塞に向かう途と中ちゆうだ。

志津香：もう出撃ですの？

ＧＭ：スピード勝負だからね。ＧＯサインが出たら、なるべく早く出撃になるよ。

ハウント：ふむ、ではその短い間でよいのでひとつ調べたいことがある。

ＧＭ：何かな？

ハウント：スリュムヘイムの内部構こう造ぞうだ。より正せい確かくに言えば、私の知っている要塞とどれぐらい違うのかを知りたい。

ＧＭ：なるほど。……けれどそれはかなり難むずかしいよ。スリュムヘイムは金獅子騎士団でも上位の人間しか知らないだろうから。

ハウント：それでもトライできるならばしてみる。……あらかじめ亡ぼう霊れいを取とり憑つかせた連中から少しずつ情報を取り出し、それを総合して類るい推すいする。

ＧＭ：では〈情報：ＵＧＮ〉で難易度は30。《超ちよう越えつ者しやの眼がん力りき》を使うならば下げて25。

志津香：30!?　無茶な数字を！

ＧＭ：金獅子騎士団の最大戦力だからね。しかも時間の無い中での勝負だ。

ハウント：だが挑ちよう戦せんはする。もちろん《超越者の眼力》は使うぞ。……くっ、クリティカルはせず。達成値ちは10か。

瑠璃：あー……。

ハウント：《妖精の手》を使えばもうワンチャンスあるが……。

ラハブ：もろもろ含ふくめて成せい功こう率りつは二割わり程てい度どですか。分の悪い賭かけではありますねえ。

ハウント：いや、ここは張る。私にとってもチャンスなのだ。……クリティカル！

一同：おおおおおおおお。

ハウント：かろうじて賭けには勝ったな。達成値は27だ。

ＧＭ：強ごう引いんに勝ちをもぎ取ったなあ。ではスリュムヘイムの基き本ほん構造は変わらない。けれど隔かく壁へきや防ぼう衛えい状じよう態たいなどはキミが抜ぬけてから刷新されている。

ハウント：さすがに役には立たないというわけか。

ＧＭ：だが、ひとつ変わらないものがある。四家専せん用ようの脱だつ出しゆつ用通路だ。

ハウント：──なるほど。追おい詰つめられたら必ずそれを使って逃にげる、と。

ＧＭ：そういうことだね。判はん定ていの結果は以上だ。では改めてシーンを始めよう。キミたちは今船上にいる。船は北極海を進んでいる最中だ。……瑠璃は何をしてる？

瑠璃：甲板で行く先を見つめてる……かな。なるべく表には出さないけど、旧ナイトフォールと戦いに行くという事実で心がはやっていると思う。

ＧＭ：なるほどね。防ぼう寒かん装そう備びで氷の世界を見つめている感じか。では瑠璃がひとりでそこにいると、後ろから「あー、さみー。あああああ、さみいいいいい」という声が。

瑠璃：ん？

ＧＭ：そこには東雲と、あと人間スタイルのインがいるよ。

瑠璃：……自分、インの人間スタイルは見たことあるかな？

ラハブ：初めてじゃないですかね。東雲は人間形けい態たいを取らせないので。

ＧＭ：では「コイツは陰おん陽みよう魚ぎよ、私の持っている剣けんだ。人を模もすとこうなる」と、東雲が無感情に説明する。「そういうわけだ！　よろしくするぜ、聖せい杯はいの！」とインが笑う。

瑠璃：そうか、ラハブが最近遊び歩いている相手はお前か。

ＧＭ：「そのと～り！　ヤツとは仲良くしてるぜ。──いまんところはな！」

瑠璃：うるさいヤツだなー、と顔で語りつつ。……なぜ今人間形態にした？　と東雲に。

ＧＭ：「今回は〝遺産〟の数が多い。感知できる眼めはふたつあった方がいいだろう。私もコイツも、別べつ途と〝遺産〟の気配を察する術すべがある」

瑠璃：〝神殺し〟──いや〝遺産〟喰ぐいの本ほん能のうか。

ＧＭ：東雲は黙ってうなずく。

志津香：そういえば、わたくしたちはスリュムヘイムの構造や遺産のありか、アッシュ・レドリックの場所などはどの程度知っていますの？

ＧＭ：ＵＧＮで情報収集した限かぎりの構こう造ぞう図ずは渡わたされているよ。ちなみにハウントが集めた情報とほぼ変わりない。脱出通路は記き載さいされていないけれど。

ハウント：ほう、さすがだな。

ＧＭ：ただし〝遺産〟の場所は不明。ＵＧＮで予想されたポイントは記されているけれどね。特に黄金のリンゴは大たい樹じゆだから、場所は限かぎられている。

ラハブ：狭せまいスペースでは意味がないでしょうしねぇ。

ＧＭ：アッシュは「体内に埋うめ込こんだ発信器の反応を、潜せん入にゆう後探さぐれ」って言われている。

志津香：そんなものをつけているのですわね。

ＧＭ：中ちゆう枢すう評ひよう議ぎ員いんだからね。そしてスリュムヘイム破壊のための爆ばく薬やくも渡されているよ。

ラハブ：ひゅう、景気よく行きたいですね！

瑠璃：では改めて東雲に言う。……頼たよるつもりはない。だが反応があれば逐ちく一いち報ほう告こくをしろ。

ＧＭ：「いいだろう」と東雲はうなずき、「……強ごう羅ら瑠璃、ひとつ話しておきたいことがある」と唐突に切り出す。「旧ナイトフォールのことだ」

瑠璃：言え。

ＧＭ：「彼らは〝遺産〟によって操あやつられている」

瑠璃：…………。

志津香：あれ、無む反はん応のうですの？

瑠璃：……なんとなくそうではないかと思っていた。ただの勘かんだけれど。

ラハブ：そうですねぇ。ワタシも二巻かんを読み返して思ったのですが、「再さい構こう成せいされた」のと、「記き憶おくが入いれ違ちがっている」ことは繫つながらないのですよね。

ハウント：確かにそうだな。仮かりに〝スナッチャー〟を本当の瑠璃と認にん識しきしていても、ＵＧＮに戻って来ないのはおかしい。それに鳴なる神かみも途中までは正せい常じような記憶を持っていた。

ＧＭ：東雲は続ける。「この間、彼らに傷きずを付けた際さいに〝遺産〟の影えい響きよう下にあると感じた。おそらくはテレーズ・ブルムの話にあった外げ道どう祈禱書」

瑠璃：…………自分は、あまり反応できない。

ＧＭ：お？

瑠璃：その可か能のう性せいがあったとしても、それが真実だと思ってはいけない気がする。希望を持ってはいけない気がする。[image: ]％の確かく証しようが無ければ、動いてはいけない。

ＧＭ：ほう？

瑠璃：だからしばらく黙った後、こう返す。……自分はナイトフォールの隊長だ。希望的観かん測そくだけで動くわけにはいかない。

ＧＭ：なるほど、それが今の瑠璃の心しん境きようか。ならば東雲はこう突つきつける。「──弱くなったな、強羅瑠璃」

瑠璃：──っ!?　なにっ！




　怒いかりの色に染そまる瑠璃に、だが黒こく衣いの男は無感情に言葉の刃やいばを突つき立たてる。




ＧＭ：「アロタニアでお前が見せた決けつ断だんは、カルディナ・サレスが後こう継けい者しやに見立てたにふさわしい気き概がいがあった。──だが今のお前はこれ以上の痛いたみを避さけ、縮ちぢこまっているだけだ」

瑠璃：なんだと……！　自分は成長している！　あの時より、ずっと！

ＧＭ：「どうかな。私にはそう見えない」

瑠璃：ならばお前は何をもって強さだと言うんだ！

ＧＭ：「己おのれの芯しんを揺ゆらがさぬこと」

瑠璃：く……。

ＧＭ：「強羅瑠璃、今一度問おう。──お前は何のために戦っている」

瑠璃：それ、は…………。

ＧＭ：前は「世界を護まもるためだ」と即そく答とうした問いだね。もう一度同じ答えを返せるかな？

瑠璃：…………う、うう。

ＧＭ：そう、今は無理だろうね。

志津香：なぜ、ですの？

ＧＭ：前に瑠璃が発した「世界を護る」っていう言葉の裏うらには、旧ナイトフォールの遺い志しを継つぐっていう意味合いがあったからさ。

瑠璃：そう、それは「彼らのいる時に戻もどりたい」っていう気持ちの延えん長ちようだった。その彼らに裏うら切ぎられた今は──答えられない。

ハウント：瑠璃の答えには、未いまだに新しいナイトフォールを受け入れきれない、という側面も含ふくまれているだろうな。

瑠璃：だから……うつむいてしまう。何も答えられない。

志津香：瑠璃さん……。

ハウント：ふむ、こんなところか。作戦前にこれ以上の精せい神しん的てきダメージは厳きびしい。私が下から現あらわれて、そろそろ時間だと告げよう。

ＧＭ：了解だ。東雲はうなずいて、黙って下に行きます。

ハウント：瑠璃、キミも適てき当とうなタイミングで来たまえ。

瑠璃：──少佐。

ハウント：何か？

瑠璃：教えて欲ほしい。自分は──弱いのだろうか。隊長として。戦士として。

ハウント：なぜ、それを私に？

瑠璃：今は……少佐がもっとも古くから私を知る人間だから。

ハウント：「今は」か。……まあいい、答えよう。私はキミが隊長として成長していると実感している。責せき任にんを考え、結果を取ることができるようになった、とね。

ＧＭ：『デイズ』三巻で、そういう描びよう写しやがあったね。

ハウント：戦士としては……、これは難しいな。

瑠璃：東雲は自分が迷まよっているから弱くなった、と……。

ハウント：彼らしい言葉だな。ただひとつの目的にのみ邁まい進しんし、犠ぎ牲せいを容よう認にんする〝遺産破壊者〟らしい。確かにそれは一面の真理だ。

瑠璃：…………。

ハウント：だが瑠璃。迷うことは、弱くなることは、果たして悪なのか？

瑠璃：え──？

ハウント：巨大な喪そう失しつを経けい験けんし、キミが焦あせるのはわかる。だがキミはまだ十七歳さい。発はつ展てん途と上じようの身だ。成長するということは変化するということ。変化を受け入れなければ、大成はない。……迷いも弱さも変化の一部だ。それ自体が悪ではないと、私は思うがね。

瑠璃：変化……。

ハウント：キミの倍ほどを生きた人間の繰くり言ごとだ。聞き流してくれてもいい。

瑠璃：少佐も──変わり続けているんですか？

ハウント：……フッ。亡霊は、もう変わることはない。




　仮か面めんの下に浮うかんだその笑えみに、瑠璃は思わず目を開いた。

　そこに宿っていたのは自じ嘲ちよう。

　常つねに完かん璧ぺきを誇ほこってきたハウントが、初めて見せた隙すきであり──強い拒きよ絶ぜつだった。




瑠璃：何か、踏み込んではいけないものを感じる……。

ハウント：こちらもさっと背せを向けよう。……そろそろ時間だ。

瑠璃：ありがとう、少佐。──行こう、作戦開始だ。




　不安が晴れたわけではない。だが、今は忘わすれることにした。

　ここからは行動の時だ──。





《超越者の眼力》　視線だけで相手に言うことをきかせるエフェクト。

《妖精の手》　領域を操作し、幸運をもたらすオルクスのエフェクト。









◆Middle04◆金きん獅じ子し騎き士し団だんの罠わな

Scene Player ─── 志津香




　海底要よう塞さいスリュムヘイムはたとえるならば、〝巨きよ大だいな蜘蛛くもの巣〟だ。

　海底に接せつしているのは中央の城じよう塞さいのみ。プラントをはじめとする周囲の施し設せつは海中へと浮うかび、それぞれがいくつものパスで繫つながっている。

　目的によって接せつ続ぞくする施設を組くみ換かえ、万ばん能のうに使用する。それが金獅子騎士団の最大戦力と言われるゆえんだ。




ＧＭ：では次のシーン。スリュムヘイムに突とつ入にゆうするシーンだ。

志津香：突入方法はどうなっておりますの？

ＧＭ：フロッグマンだよ。水中装そう備びして、海底を歩いて入る。ハッチからね。

ラハブ：この冷たい海に入れというのですか！　死にますよ、ワタシは！

瑠璃：それが作戦なら仕方がない。装備はあるんだから文もん句く言わないの。

ハウント：言いたくなる気持ちはわかるがな。

ラハブ：ううう、せめて《炎ほのおの理》で少しでも水温を緩かん和わしておきましょう……。

ＧＭ：東雲は無言で装備を身につけ、インは気にしないで海に入る。そしてキミたちはゆっくりと時間をかけてスリュムヘイム……その中央の城塞に向かってゆく。

志津香：海底を歩き、時間をかければ察知する術すべが限かぎられるというわけですわね。

瑠璃：侵しん入にゆう予定のハッチまでトラブルは？

ＧＭ：無いね。順調にキミたちはハッチを開け、要塞の中に侵入できる。

ラハブ：さっさと着き替かえ、炎で体を乾かわかしますよ！　ああ忌いま々いましい！

志津香：……要塞はどんな様子ですの？

ＧＭ：無む機き質しつな通路に標ひよう識しきやら、注意やらが記されている。そのあたりは軍事施設と変わらない。ただ──特とく徴ちよう的てきなのは樹きかな。

瑠璃：樹？

ＧＭ：びっしりと壁かべを樹の根っこのようなものが伝っている。そしてラハブと瑠璃はすぐに気がつけるかな。この植物から〝遺い産さん〟の気配がする。

ラハブ：む、これは……。もしや黄金のリンゴの本体である大たい樹じゆですか？

ＧＭ：その通り。

ハウント：この活かつ性せい化かは……不自然だな。いくら切り札の〝遺産〟とはいえ、育てすぎだ。

志津香：なんともイヤな気分になりますわね……。

ＧＭ：入ったハッチからだと、通路は一本だよ。人の気配はない。

瑠璃：気にはなるが……今は進もう。任にん務むをこなさなくては。




　瑠璃の言葉にうなずき、ナイトフォールは進む。

　通路の先にあったハシゴを上がり、踏ふみ込こんだ場所はいくつもの道が交差するホールだ。




瑠璃：ホールか……。

ラハブ：分かれ道ということですか。道は何本ありますか？

ＧＭ：キミたちが入ってきた道をのぞいて五本。だが悩なやむ必要はない。──キミたちがそのホールに足を踏ふみ入いれた瞬しゆん間かん、背はい後ごの扉とびらが閉とじ、ホールが闇やみに覆おおわれる。

ハウント：来たか──。

志津香：即そく座ざに警けい戒かい態たい勢せいに入りますわ！　暗あん視し装備は!?

ＧＭ：効きかないね。ただ光こう源げんを消したんじゃない。これはエフェクトで作り出された闇だ。

瑠璃：攻こう撃げきか。

ＧＭ：その通り。闇に包まれた次の瞬間、キミたちはバラバラに攻撃を受ける。──瑠璃には誰だれかが体当たりを、ラハブは目に見えない力に引ひっ張ぱられ、志津香は狙そ撃げきされ、ハウントには銃じゆう弾だんの雨が降ふり注そそぐ。それぞれが別の道に行くように。

ラハブ：不意打ちからの分ぶん断だんですか。歓かん迎げいされていますね、我われ々われは。

ハウント：チッ、あまり向こうの想定通りに動きたくはないが──。

ＧＭ：ならば〈回かい避ひ〉で難なん易い度どは15だ。成功すればどの道に行くか、自分で選べる。ただし瑠璃だけは《フラッシュゲイズ》を使われるからダイスを８個こ減へらしてもらおう。

瑠璃：８個！　それはきっちり０になるから判はん定ていできない！

ＧＭ：動こうとした瞬間、闇がまとわりついて瑠璃の体を縛しばる感じだな。

瑠璃：く──っ！

ラハブ：ふむう、〈回避〉のレベルは上げてるのですが失敗です。

志津香：わたくしもダメでしたわ。

ハウント：私わたしも失敗だ。《妖よう精せいの手》はあえて使わず。

ＧＭ：了りよう解かい。では──。




　轟ごう音おんを立てて隔かく壁へきが落ちる。

　瑠璃は長い通路に、ラハブは殺風景な部屋の中に、志津香は倉庫とおぼしき部屋の中に、ハウントはひとつの扉の前で視し界かいを取とり戻もどした。

　仲間の姿すがたはない。敵てきの姿もない。




ＧＭ：という状じよう況きようだ。

ラハブ：忌々しいまでに鮮あざやかですねぇ。見事に分断されました。

志津香：襲おそってきた敵もいないのですわね……。

瑠璃：東雲は？

ＧＭ：誰だれのところにもいないね。彼かれが攻撃を受けたのかどうかも、キミたちにはわからない。

瑠璃：…………。

ＧＭ：なお、通信機は機き能のうするからお互たがいの状況を知らせることはできるよ。……さて、個こ別べつにはなったがシーンはそのまま続けよう。

ラハブ：ほう分ぶん割かつ進行！　珍めずらしい！

ＧＭ：一度やってみたかったんだよ（笑）。では、分断されたキミたちそれぞれの部屋や通路に設せつ置ちされたモニターに、三人の人ひと影かげが浮うかび上あがる。現あらわれるのはハウントのオープニングに出てきた御ご三さん家け当主の姿だ。

ラハブ：おおっ！　ヒゲール、デブラン、マッチョリス！（笑）

ＧＭ：その名前にはしないって言ったろ！　ていうかさっきと名前違ちがうじゃん！（笑）

ラハブ：（真顔で）たった今「シャルル・ド・デュフフ」という名前が降おりてきたのですが、どうですかね？

ＧＭ：しねえよ！　ちくしょう、すっかりこいつらを気に入りやがって！（笑）

ラハブ：段だん々だん愛いとしくなってきました（笑）。

ＧＭ：名前は決まったからいいんだよ！（笑）　……えー、話を戻もどそう。三人はいやらしい笑いを浮うかべ、キミたちに言う。「ようこそ、ＵＧＮナイトフォールの諸しよ君くん。我われらの拠きよ点てんスリュムヘイムへ」

ラハブ：なんとも、芝しば居いがかったお出で迎むかえですな。

瑠璃：何言ってるの、ラハブも昔同じことやったじゃない。

ラハブ：はっ、ホントだ！（笑）

志津香：画面の向こうに、ずいぶんと趣しゆ味みのよろしいことで、と言いますわ。

ＧＭ：「悪あく趣しゆ味みも楽しめなければ、格かく式しき高い貴き族ぞくと言えんのでね」と、髭ひげを撫なでながらレズリー・ラドフォードが言う。

志津香：こちらの声も聞こえますのね……。

ＧＭ：「わざわざご足労いただいたこと、感かん謝しやしよう。我々も常つね日ひ頃ごろこのような暗いところに居いてね。退たい屈くつをもてあましているのだ。──そこでキミたちには、退屈しのぎのショーに上がっていただきたい」

瑠璃：（ぼそりと）本当にこの手の連中は言うことが同じ。

ラハブ：言いたくなるんですよ。ワタシにはわかります（笑）。

ＧＭ：「ショーの内ない容ようは簡かん単たんだ。キミたちには敵と戦ってもらう。そう──新しん旧きゆうナイトフォールの対決だ！」ゲラゲラゲラ、と三人は一いつ斉せいに笑う。

瑠璃：やはりそう来るか……！

志津香：典型的な邪じや悪あくさ加か減げん。わかりやすくてめまいがしますわ。

ＧＭ：ちなみに御三家はハウントには反はん応のうしない。正せい確かくにはチラチラと見るものの、何も言わないという感じ。落ちぶれたキミを見て笑っている気配はする。

ハウント：……こちらとしては下手に本名など言われなくて助かるよ（笑）。

ラハブ：相手からばれては台無しですからな（笑）。

志津香：さて……瑠璃さん、どういたします？

瑠璃：隔壁まで落とされたのでは、戻もどって合流もできない。腹はら立だたしいが相手の誘さそいに乗るしかない。……全員に通達。個別に道を進み、合流を第一に。ただし任務遂すい行こうの機会があれば、ひとりでも遂行せよ。

一同：了解。

ＧＭ：ではキミたちはそれぞれの道を進む。ここからは個別に演えん出しゆつしていくよ。
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ＧＭ：最初は瑠璃だ。キミは長い通路を進む。壁も床ゆかも、やはり木の根に侵しん蝕しよくされている。

瑠璃：…………。

ＧＭ：そして通路の出口付近、仁に王おう立ちで待つひとりの男に出くわす。──鳴神修しゆう護ご。キミと同じキュマイラシンドロームを持つ、旧ナイトフォールのエースだ。

瑠璃：黙だまって、睨にらみつける。

ＧＭ：鳴神は歯を嚙かみ、憎にく々にくしげに言う。「こんなところまで来やがったか、偽にせ者ものめ」

瑠璃：鳴神……先せん輩ぱい。……ここはあえて先輩をつけて呼よぶ。向こうの反応は？

ＧＭ：「お前は瑠璃じゃねえ。先輩呼よばわりされる筋すじ合あいはねえぞ」

瑠璃：ならば──鳴神修護。




　その呼び方が、思い出を裏うら切ぎっているような気がして胸むねが痛いたんだ。

　だが今は、その痛みを押おしつぶす。




瑠璃：あなたのような正せい義ぎ感かんの強い人が、なぜ金獅子騎士団に協力をしている。あなたはもともとＵＧＮの一員だったはず。

ラハブ：…………ルリ、もしやシノノメの言葉を確たしかめる気ですか。

瑠璃：（黙ってうなずく）

ＧＭ：鳴神は鼻を鳴らす。「馬ば鹿かを言うな。ＵＧＮは〝遺産〟を集め、ただ放置しているだけ。だが俺おれたちナイトフォールは〝遺産〟を使って世界のバランスを保たもつためにここにいる。その俺がなんでＵＧＮにいなきゃならん」

志津香：む……？

瑠璃：過か去こが完全に食くい違ちがっているな。

ＧＭ：うん、おかしいね。

瑠璃：やはり、操あやつられているのか……。

ＧＭ：鳴神は瑠璃の逡しゆん巡じゆんを気にせず、両りよう腕うでを異い形ぎよう化して戦せん闘とう態たい勢せいを取る。「さて、シンプルにいこうぜ。ここを通りたければ、俺をかわしていきな。……ああ、追撃の心配なんざしなくていい。これはゲームだ。一度突破したらもう追わねえよ」

瑠璃：……ゲームというもの言いは気に入らないが、その勝負受けて立つ。

ＧＭ：ここではスピードとパワーを競きそってもらう。命中の達成値で対決を行ない、勝つまでそれを繰くり返かえす。負ける度たびにダメージを受けるから気をつけて。

瑠璃：（うなずく）

ラハブ：とどめを刺さすつもりはないわけですか。なるほど、〝ショー〟なのですねぇ。

瑠璃：楽しませるつもりはない。《完全獣じゆう化か》を使う！

ＧＭ：いきなり狼おおかみになるか。ならば銀ぎん狼ろうを正面から打うち砕くだく！

瑠璃：鳴神先輩のタイミングは知っている。ギリギリで、横を突とつ破ぱできれば……。《獣けものの力》＋《コンセントレイト：キュマイラ》で判定！　ダイス16個で技ぎ能のう７レベル！

ＧＭ：こちらはダイス19個で技能３レベルだ。ほぼ互ご角かく、かな。

瑠璃：（ダイスを振ふって）10……、20……、よし回って30！　──止まった！　達成値39！

ＧＭ：こちらは…………よし、30までは回った。

瑠璃：うっ！

ＧＭ：だがそこで止まりだ。ダイス目は36。達成値は39だ。

ハウント：同どう値ちか。

志津香：同値の場合はどうなるのです？　引き分けですの？

ＧＭ：いや、ＰＣの勝ちとなる。……本当にギリギリで瑠璃は鳴神をかわしたことになるね。

一同：おおおおおおおおおお。

瑠璃：では拳こぶしが当たる寸すん前ぜんまで動かず。その瞬間に横に跳とび、壁を蹴けって通とおり抜ぬける。

ＧＭ：同値だし、皮一いち枚まい破やぶれて額ひたいから血が流れているくらいかもね。閃せん光こうのように瑠璃は駆かけ抜ぬけ、前へと進む。鳴神は舌した打うちをするものの、追いかけて来る様子はない。

瑠璃：ならば獣化を解といて、御三家が見ているであろう監かん視しカメラに向かって言おう。……ナイトフォールをお前たちが操あやつっても、本物には勝てない。絶ぜつ対たいに。

ＧＭ：その挑ちよう発はつはきくなあ。あの三人が青あお筋すじを立てたところで、次の人に移うつろう。
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ＧＭ：次はラハブ。

ラハブ：ワタシは殺風景な部屋でしたね。さて、ここからどうしてくれるのでしょう？

ＧＭ：うむ。ラハブがそう構かまえていると、部屋の隅すみから闇がじわりと発生し、部屋を覆おおってゆく。あっという間に上下左右もわからない闇の空間に吞のみ込こまれるよ。

ラハブ：ほほう、闇使いが相手ですか。……で、ここからどうするつもりですか？

ＧＭ：「どうとも」と声が響ひびく。「私の役目はキミをここに縛しばり続けることなのでね」落ち着いた男だん性せいの声だ。

ラハブ：貴方あなたがワタシの相手ですか。名乗りくらいはしてもよいのではないですか？

ＧＭ：「ふむ、確たしかに。……では改めて。私の名はソム。ナイトフォールの眼めとなるもの」

ラハブ：ほう魔ま眼がん使い。さしずめここは貴方の魔眼の中、ですかねぇ？

ＧＭ：「察しが早いな。では、ここでしばしの間じっとしていただこうか。抜け出せればキミの勝ち、封じ続けられれば私の勝ちだ」……ちなみにこの中にいると通信機も使えないよ。

ラハブ：なるほど、本当に牢ろう獄ごくめいていますね。……しかし、貴方の誘いにのるわけにもいかないのです。ワタシの助けを求める少女がいますからねぇ。

ＧＭ：「ふむ、解げせないのはそこだな」とソムの声が変わる。

ラハブ：なにか？

ＧＭ：「キミの側にいる強羅瑠璃は偽者だ。ただ聖せい杯はいが形を成したモノにすぎない。それを護まもろうとすることが私にはわからない。……キミのような魔ま人じんがなぜ、あんなモノを？」

ラハブ：（肩かたをすくめて）やれやれ。貴方は思し慮りよ深ぶかいように見えて何もわかっていない。

ＧＭ：「──どういうことだ？」

ラハブ：ワタシにとって、ルリが偽者か本物かなどどうでもいい。重要なのはあのルリが、ワタシと絆を結んでいることです。端たん的てきに言えば好きなのですよ。

瑠璃：ラハブ……。

ラハブ：そしてもうひとつわかっていないことがある。……ここで自分の手を炎に変えます。




　赤い炎が暗くら闇やみに灯ともる。

　ゆうらりと揺ゆれる光に照らされたラハブの顔には──怒いかりを含ふくんだ笑えみ。




ラハブ：ワタシは、友を侮ぶ辱じよくされることが何よりもかんに障さわるのです。──体全体を炎に変え、この魔眼を打うち破やぶる！

ＧＭ：ならば〈意い志し〉で難なん易い度ど15の判定をしてもらおう。失敗すれば侵蝕率りつが１Ｄ上がる。

ラハブ：〈意志〉！　（エフェクト欄らんを見る）エフェクトは使わない！　というか使えない！　侵蝕率厳きびしすぎる！

ハウント：今いくつなんだ？

ラハブ：すでに80％を超こえました。

瑠璃：も、もう80か（笑）。初しよ期き値ちが高いのが思い切り響ひびいてるなあ。

ＧＭ：見てると侵蝕率の上がりは大人しいのにね。……では判定を。

ラハブ：何も無し、能のう力りよく値のみで。10、出ろっ！　…………よし、出た！　達成値18！

ＧＭ：おお、一発で突破されたかぁ。

ラハブ：ワタシを怒おこらせるからです。大だい爆ばく発はつで魔眼を割わりましょう。

ＧＭ：了解。気がつけばラハブは部屋にひとり立っている。正面には先さき程ほどまで見えなかった扉がひとつ。そしてソムの声が響く。「確かに私は失敗をした。魔人の怒りを買うとは」

ラハブ：命あることに感謝しなさい、人間よ。……二度は言いませんよ？

ＧＭ：それに答えはない。──というわけで次は志津香だ。
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ＧＭ：では志津香は倉庫の中に入はいり込こんでいる。倉庫と言っても巨大な空間だ。コンテナが山と積まれ、それを動かすクレーンやフォークリフトが転がっている。

志津香：流れからすると、わたくしの相手はスナイパー姉し妹まいですわよね……。

ＧＭ：そうだね。倉庫内は深く静かな殺気で満たされている。志津香には覚えのある殺気だ。

志津香：オープニングで味わいましたからね……。物もの陰かげに潜ひそみ、様子を見ますわ。

ＧＭ：では反はん響きようした声が。「あなたのような子が、ナイトフォールにいるなんてね」

志津香：どういう、意味ですの？

ＧＭ：「似に合あわないなぁって」妹のガブリエラが答える。「恵めぐまれていそうなのにね」

志津香：…………私は自分で志し願がんしたのですわ。このチームに。

ＧＭ：「なぜ？」と今度は姉、ミカエラの声。「まさか死にたかったとでも言うの？」

志津香：違ちがいますわ。──憧あこがれていたのです、あなた方に。

ＧＭ：「え？」と素すで驚おどろいた声を出すガブリエラ。

志津香：わたくしの父はＵＧＮ中ちゆう枢すう評ひよう議ぎ員いん加賀美義彦かがみ・よしひこ。〝遺産〟に携たずさわる業ぎよう務むに就ついています。その父からよく聞かされていました。あなた方がいかに危き険けんを冒おかし、この世界を護まもってきたか。……それに憧れていたのですわ。

ＧＭ：「そんな感かん情じようで入ったのなら、痛いたい目を見たのじゃなくて？」

志津香：ええ、打ちのめされましたわ。……でも、それでわたくしも変わりましたの。

ＧＭ：「変わった？」

志津香：わたくしが今、このチームに居いる理由は──。ここで通信機を一度切りますわ。




　一拍ぱくだけ息を整えて、思いを……直ちよく接せつは言えない言の葉を口にする。

「今のチームメイトが、そして瑠璃さんが、ただ好きなのですわ」




ＧＭ：「……聞きき捨ずてならないわね。あの偽者が好きだなんて」

志津香：わたくしの方こそ、あの〝スナッチャー〟を慕したうなんて信じられませんわ。

ＧＭ：「そんな名前で呼よばないで。あの子は強羅瑠璃よ！」とガブリエラ。

志津香：何も分かっていないで、そのようなことを言わないでください。──あなた方がいなくなり、そして二年の間ナイトフォールの名と夢ゆめを守ってきたのは瑠璃さんです。

ＧＭ：「平行線ね」

志津香：ですわね。

ＧＭ：「では本来の役目に戻りましょう。──このステージは私たち姉妹の狙撃をかわして、前に進めばクリアよ」

志津香：……どこまでもゲーム、なのですわね……。

ＧＭ：というわけで、〈知覚〉か〈回避〉の判定をしてもらおう。難易度は10と低めだが、三回連続で成功しなければ突破はできない。……出口までにある狙撃ポイントが三カ所あるというイメージだ。

志津香：三回……。失敗すると？

ＧＭ：狙撃され、ダメージを受ける。そしてまた最初からやり直しだ。

ハウント：なかなかに厳きびしい条じよう件けんだな。

志津香：ですがやるしかありませんわ。〈知覚〉よりも〈回避〉の方が可か能のう性せいはあります。意い識しきを集中して、自分の周囲に〝星〟を三つ回しますわ。三星展てん開かい……。行きます！

ＧＭ：志津香の動きを見て、姉妹の殺気が濃のう度どを上げる！　さあ、判定だ！

志津香：〈回避〉は１レベルだから９が出れば成功。……よし、一回目回避！

ＧＭ：では弾丸が、志津香の〝星〟に当たってあらぬ方向へと弾はじかれる！

志津香：二回目……達成値20！　三回目も12！

瑠璃：すごい、一発で切きり抜ぬけた！

ラハブ：ほう、やりますねぇ。

志津香：そういえば……ひとつ、思い出しましたわ。

ハウント：どうした？

志津香：わたくし、いつも他にＰＣがいないとダイス目が走るんですのよ！（笑）

一同：ホントだ！（笑）

志津香：この出目が『デイズ』三巻かんの時に出ていれば……（笑）。

ＧＭ：過すぎたことを言ってもしょうがないだろうに（笑）。では志津香は倉庫を抜け、ひた走る。例によって追ってくる気配はないよ。

志津香：本当にゲーム感覚なんですのね……。今は瑠璃さんと合流するために急ぎますわ。

ＧＭ：では最後にハウントへ移ろう。
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ＧＭ：ハウントの目の前にあるのは一枚の両開きの扉だ。入る以外に道は無い。

ハウント：露ろ骨こつな誘ゆう導どうだな。……いいだろう、誘いに乗ってやろう。

ＧＭ：ハウントがそう言うと、扉は自動でゆっくり開いてゆく。そこに見えるのは──。




　苗なえ床どこ、という単語が脳のう裏りに浮うかぶ。その部屋の主は樹きであり、従じゆうが人であった。

　折り重なって倒たおれている大おお勢ぜいの人。どの人間にも樹の根が突き刺さり、意識は無い。




ＧＭ：──という光景がハウントの前に広がっている。

志津香：うっ、これは……。

ハウント：樹だと？　……もしや黄金のリンゴか？

ＧＭ：正せい解かいだ。黄金のリンゴは、人間を養分にしているということだね。さらに言うと──彼らは全員生きている。

ハウント：（眉まゆを寄よせる）

ＧＭ：古いものは数年以上拘こう束そくされているのだろう。死ぬことも許ゆるされず、埃ほこりが積もるほどに放置されている。騎士団に関係ないであろう、拉ら致ちしてきたと思わしき一いつ般ぱん人じんの姿もある。

瑠璃：なに……!?

ＧＭ：無む論ろん、ハウントがいたころにはこんなものは無かったよ。

ハウント：ここまで──腐くさり果てたか。

ＧＭ：そしてハウントの視界に止まる、ひとつのものがある。それはボロボロになった、キャラハン家の紋章だ。

ハウント：──！

ＧＭ：さて、どうする？

ハウント：（目を細めて）……まず、通信機のスイッチを切る。

ＧＭ：了解だ。

ハウント：その後、部屋に入って確かく認にんをする。……注意深くな。




　拳けん銃じゆうを抜ぬき、ハウントは静かに歩を進める。

　死もなく、生もなく、彼らはただ眠ねむり続けている。不死のリンゴを生み出す苗床として。

　その中央付近で、ハウントは足を止めた。視し線せんは足あし下もとの数人に注がれている。

　キャラハン家の紋章をつけた、数人に。




ＧＭ：そこに倒れているのは──キャラハン家の関係者たちだ。

ハウント：…………。

ＧＭ：優やさしくも厳きびしくハウントをしつけてくれた執しつ事じ、尊そん大だいだったが一族の誇ほこりを教えてくれた叔父おじ、よくキミたち兄弟の世話をしてくれていたメイド長、ハウントが騎士団を脱だつ出しゆつする時に手伝ってくれた従兄弟いとこ──。

ラハブ：所謂いわゆる粛しゆく清せいですか？　キャラハン家ハウント側の人間を喰くわせた、とか？

ＧＭ：そういうことだね。

ハウント：…………。

志津香：少しよう佐さ……。

ハウント：覚かく悟ごはしていた。だが、想そう像ぞうしていたよりも──。




「怒りをかき立てられるものだな、これは」

　拳銃を握にぎる手に力が入る。氷のように冷たい炎が脳のうの奥おく底そこに灯ともった。




ハウント：ＧＭ、彼らは生きているのか？

ＧＭ：生きている。

ハウント：樹の根を取とり除のぞくことで、元に戻もどすことは可か能のうか？

ＧＭ：無理だね。侵蝕されてから時間が経たちすぎている。根を抜けば、彼らは死ぬしかない。

ラハブ：もはや樹の一部、ということなのでしょうかねぇ。

ＧＭ：そう考えてもらってＯＫだ。……そして、そのタイミングで部屋のモニターの電でん源げんがつく。映うつし出だされるのは御三家だ。「──感想はどうかね、シーザー・キャラハン」

ハウント：…………。

ＧＭ：醜しゆう悪あくな笑えみを浮かべてデブ──マウロが言う。「キミに見せるために、七年も前から仕し込こんでおいたのだよ。無む駄だにならなくて本当によかった。……もっとも、最初は捕つかまえたキミにこれを見せる予定だったのだがねぇ」

ハウント：愚おろかな妄もう執しゆうに囚とらわれた結果がこれか。

ＧＭ：「──なんと、言ったかね？」

ハウント：お前たちは愚かだ、と言ったのだ。〝遺産〟という力に目がくらみ、このような形でエゴを発散させる。力を示しめすことに、何の意味がある。

ＧＭ：「くくっ、シーザーくん。だからキミは騎士団から追い落とされたのだよ。……レネゲイドの解かい放ほうによって世界が変へん貌ぼうした以上、我々は闇の中にいる必要など無い。いや、古来、〝遺産〟を使ってきた我々こそ今の世界を統すべるにふさわしい存そん在ざいではないか」

ハウント：もはやお前たちと同じステージで語ることも煩わずらわしいが、最後にもう一度突つきつけてやろう。──我々は闇の中でしか咲さけぬ花なのだと。




　仮か面めん越ごしの視線が三人の醜悪な老人を貫つらぬく。




ハウント：オーヴァードの力が、〝遺産〟の力が生み出すものは恐きよう怖ふのみだ。そして恐怖は知らぬからこそ恐怖となる。それを表に出してしまえば、我々のアドバンテージは失われる。……世界において、我々は少しよう数すう派はなのだ。太陽の下では焼き尽つくされるにすぎん。

ＧＭ：「愚かなのはキミのほうだな、シーザーくん。我々の〝遺産〟をもってすれば、太陽すらも吞のみ込こめるというのに」

ハウント：お前たちはイカロスと同じだ。太陽に近づきすぎ、そして焼かれて果てる。……己おのれの姿を見てもまだ気がつかないか。

ＧＭ：「七年経っても、まだその生意気さは変わらないか。命いのち乞ごいでもすれば、処しよ遇ぐうを考えてやったものを……！」と声に怒りが混まじる。

ハウント：心にもないことは口にするべきではないな。それに、お前たちに私は殺せん。

ＧＭ：「言いおったな。ならば我らの力をその目で見たまえ！　──イワノフ！」

ハウント：来るか。

ＧＭ：イワノフは「オオオオオオオオオオオッ！」と獣けものじみた咆ほう吼こうを上げ、ハウントが入ってきた扉から突入してくる。巨きよ漢かんは鋼はがねの両りよう腕うでをハウントに向け、弾丸の雨を降ふらせようとする──、その時。

ハウント：む？

ＧＭ：部屋の一方の壁が破は壊かいされ、人影がなだれ込む。黒コートの背はい後ごに日輪の紋章。それに続くのは拘束衣の少女。

志津香：東雲とイン！　こんなところに！

ＧＭ：東雲はイワノフを見るやいなや、両腕を異形化。だがそれよりも早く、御三家が「〝遺産破は壊かい者しや〟だと!?　……仕方がない、退ひけイワノフ！」とイワノフをさがらせる。……ハウントは追う？　東雲は追つい撃げきはしない構えだけど。

ハウント：いや、私も特に追う気はない。

ラハブ：しかしあっさりさがらせましたねぇ。〝遺産〟で操っているからこそ、〝神殺し〟の力を恐おそれたのでしょうか。

瑠璃：そう、だろうね。今までの流れを見るに。

ＧＭ：さて東雲は異形化を解とき、ハウントへ言う。「お前ひとりか」

ハウント：ああ、瑠璃や志津香はいない。

ＧＭ：「ちょうどいい」東雲が彼が破やぶってきた壁を指す。「ルートを外れるならば使え」

ハウント：（眉をひそめて）どういう意味だ？

ＧＭ：「使うのだろう。お前の──復ふく讐しゆうのために」

ハウント：なに!?　……なぜこいつがそれを知っている？

志津香：東雲と少佐って過去に接せつ点てんありましたっけ……？

ハウント：いや、敵として出会ったことがある程てい度どだ。私の目的を教えた覚えは無い。だとすると、東雲の依い頼らい者しやあたりか？

ラハブ：依頼者からハウントの話を聞いていると？

ハウント：可能性は高いな。私の事じ情じようを知っている者。イザベラだとすれば隠かくす意味は無い。レオンハルトはあり得るが、繫つながりが考えにくい。………………まさか!?

瑠璃：少佐？

ハウント：（ぶつぶつと）……そう考えれば辻つじ褄つまは合う。だが繫がりはないぞ。レオンハルトよりはマシだが、いや、しかし……。

志津香：ど、どうしたのですの少佐？

ハウント：（首を横に振って）いや、すまん。憶おく測そくを口にするのはよそう。

瑠璃：……？

ＧＭ：さて東雲は黙ったまま、ハウントの答えを待っている。どうする？

ハウント：チャンスはチャンスだ。使わない選せん択たく肢しは無かろう。……恩おんに着る、東雲。

ＧＭ：「礼など不要。──私も復讐者だ。邪じや魔まはすまい」

ハウント：抱かかえているものは同じか。……改めて眠ねむっている私の同どう胞ほうたちを見下ろす。

ＧＭ：入ってきたときと同じく、彼らは眠り続けている。

ハウント：──拳銃の引き金を引く。




　乾かわいた銃じゆう声せいで同胞を眠ねむらせ、亡ぼう霊れいはしばし目を伏ふせた。

　神に祈いのれる身ではなくとも、せめて安らかな眠りを。




ハウント：通信機のスイッチを入れる。瑠璃に向けて。

瑠璃：即そく反応する。──少佐？

ハウント：瑠璃か。……今をもって、私はこのチームを離り脱だつする。

瑠璃：えっ!?

ハウント：私は私の目的を遂行する。キミたちはキミたちの任務を遂行したまえ。

瑠璃：どういうことですか、少佐！

ハウント：説明はできない。では──キミたちの武ぶ運うんを祈る。

瑠璃：少佐！　待ってください、少佐！

ハウント：そこで通信機を切る。……東雲、キミはどうする？

ＧＭ：「私は強羅瑠璃との合流を目指す。それが依頼だ」

ハウント：そうか。……彼かの女じよを頼たのむ。




　それだけを言い残し、ハウントは駆かけだした。

　ナイトフォールに背を向け、ひとりさらなる闇の中へ──。





《フラッシュゲイズ》　閃光によって目をくらませるエンジェルハィロゥのエフェクト

《完全獣化》　体そのものを獣へと変異させるキュマイラのエフェクト。

《獣の力》　獣並みの膂力で攻撃するキュマイラのエフェクト。









◆Middle05◆ふたつの決けつ断だん

Scene Player ─── 瑠璃




　通信で連れん絡らくを取り合い、瑠璃たちはホールとおぼしき空間で合流した。

　だがその場にハウントの姿は無い──。




ＧＭ：では次のシーン。

瑠璃：まず他のみんなと合流したい。戦力が分断されたままなのはまずい。

志津香：ですわね。そのあたりはどうなりますの？

ＧＭ：合流はできるよ。通信は取れるし、ＵＧＮから要塞内部構こう造ぞうの予想図ももらっている。少し時間はかかるが、それほど難むずかしいことではないだろう。

瑠璃：では合流を最さい優ゆう先せんで。

ラハブ：わかりました。向かいましょう。

ＧＭ：ではキミたちはホールらしき場所で合流する。……だがハウントはいない。

ハウント：そうだな、私はもう別ルートに行っている。

瑠璃：東雲は？

ＧＭ：来るよ。インも一いつ緒しよだ。ただし、ハウントのことについては何も言わない。

志津香：わたくしは瑠璃さんに聞いてしまいますわね。……瑠璃さん、少佐は？

瑠璃：わからない。ナイトフォールを抜ぬける、とだけ言って通信を切った。それ以い降こうの足取りはつかめていない。

志津香：少佐は……わたくしたちには知り得ない事情を持っているのでしょうか。

ラハブ：でしょうねぇ。実はワタシは出る前にイザベラにひとつ頼たのまれごとをされましてね。「護まもってやってくれ」と。

瑠璃：護る？

志津香：どちらかというと、少佐がラハブさんを護る方がしっくり来ますわね。

ラハブ：はっはっは、それは確かに。ですが、ハウントは金獅子騎士団と因いん縁ねん浅からぬ様子。だとすればその情じよう念ねんに引ひき摺ずられることもあるのでは？

瑠璃：因縁か……。

ラハブ：さて瑠璃、どうしますか？　ハウントを探さがすか、それとも任務を継けい続ぞくするか。

瑠璃：…………今は任務を優ゆう先せんする。

ラハブ：ハウントはどうでもいいと？

瑠璃：そうじゃない。でも今は〝遺産〟の処しよ理りや、アッシュ・レドリック救出の方が先だ。

ラハブ：ふむ、なるほど。

瑠璃：それに──少佐は失敗しない人だ。ひとりでも危き機きをくぐり抜ぬける信しん頼らいがある。

志津香：それは……確かに。

瑠璃：だから今は任務を優先する。……イン、黄金のリンゴの反応は？

ＧＭ：「こっちだな、強いニオイがしやがる」と南の方向を指す。

瑠璃：（うなずいて）アッシュ・レドリックの反応は？

ＧＭ：発信器の反応は逆ぎやくだね。北寄よりの、ここよりも上方から反応がある。

瑠璃：二方向か。それなら……二手に分かれよう。時間はかけたくない。

志津香：了解ですわ。どう人員を分けますの？

瑠璃：金獅子騎士団が護るのは黄金のリンゴだ。そちらの戦力を手て厚あつくしておきたい。多分、旧ナイトフォールもそっちに現れる。

ラハブ：ではルリはそちらに行くべきでしょうねぇ。無論ワタシもついていきますとも。

志津香：それならばわたくしはアッシュ・レドリック救出に。《ディメンジョンゲート》が使えますもの。救出後、即脱出させることができます。

瑠璃：うん、お願い。

ラハブ：後は東雲たちですか。黄金のリンゴを破壊するためには〝神殺し〟の力が必要なのですよねぇ。

瑠璃：……ＧＭ、東雲とインは別行動させられる？

ＧＭ：可能だよ。むしろそれを狙ねらって今人間型にさせてるからね。

瑠璃：うん。であれば、東雲は志津香さんのフォローに、インはこちらに来て黄金のリンゴの処理を担たん当とうしてもらおう。志津香さん、東雲をうまく使ってくれ。気をつけて。

志津香：瑠璃さんこそ。魔人ズの引いん率そつ気をつけて（笑）。

瑠璃：はっ、ホントだ！（笑）

ＧＭ：東雲はインを「適てき当とうに使え」と言うよ。

瑠璃：東雲、やってはいけないことのしつけくらいつけてるんだろうな？

ＧＭ：「…………適当に使え」（笑）

瑠璃：お前！　そのくらいしておけよ！（笑）

志津香：……東雲（笑）。

瑠璃：……まあ、あいにくと魔人の使い方は慣なれているけれど（笑）。

ラハブ：ひとりでもふたりでも一緒ですよ。ね、ルリ。

瑠璃：お前が言うな！（笑）

ＧＭ：ひどい話だな（笑）。ではそのまま分割行動に移ろうか。通信で会話できるのはさっきと同じで。

一同：了解ー。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では先に志津香の方を解かい決けつしよう。東雲と共に、アッシュ・レドリックの反応を追いかけて階かい段だんを上る。

志津香：道中、東雲から何か話しかけてくることなどありますの？

ＧＭ：まったく無い。

瑠璃：まったく（笑）。

志津香：まあ、そういう方ですわね（笑）。

ＧＭ：そしてキミたちは誰もいない要塞内を進んでいく。警けい報ほう装そう置ちや罠も見あたらず、ただツタの這はう薄うす暗ぐらい通路を足音だけが響く。

志津香：露骨に怪あやしいですわね……。

ＧＭ：東雲も油ゆ断だん無く、戦闘態勢で進んでゆく。──と、アッシュ・レドリックがいるはずのフロアに上がってくると、そのイヤな予感が的中する。

志津香：ナイトフォールの誰かがいますの？

ＧＭ：いや、通路一いつ杯ぱいにひしめいているのはジャームの群むれだ。

志津香：ジャーム？　まさか……。〝星〟を纏まとわせて殴なぐってみますわ！

ＧＭ：加速してジャームに突つき刺ささる志津香のハンマー。ジャームは黄金に輝かがやく血けつ液えきを流し、胴どう体たいに大おお穴あなが開き──それが数秒で元に戻ってゆく。

志津香：やはり、黄金のリンゴ摂せつ取しゆ者！

ラハブ：死を忘わすれた怪かい物ぶつですか。……レブナントとでも言うべきですかねぇ。

ＧＭ：お、その言い方を採さい用ようしよう。では不死のジャーム──レブナントたちは《リザレクト》を圧あつ倒とう的てきに上回る回かい復ふく力りよくをもって、志津香たちに迫せまる。

志津香：くっ、東雲！　お願いしますわ！

ＧＭ：「了解だ」と両腕を異形化させ、レブナントの群れに飛とび込こむ東雲。背せ中なかの日輪に光が灯ともり、腕の刃やいばに輝かがやきが移うつる。その刃に斬きられたものは再さい生せいせず、バタバタと倒れていくね。

志津香：東雲を切きり込みにして、そのまま突つっ込んでいきますわ。

ＧＭ：レブナントは完全に理り性せいを失っているので、ただ本ほん能のうのままに志津香たちに襲おそいかかってくるだけだ。第一波は切り抜ぬけ、そのまま進んでゆける。……東雲がいなければ苦労したはずなんだがな。

瑠璃：そのために協力要よう請せいを受けたんだ。働いてもらわないと。

志津香：では敵の切れ目で声をかけますわ。……さすがですのね、〝遺産破壊者〟。

ＧＭ：「これが役目だ」

志津香：愛あい想そがありませんのね、あなたは。……ああ、そういえば先日のお礼をしておりませんでした。バベルの塔とうでは世話になりましたわね。感謝しておりますわ。

ＧＭ：「礼を言われるようなことはしていない」

志津香：経けい緯いがどうあれ、あの行動がわたくしの望む結果を引ひき寄よせた一因になったことは確たしかですわ。……黙って受け止めておいてくださいまし。

ＧＭ：「それならばそうしておく。……見えてきたぞ」と東雲が指をさすと、アッシュが閉とじ込められているであろう部屋の扉が見える。だが前からも後ろからもレブナントの集しゆう団だんが。

志津香：くっ、時間稼かせぎをお願いしますわ。その間にわたくしが評議員を救出します！

ＧＭ：「了解だ」

志津香：五星展開！　扉をハンマーでぶち壊こわしますわ！
















ＧＭ：よし、ではダメージを出してもらおう！　時間をかけすぎるとレブナントたちがなだれ込こんできて、大変なことになるよ。

志津香：責せき任にん重大ですわね……。

ラハブ：アッシュ・レドリックも応おう援えんしていますよ。「無む能のうは必要ない！　結果を見せたまえ！」とか（笑）。

ＧＭ：言わないよ！（笑）むしろ言える状じよう態たいじゃない。

志津香：う、まだ侵蝕率が足りなくて装そう甲こうも破やぶれない。え、えーと、ならば……。

ラハブ：「大変ね」と扉が言う（笑）。

志津香：扉はしゃべらないの！（笑）

ＧＭ：「僕ぼくの装甲値は10だよ」と（笑）。

瑠璃：（扉になって）「キミのその大きなハンマーで破れるのかい？」（笑）




　しゃべりすぎである。




志津香：幻げん聴ちようには耳を貸かしませんわ！（笑）　全力で行きます！　（ダイスを振って）……20、……30、……40！　ま、まだ止まらない！　今日のわたくしはどうしてしまったの！

瑠璃：それはね……他にＰＣがいないからだよ！

ラハブ：まさかルリ、そこまで計算して！（笑）

ハウント：なんという大だい胆たんな作戦！（笑）

志津香：う、うわあ！　達成値73もでましたわ！　そしてダメージも高い！　65点！

ＧＭ：ろ、65!?　装甲値10、ＨＰ40点の扉が一いち撃げき！

一同：おおおおおおおおお！

志津香：わ、わたくしじゃないみたい……（笑）。

ラハブ：自分で言ってしまうところが貴方らしいですよ、シヅカ（笑）。

ＧＭ：二撃くらいかかるものとして設せつ定ていしていたのに。……では扉がひしゃげ、壊れる。その向こうには床に転がっているアッシュ・レドリックの姿が。

志津香：ご無事ですか、レドリック評議員。

ＧＭ：彼は苦しげにうめき、よろよろと片かた手てを上げる。「よせ、私を助けにくるな……」

志津香：何を馬鹿なことを言ってますの？

ＧＭ：「私には外げ道どう祈き禱とう書という〝遺産〟が使われている……。程ほどなくして私は奴やつらの操あやつり人にん形ぎようになる。そんな私をＵＧＮに戻すな……！」

ハウント：──イワノフたちと同じか。

志津香：お黙だまりなさい！　問題の〝遺産〟はわたくしたちナイトフォールが処理いたします！　あなたは黙って助かればいいのです！

ＧＭ：「く……。この私が、お前たちなどに助けられるとは……」

志津香：憎にくまれ口ぐちも後になさい。……ところで操られてるなら、一いつ旦たん拘束いたします。なるべくきつく。なるべくきつく！

ＧＭ：おい、私し怨えん混まざってないか（笑）。

志津香：これはあくまでも処しよ置ちですから！　決していじめられた仕返しなどではありませんから！　ありませんから！（笑）

瑠璃：し、志津香さんが壊れた！（笑）

志津香：処置ですの！（笑）　ではアッシュ・レドリックを拘束した後、《ディメンジョンゲート》で脱出予定地へと転送しますわ。ＵＧＮエージェントが回かい収しゆうしてくれるでしょう。

ＧＭ：了解だ。アッシュ・レドリックはこれで助かったと考えてくれ。もちろん外道祈禱書をどうにかしないと、最終的には操り人形になるけど。

瑠璃：大だい丈じよう夫ぶ。それは自分が解決する。

ラハブ：ええ。では次はこちらの番ですねぇ。

ＧＭ：そうだね。一方その頃ころ、というところで瑠璃たちの方に移ろうか。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：上へ上へとあがる志津香たちとは逆に、スリュムヘイムの中へ中へと入ってゆく瑠璃たち。どうやら中央部に巨大な空間があるらしく、そこに向かっているとわかる。

ラハブ：まさしく黄金のリンゴを封ふうじる城なのですねぇ。

瑠璃：伝説などどうでもいい。まずは黄金のリンゴを止める。

ＧＭ：「やる気だな、聖杯の！　オレも腹はらがうなるってもんだ！」

ラハブ：いろいろ間ま違ちがってますよ、イン（笑）。

ＧＭ：こちらも志津香たちと同様、防ぼう衛えい装置や罠は無い。人ひと気けのない道を進んでゆく。

瑠璃：……ずっと気になっていたんだが、人が少なすぎないか？

ラハブ：ふむ、要塞と銘めい打うつわりには確かに。

瑠璃：何か、イヤな感じがする……。

ラハブ：不自然な点は多いですねぇ。しかし今やるべきことは変わらないのでは？

瑠璃：……そうだね。

ＧＭ：そう会話しながら走っていると、機関部前の巨大な扉の前へとたどり着く。

ラハブ：ルリ、ここは派は手でにいきましょう。

瑠璃：そうだね。──ラハブの炎と自分の連撃で扉を蹴けり破やぶる！

ＧＭ：了解だ。ふたつの衝しよう撃げきに、両開きの扉が倒れて部屋の中があらわになる。




　それは海中の森であった。

　巨大な空間を植物が埋うめ尽つくしている。中央に座ざすのは緑の主たる荘そう厳ごんな大樹。その頭は天てん井じようを遥はるかに突つき破やぶり、その身には黄金の果実を鈴すずなりにぶら下げていた。




ラハブ：ふはっ、これが黄金のリンゴの樹きですか。よくもまあここまで育てたものですねぇ。

ＧＭ：「それが強羅瑠璃の肉体が持つ特性、ＡＺＯＴＨアゾツトの力だ」と樹の陰から現れるのは瑠璃と同じ顔をした少女。そして彼女に率いられた旧ナイトフォールの面々だ。

瑠璃：やはりいたか、〝スナッチャー〟！

ＧＭ：「当然だろう。あたしと騎士団は同盟を結んでいる、対等な関係だ。盟友の頼みならば聞き入れるのが筋というもの。……そうだな、レズリー卿」と〝スナッチャー〟が体をずらすと、そこには御三家のヒゲことレズリーが椅子に座り、ワインを回している。

ラハブ：直接のお出ましですか、余裕な事で。

ＧＭ：レズリーはヒゲを撫でつつ言う。「他のふたりとは違い、観劇は直接見るのが好みでね。特にそれが我がラドフォード家に伝わる外道祈禱書によるものであればなおさらだ」そう言ってレズリーが〝スナッチャー〟を見ると、彼女は一冊の古ぼけた聖書を取り出す。

ラハブ：それが外道祈禱書。なるほど忌々しい雰囲気を持っている。

ＧＭ：「ふはははっ！　五百年の伝統と格式を誇る我が家にふさわしい〝遺産〟だよ！　この書の前には、どのような力の持ち主でもひれ伏さざるを得ない！　そう、幾多の栄光を勝ち得たこのナイトフォールだろうと！」

瑠璃：……お前がナイトフォールを名乗るな。

ＧＭ：「ならばキミこそ、ナイトフォールを名乗るべきではないな。偽者のお嬢さん」そう口を挟むのはソムだ。そして口にこそ出さなくとも、ナイトフォール全員が瑠璃に同じような視線をぶつけている。

瑠璃：……！

ＧＭ：そして鳴神は首をゴキゴキとならしつつ、〝スナッチャー〟に言う。「おい、瑠璃。もうここまで来たんだ。ゲームは終わりでいいだろ？　正直手加減ってのは苦手なんだ」

ラハブ：先ほどは本気ではなかった、と。そういえばそんなことを言っていましたね。

ＧＭ：「同盟相手の望みだったから。従ってあげただけよ」とミカエラが言う。

志津香：なめられたものですわ……！

ＧＭ：そして〝スナッチャー〟が「そうね、ここまで来たら殺す気で──」と言いかけたところで、「待ちたまえ」とレズリーが止める。いいことを思いついた、という悪い笑みで。「せっかくだ、〝スナッチャー〟くん。彼らに外道祈禱書の力を見せてあげたまえ」

瑠璃：……？

ＧＭ：「なぜ今その必要が？」「キミは優秀だが、機微を介さないな。いいかね？　芝居というものは最後にもうひと盛り上がりさせるものだ。ここでただナイトフォールに本気を出させるだけではつまらないだろう」

志津香：雲行きが怪しくなってきましたわね……。

ＧＭ：「キミの手にある外道祈禱書を使うのだよ。そうだな……」とレズリーは瑠璃とラハブを指し、「彼らがカルディナ・サレスを殺したということにするのはどうかな？」

瑠璃：なに──!?

ハウント：察するに、外道祈禱書は対象の記憶を変化させることができるようだな。

ＧＭ：ご名答。そうやって旧ナイトフォールを操っているというわけだ。まあ、それだけが外道祈禱書の能力すべてではないけどね。

ラハブ：人の信仰をかすめ取る、下劣な能力ですね。

ＧＭ：さて不穏な空気にナイトフォールの連中もざわめき始める。その中、〝スナッチャー〟はわずかに考えた後、「ではそのように」と一言。そして懐からペンを取り出して、祈禱書に何事かを書き加えていく。すると──。




「っ!?」

　殺気混じりの颶ぐ風ふうに、瑠璃は思わず距離を取った。

　その元は言うまでもない。鳴神たちナイトフォールメンバーだ。先ほどまで余裕で構えていた彼らから発されるのは、炎のような怒り。




ＧＭ：外道祈禱書がＥロイス・歪んだ囁きを五回使用する。瑠璃へのロイスを憎悪に変えて、カルディナの仇だと思い込ませる。

志津香：ロイス感情操作のＥロイス！

ＧＭ：「偽者め！　瑠璃のふりをして、隊長を殺した！」「この身が引き裂かれようとも、お前だけは！」と口々に憎悪をはき出す鳴神たち。レズリーはそれを見て、「ああ、なんという悲劇！　この格式高い悲劇は私にしか生み出せまい！」と手を叩く。

志津香：このゲスが……！

ラハブ：（眉をひそめて）ふぅむ、ルリ大丈夫ですか？

瑠璃：大丈夫。──どんな悲劇でも、これは偽物だ。

ＧＭ：「だが、これで鳴神たちはお前を殺す理由ができたな」と〝スナッチャー〟は言う。「そう、自らの身をもいとわずに」

瑠璃：何が言いたい。

ＧＭ：「お前の抵抗が、彼らを殺すかもしれないということだ」そう言って〝スナッチャー〟は外道祈禱書をレズリーに渡す。「あたしの役目はここまで。後はあなたがうまくやるといい。彼らの指揮権は預ける」「くくく、任せておきたまえ」

ラハブ：〝スナッチャー〟はこれで退場ですか？

ＧＭ：うん。止めようとするかい？

瑠璃：いや、しない。今の先輩たちを前に、隙を見せられない。

ＧＭ：では〝スナッチャー〟は悠々と去って行くよ。「さて、偽者。──結末は楽しみに待たせてもらおう。楽しみに、な」

瑠璃：…………。

ＧＭ：そして外道祈禱書を預けられたレズリーは立ち上がり、ナイトフォールを眺めてこう言う。「ふむ、やはりこの形こそ正当たる世界の形だと思わないかね？」

ラハブ：何ですか、急に。

ＧＭ：「支配の形だよ。……オーヴァードはしょせん化物だ。いつ正気を失うかもしれぬものたちに上に立つ資格はない。とは言え、有象無象のものたちではオーヴァードを操ることなどできぬ。それにふさわしいのは、我らのような〝遺産〟という力を持つ人間だ」

ラハブ：くだらない論理ですねぇ。

ＧＭ：「ふん、本来ならばお前のような存在も我々に扱われるべきなのだぞ？　そうだ、今からでも遅くはない。この格式と伝統を誇る、我ら金獅子騎士団に忠誠を誓うというのであれば、お前だけは見逃してやろう」

ラハブ：はっ、たかだか五百年で歴史を誇るのですか。薄いですねえ、西洋人。

瑠璃：そうだな。お前は薄い。薄っぺらい人間だ。

ＧＭ：「なに──!?」

瑠璃：歴史があるのは家、〝遺産〟を使ったのは〝スナッチャー〟、戦力は操ったナイトフォール。──お前は借り物の服を着て喜んでいる子供と同じだ。

ＧＭ：「こ、この私を、子供だとっ！」途端に怒りで赤くなるレズリー。「おのれ、楽に死ねると思うなよ。……ナイトフォール！」

瑠璃：来るか！

ＧＭ：レズリーの号令と同時に、憎悪をたぎらせてナイトフォールが襲いかかる！

ラハブ：ルリ、どうしますか？　正面からではさすがに分が悪いですよ。

瑠璃：わかってる。……ここは一か八か、外道祈禱書そのものを狙う。

ハウント：操られている彼らの解放を狙うか。

瑠璃：はい。このまままともに戦えば、自分たちももちろん、先輩たちもまずい。打開するには大元を断つしかない。

ラハブ：ま、それしかありませんか。ではワタシは突破口を開きましょう。……ＧＭ、ナイトフォールを引きつけることはできますか？

ＧＭ：ナイトフォールを引きつけるには、〈回避〉で難易度20を出してもらうか、攻撃でダメージを30点以上出してもらおう。ただし攻撃の場合、こちらがダメージ軽けい減げんエフェクトを使うことを先に言っておく。

瑠璃：引きつけた後は？

ＧＭ：レズリーの持つ外道祈禱書を狙うのなら攻撃してダメージを出す必要がある。条件はまだ秘ひ密みつだ。……なお、インはどこかの判定、もしくはダメージロール時に一回協力してくれる。判定なら達成値に＋５、ダメージロールなら＋３Ｄのボーナスだ。

ラハブ：協力攻撃のようなイメージですね。さすがの能力です。

瑠璃：判定に失敗したら？

ＧＭ：憎悪に狂くるったナイトフォールたちの総そう攻こう撃げきを受けることになる。そして次のラウンドにまた同じ処理をする。

ラハブ：ぞっとしませんねぇ。今の侵蝕率でそんな状態は。

瑠璃：ラハブ、引きつけは大丈夫？

ラハブ：ダメージはかなり厳しいですねぇ。ワタシの本ほん領りようは[image: ]％を超こえてからなのです。幸いにして〈回避〉は上げてありますので、インの＋５をもらえばダイス目６で成功ですが……振れるダイスは３つなのです。

志津香：３個で６……。絶ぜつ妙みように失敗の可能性がある数字ですわね。

ハウント：だが成功すれば得るものは大きい。ラハブは侵蝕率が厳しいからな。

瑠璃：今いくつなの？

ラハブ：なんとこの時点で90％です。

志津香：わたくしよりも15％以上も上回ってますの!?

ラハブ：エフェクト使用を抑おさえてなおこれです。……やはり〈回避〉でいきましょう。失敗したときはタイタスを使うことも込こみで。

瑠璃：その後の状況を考えるとそれがベストか。……頼む。

ラハブ：お任せあれ、我わが友ともよ。




　軽けい妙みよう洒しや脱だつに一礼し、魔人はその全身から炎を吹ふき上あげる。




ラハブ：インに一声かけ、ナイトフォールに飛びかからせます。その空中でワタシが炎によるレンズを用意。インの分身を無数に出しゆつ現げんさせましょう。

ハウント：いわゆる陽かげ炎ろうか。しかし相手には視し力りよくに頼たよらぬ者がいるぞ。

ラハブ：そのためにインを、あの魔眼使いに攻撃させますよ。囮おとりとしては十分でしょう。

ＧＭ：では判定をしてもらおうか。作戦がうまく行くかどうかはそれできまる。

ラハブ：ではダイス３個で………………よし、８！　達成値22で成功！

一同：よおし！

ＧＭ：くううううう、なんだか今日はみんな調子いいなあ！　ノーミスで突破されていく。……では分身したインに攪かく乱らんされ、ほんのわずかではあるがレズリーへの道が開く。

瑠璃：《完全獣じゆう化か》！　その隙すき間まへと突つっ込こむ！

ＧＭ：だがレズリーもそれを察知している。いつの間にか現あらわれたのか、彼を囲うようにレブナントが配置されている。

瑠璃：どけええええええええええええっ！




　銀ぎん狼ろうが吠ほえ、地を蹴ける。閃光は弧こを描えがき、祈禱書へと──。




ＧＭ：こちらに東雲を連れてきていないからな。さあ、ダメージを40点だしてもらおう！

瑠璃：ラハブの作った隙を無駄にしない。先輩たちを操あやつる〝遺産〟を逃のがしもしない！　ここで新エフェクト《剛身獣化》も使う！　銀のたてがみがすべて金きん属ぞく質しつに！

ＧＭ：「な、なに!?　なんだあの姿は！」

瑠璃：お前たちの知らない夜がここにある！　《獣けものの力》＋《コンセントレイト：キュマイラ》！　……達成値43！　ダメージは50！

志津香：ダメージ、すごい出目ですわ……！

ハウント：これで《フルパワーアタック》無しなのか（笑）。

ＧＭ：うおおお、ここも突破されるのか！　飛びかかる瑠璃に襲おそいかかるレブナントたち。だが銀狼の牙きばが、爪つめが、たてがみが亡もう者じやを寄よせ付つけない。レズリーは目を見開き、「馬鹿な！　この格式高い私のシナリオが！　馬鹿な！」と。

瑠璃：偽いつわりの夜で、偽りの力で、自分を止められると思うな！　──そのまま牙で外道祈禱書を奪うばい去り、握にぎっていた右みぎ腕うでを踏ふみつぶす。

ＧＭ：「ひ、ひいいいいいっ！　わ、私の腕、腕があっ！」

瑠璃：お前は殺すまでもない。……そう言って、祈禱書を嚙かみ砕くだく。

ＧＭ：了解だ。祈禱書は嚙み砕かれると同時に灰はいになり、消しよう滅めつしてゆく。そしてその残ざん骸がいから光があふれ、瑠璃の体内へと吸きゆう収しゆうされる。……バベルの時と同じで、右腕が戻ってくる。

志津香：おお……。

ＧＭ：そしてレズリーはへし折れた腕を抱えて、這はいずるように逃にげ出だす。追うかい？

瑠璃：いや、追わない。あいつを殺したところで意味は無い。

ラハブ：確かに。〝遺産〟さえ無ければ、あの愚ぐ者しやには何もできないですからねぇ。

瑠璃：うん。黄金のリンゴは？

ＧＭ：邪じや魔ま者ものがいなくなったので、インが食らいついているよ。「こんなにまるまると育てやがって……！　オレのために豪ごう勢せいなことだな！」とか言いつつ。その食しよく欲よくはすさまじく、巨大な樹だけど程なくして食いきるだろう。レブナントはもう行動不ふ能のうになっている。

ラハブ：やれやれ、本能に忠ちゆう実じつなことで。

ハウント：苗床になっていたものたちも、これで死を迎むかえることになるのか。

志津香：犠ぎ牲せい者しやの数を考えるとやりきれないですわね。

瑠璃：…………先輩たちは？

ＧＭ：外道祈禱書の消滅と共に、糸の切れた人形のように倒れている。

瑠璃：…………。

ＧＭ：瑠璃が見守っていると、彼らはひとりずつ目を覚ます。「う……」「こ、ここは？」

瑠璃：っ！

ラハブ：──一いち応おう前に出ましょう。ルリ、まだ解放されたとは限りません。

瑠璃：わかっている。……けれど。




　心しん臓ぞうが期待に高鳴る。だが頭ず脳のうが不安に怯おびえる。




瑠璃：声を、かけてみる。……鳴神、先輩？

ＧＭ：頭を振ふり、よろよろと鳴神は瑠璃を見る。そして──彼は頭を振ってこう言う。




「瑠璃……？」




瑠璃：せ、先輩！　自分が、あたしがわかるんですか！

ＧＭ：「何を言って……。ああ、いや、この記憶は──」と頭を手で押おさえ、「そうか、俺たちは操られて……」

瑠璃：っ!?

ＧＭ：「思い出せるぞ……。この苦々しい記憶。瑠璃を偽者と取とり違ちがえるなどと」「それだけじゃないわ。奴らに命じられて、私たちは取り返しのつかないことをしてる……！」「ごめん、本当にごめんね瑠璃……！」

瑠璃：みんな、元に戻ったの？　記憶を取り戻したの？

ＧＭ：「ああ、今までになく頭はしゃっきりしてるぜ」と鳴神。イワノフは早さつ速そく泣き出し、「ごめんよ。謝あやまってすむことじゃないのはわかってる。でも謝らずにはいられないんだ。瑠璃、僕たちはキミを傷きずつけた……！」と。

瑠璃：いいの。あたしは、みんなが帰ってきただけで。あたしは……。う、うううう……。




　涙なみだは止められなかった。今までの痛みがすべて安あん堵どへと昇しよう華かされてゆく。

　ここにいるのだ。瑠璃が愛した、かつてのナイトフォールメンバーが。




ラハブ：ワタシは少し遠目から様子をうかがっていますが、どうですか？　正直、まだ疑うたがいは晴れていないのですが。

ＧＭ：怪しいところはないよ。攻撃するような気配もない。

ラハブ：ふむ……。

志津香：瑠璃さんを止めたりとかはしませんの？

ラハブ：疑わしくても、そこまで無ぶ粋すいなことはしませんよ。

ハウント：まるで保ほ護ご者しやの目だな。

ＧＭ：泣きじゃくる瑠璃を、旧ナイトフォールの面々はそれぞれに慰なぐさめている。まあイワノフとかガブリエラあたりは泣いてるし、ミカエラも涙ぐんでいたりするけれど。……そしてその背後で黄金のリンゴの樹が一いつ瞬しゆん漆しつ黒こくに染そまり、そして消滅する。

ラハブ：イン、食べ終わりましたか。

ＧＭ：「あー、ひっさしぶりの大物だったぜぇ！」とインは満面の笑えみで答える。「おっと、コイツはいらないから返す」と瑠璃に光の玉をひょいっと投げ。

瑠璃：？

ＧＭ：黄金のリンゴに使われていた瑠璃の肉体が戻ってくる。具体的には下半身全部。

志津香：おお！

ラハブ：いいことずくめですねぇ。……何か疑いたくなるほどに。

瑠璃：でも自分はそれには気がつけないな、今は。

ラハブ：まあ何の確かく証しようも無い話なのでいいのです。

瑠璃：うん。脚あしを取り戻したら、涙をぬぐって立ち上がる。……まだ、任務はあるんだ。

ＧＭ：では、瑠璃がそう言ったところでイベントを起こそう。その時──。




　ズズン──。

　くぐもった音と振しん動どうは床の下、スリュムヘイム最さい下か層そうから聞こえた。

　程なくして、レッドアラートと共にシステムボイスが状況を伝える。

「機関部損そん傷しよう、レベル５。機関部損傷、レベル５。乗員は速すみやかに本施設を廃はい棄きし、脱出してください。繰くり返かえします──」





《ディメンジョンゲート》　瞬間移動用のゲートを作り出すバロールのエフェクト。









◆Middle06◆亡ぼう霊れいと獅し子し

Scene Player ─── ハウント




　時は少しさかのぼる。

　志津香がレブナントと戦い、瑠璃たちがナイトフォールと対たい峙じしていた頃ころ。ハウントはひとり海底要よう塞さいを走っていた。目指すは最さい奥おう、四家専せん用ようの脱だつ出しゆつ通路。

　だが──。




ＧＭ：では次のシーン。場面移うつってハウントのシーンだ。

ハウント：東雲の開けた穴あなから、四家専用の脱出通路に向むかう。……行けるか？

ＧＭ：向かうことに問題は無いよ。警けい備びとか、そのあたりも特に厳きびしくないし。ロックがかかっている部屋や隔かく壁へきも、端たん末まつに侵しん入にゆうすると簡かん単たんに開けられるし。

ハウント：好都合だ。……が、逆ぎやくにいいように動かされている感覚もぬぐえんな。

ＧＭ：では、ハウントが海底要塞内を進んでいるところからスタートしよう。今いるのは〝遺い産さん〟研究ブロックの一角。長い通路の両側に小さな研究室がいくつも並ならんでいる。ここを抜ぬけ、四家の持つ豪ごう勢せいな居きよ住じゆう区くなどを通とおり抜ぬけると目的地だ。

ハウント：豪勢な、か。連中のことだ、〝格かく調ちよう高い〟部屋をそろえているのだろうな。

ラハブ：シャンデリア付きの食堂や、ダンスホールもあるかもしれませんよ。

ＧＭ：なぜわかった……。

一同：あるのかよ！（笑）

ＧＭ：そりゃあ、窮きゆう屈くつな部屋にあの御ご三さん家けが我が慢まんできるわけがないから。って、それはいい。今はハウントの状じよう況きようだ。

ハウント：とりあえずは通路を進んでいるところか。拳けん銃じゆうは一丁のみ抜ぬいて、焦あせらず確かく実じつに歩を進めよう。先ほども言ったが、状況がうまく進みすぎる。

ＧＭ：暗い通路を進むハウント。その時──唐とう突とつに、背はい後ごに気配。

ハウント：（即そく座ざに）振ふり向き、銃じゆう口こうを向ける。




　躊ちゆう躇ちよも、動どう揺ようもなく、機械のようにハウントは銃を向ける。

　額ひたいに銃口を向けられたまま、だがその男は薄うすい笑みを崩くずさない。

「七年ぶりに顔を合わせる場所が、再ふたたびこの海底要塞とは。数すう奇きな縁えんですね。──兄上」

　北極海の海底に、レオンハルト・キャラハンの声が響ひびく。




ハウント：レオンハルト……。

ＧＭ：「わざわざ出てきたというのに、あまり驚おどろいてはいないようですね。残念だ」とレオンハルト。彼かれの背後には石いし造づくりの門が一いつ瞬しゆん見えて、空間に溶とけるように消えてゆく。……ハウントは知っているが、〝天国の門〟だ。

志津香：それで転てん移いしてきた……ということですの？

ハウント：だろうな。私わたしの知っている〝天国の門〟はそのような能のう力りよくはなかったが。

ラハブ：この男もまた、一ひと筋すじ縄なわではいかなさそうな雰ふん囲い気きですねえ。

瑠璃：（うなずく）

ハウント：銃口はぶらさず言う。……ずいぶんと余よ裕ゆうだな。無む防ぼう備びで私の前に現あらわれるとは。

ＧＭ：「無防備に見えますか？　兄上の目には」

ハウント：お前のことだ。こちらに分からぬ手で安全を確かく保ほしているのだろう。それでもこの銃は下げぬが。

ＧＭ：「フッ、二丁とも抜かぬところが兄上らしい。不意打ちに構かまえているのでしょう？」

ハウント：戯ざれ言ごとはいい。──何の用だ。

ＧＭ：「私は忠ちゆう告こくに来たのです。このまま進んでよいのですか？」

ハウント：何……？

ＧＭ：とハウントが眉まゆをひそめたところで、爆ばく発はつ音おんと振しん動どうが伝わる。そして先ほどのシーンの最後で流れたアラートが。

ハウント：機関部に損そん傷しようだと？

瑠璃：そうだ、突とつ然ぜんそんなアナウンスが！

志津香：まだわたくしたちは何もしておりませんのに。

ＧＭ：レオンハルトはあっさりと白はく状じようするよ。「機関部を破は壊かいしたのは私です」

ハウント：お前は──もしやこの要塞ごと邪じや魔ま者ものを排はい除じよするつもりか？

瑠璃：えっ？

ハウント：つい先さき程ほども言った通りだ。このスリュムヘイムは警けい戒かいが足りなさすぎる。いるのは三人の愚ぐ者しやとその操あやつり人にん形ぎよう、そして亡もう者じやだけ。内部はリンゴの樹きが育ちすぎ、整せい備びもされていない。考え得るのは──この要塞とあの三人自体が罠わなだということだ。

ラハブ：納なつ得とくのいく話です。だいたいあの三人は組そ織しきの長として愚おろかすぎる（笑）。

ＧＭ：でも天は気に入っているんだろう（笑）。

ラハブ：愛していますよ、やつらのことを（笑）。

ハウント：ともあれ、私はわずかに眉をひそめ、レオンハルトを睨にらむ。

ＧＭ：「察したようですね」とレオンハルトは言う。「この要塞はほどなくして沈しずむ。兄上があの三人を追えば──結末は見えているでしょう」

ハウント：…………。

瑠璃：どういうこと？

ラハブ：あの三人を待まち伏ぶせれば、脱出の時間が無くなるということでしょう。

志津香：ですが、四家専用とかいう脱だつ出しゆつ路ろを使えば──。

ハウント：使えれば、だ。専用とまで言われるものを部外者が容易たやすく使えるとは思わん。

志津香：あ……。

ＧＭ：「これを今生の別れにしますか、兄上？」

ハウント：──私はここで果てるつもりは無い。金きん獅じ子し騎き士し団だんをすべて闇やみに葬ほうむるまでは、亡霊でありつづける。

ＧＭ：「ならば、引き返しますか？」

ハウント：ああ、そうするとも。────と、本来ならば言うべきなのだろう。




　わずかに銃口が揺ゆれる。声に暗い炎ほのおが灯ともる。

　亡霊の脳のう裏りに浮うかぶのは、死すらも与あたえられずに苦しんだ同どう胞ほうの姿すがた。

　憤ふん怒ぬをにじませ、ハウントは仇かたきのひとりたる実弟に言い放つ。




ハウント：奴やつらを逃のがす手はない。それがたとえ、お前の策さく略りやくだとしてもだ。

ＧＭ：レオンハルトは満足げにうなずく。「さすがは兄上──」

ハウント：（割わって入って）引き金を引く。




　鳴なり響ひびくアラートを銃じゆう声せいが切きり裂さいた。

　レオンハルトの額を打うち抜ぬくはずの弾だん丸がんは、だが彼をすり抜けるようにして壁かべを穿うがつのみ。




ハウント：余よ計けいな言葉は不要だ。私はただのひとりも残しはしない。──奴らも、お前も。

ＧＭ：レオンハルトはフッ、とひとつ笑って背を向ける。「では、さらばです」

ハウント：…………無言でこちらも背を向け、走り出す。




　亡霊と獅子は再び道を違たがえる。

　赤い警けい報ほう灯とうの中、ふとレオンハルトは振ふり向むいた。視し線せんの先には闇へ消えゆく兄の姿。

「……愚おろかで、そして正しい兄上。貴方あなたはこう考えたことはありませんか？」

　もはや届とどくことのないと知りつつ、レオンハルトは言葉を紡つむぐ。

「私たちの命は、どこかで間ま違ちがっていると」

　降ふり積つもった雪のような悲しみを乗せて。







◆Middle07◆ナイトフォールとして

Scene Player ─── 瑠璃




　断だん続ぞく的てきな振動が部屋を震ふるわせ、甲かん高だかい音が耳を打つ。アラートが伝える状況は刻こく一いつ刻こくと深しん刻こくさを増まし、瑠璃の不安をいやが上にも増ぞう大だいさせた。

　何が起きたのかはわからない。だが、何が起きるのかは理り解かいできた。

　──沈しずむのだ、この海底要塞は。




ＧＭ：では次のシーン。アラートが鳴り始めた後の瑠璃たちの状況からだ。

瑠璃：自分たちは何もしていない。なのに海底要塞は沈みかけている。

ラハブ：要塞自体が罠、ということでしょうねぇ。……ハウントのシーンは見ていませんが、その程てい度どは類るい推すいできるでしょう。

ＧＭ：うん、それは問題無いだろう。ナイトフォールの連中も同じ想そう像ぞうをしている。

瑠璃：志津香さんと東雲は？

志津香：何はともあれ、瑠璃さんとの合流を目指しますわ。

ＧＭ：了りよう解かいだ。黄金のリンゴが消え、レブナントもいなくなった。すぐに合流できるよ。後ろに連れている東雲を見ると、ナイトフォールが驚きよう愕がくするけれど（笑）。

ラハブ：まあ、そういう反はん応のうでしょうねえ（笑）。

志津香：瑠璃さん！　無事ですの！

瑠璃：自分は大だい丈じよう夫ぶ。黄金のリンゴも外げ道どう祈き禱とう書も破壊した。……そちらは？

志津香：アッシュ・レドリックなら早々にＵＧＮ日本支し部ぶへと転送しましたわ。外道祈禱書を使われていたようですが、破壊したのなら安全ですわね。

瑠璃：そうだね。

ＧＭ：そこで東雲が口を挟はさむ。「評ひよう議ぎ員いんは助け出した。〝遺産〟はすべて破壊した。海底要塞もほどなくして沈むだろう。これで……ミッションの目的はすべて達成されたな」

瑠璃：ああ。

ＧＭ：「ならばこちらの仕事はここで終わりだ」と言う。そして返事も聞かず、「イン、戻もどるぞ」と彼かの女じよを蛮刀の形に戻す。

ラハブ：おや、せっかちですねぇ。

瑠璃：だが自分たちに止める理由はない。……東雲。

ＧＭ：「なんだ？」

瑠璃：お前が何を企たくらんでいるか、自分は知らない。だがこれだけは言っておく。──協力を感かん謝しやする。

ＧＭ：「礼を言われることはない。私は必要なことをしたまでだ」

瑠璃：そうだろうな。だが今は言う。……次に顔を合わせた時に戦うとしても。

ＧＭ：しばし、東雲は瑠璃を見つめた後に言う。「では、受け取っておこう」かすかに、ほんのかすかに張はり詰つめた気配を緩ゆるめて。

志津香：おお……！

ＧＭ：そして彼は「──さらばだ」と言い放って《ディメンジョンゲート》でどこへともなく消えてゆく。インが「まったなー！」とのんきな声を。

ラハブ：ええ、また。しばしの満まん腹ぷくを堪たん能のうしてください。

ＧＭ：さて、東雲は去ったがキミたちはどうする？　先ほども言った通り、もう海底要塞は沈む。この部屋からでも外がい壁へきに亀き裂れつが走り、つぶれる音が聞こえてくるくらいだ。

志津香：脱出をせねば、こちらもまずいということですわね……。

ラハブ：ナイトフォールの連中はどんな状じよう態たいですか？

ＧＭ：意い識しきははっきりしているが、心身共に限げん界かいだ。操あやつられた上に酷こく使しされていたから。

ラハブ：ふうむ、こちらも要よう救きゆう護ご状態ですか。

志津香：では彼らもわたくしが《ディメンジョンゲート》で先に脱出をさせておきますわ。

瑠璃：そうだね。志津香さん、お願い。

ＧＭ：ほう、志津香が使うのね。

志津香：そうですが……。なんですの？

ＧＭ：ちょっと〈知覚〉で判はん定ていしてもらおうか。難なん易い度どは12。

志津香：う、〈知覚〉は……ダメです、失敗しました。

ＧＭ：では志津香は《ディメンジョンゲート》を使った時、わずかに違い和わ感かんを覚える。……でもそれだけだ。違和感もすぐに消える。

志津香：な、なんなのでしょう。

ラハブ：……無理に成功しようにも、ハウントがいませんからねぇ。

志津香：気にはなりますが、今はナイトフォールの方々を逃すのが先決ですわ。さあ皆みなさん、こちらから離り脱だつしてくださいませ。

ＧＭ：鳴神たちはよろよろとゲートをくぐる。「すまんな、世話をかける」「あなたたちも早く脱出をね」と言いつつ。

志津香：ええ、すぐに逃にげますわ。

瑠璃：さて、後は少しよう佐さか……。

ラハブ：あの時「チームを抜ぬける」と言ったきりですねぇ。

志津香：まだこの海底要塞にいるのでしょうか。そしてなぜ急に──。

瑠璃：……もう一度通信を入れよう。

ラハブ：ほう？

瑠璃：少佐の行動を判はん断だんするには、材料が少なすぎる。それに安あん否ぴも知りたい。

ＧＭ：なるほどね。……ハウントはどうする？　通信に出なくても構かまわないけれど。

ハウント：これは……悩なやむな。

瑠璃：…………。

ハウント：（しばし考えてから）よし、出よう。……通信機越ごしにシーンに登場する。

一同：おお。

瑠璃：──少佐、今どちらですか？

ハウント：要塞内だ。そちらの状況は？

瑠璃：ミッションの目的はすべて達成しました。要塞そのものは勝手に崩ほう壊かいを始めましたが。

ハウント：さすがだな。……では後は速すみやかに脱出したまえ。

瑠璃：少佐は、どうするんですか？

ハウント：私はまだこの要塞で為なすべきことがある。脱出ならば自分でどうとでもしよう。キミたちは気にせずに離脱するんだ。

瑠璃：ですが……。

ハウント：はっきりと言おう。──私は個こ人じん的てきな復ふく讐しゆうを果たしに行く。邪じや魔まをするな。




　ナイフを突つきつけられる様な鋭するどい一言。

　思わず声を吞のみ込こむ瑠璃の隙すきをつき、ハウントは続ける。




ハウント：今ならば安全に脱出ができるはずだ。……さらばだ。

瑠璃：少佐！

ハウント：そう言って一方的に通信を切る。

ラハブ：さて、どうしますか瑠璃？　ハウントの行動は確たしかに我われ々われとは関係なさそうですが。

志津香：ですが少佐を放ほうっておくわけには……！

ラハブ：彼は自分で脱出する、と言ったのですよ。可か能のうかどうかはわかりませんがねぇ。

ＧＭ：さて、ではどうするかを決けつ断だんしてもらおう。ちなみに無む条じよう件けんで《ディメンジョンゲート》が使用できるのはここが最後のチャンスだ。

志津香：そうなのですか？

ＧＭ：高度な集中力を要する上に、空間と空間を繫つなぐしろものだからね。崩壊の進む海底要塞の中で使うのは非ひ常じように難むずかしくなるだろう。

瑠璃：無む傷きずでの脱出は、今しかないってことか……。

ラハブ：ま、そういうことですねぇ。……もっとも、ワタシもハウントを見み捨すてるわけにはいかぬ約束があるのですが。

瑠璃：約束？

ラハブ：イザベラに、「ハウントを連れて戻る」と約束したのですよ。魔ま人じんにとって約定は絶ぜつ対たいです。少なくとも、何もせずに帰るわけにはいきません。……もっとも、今のワタシはもう魔人ではないのですがね？




　肩かたをすくめ、ラハブは笑う。少年の顔で、年経へたもののけだるい皮肉を交えて。




志津香：わたくしも少佐を見捨てるなど、考えもしません。我々は四人でナイトフォール。あの方が何を言おうとも、それは変わりません。それに……わたくしたちにはあの方がまだ必要ですわ。彼の知ち識しきと経けい験けんが。




　志津香がりりしい眉を寄よせ、ハンマーを握にぎりしめて主しゆ張ちようする。




瑠璃：自分もふたりの意見に賛さん成せいだ。……自分は百万人を助けるために、一万人を犠ぎ牲せいにすると以前に言った。でもそれは目の前で危き機きにあっているひとりを救わないことじゃない。

ラハブ：邪魔はするな、と言われましたが？

瑠璃：事じ情じようもわからないのに、邪魔も何も無い。その場にはち合わせてから考える。

ラハブ：ごもっとも。

瑠璃：急ごう、少佐のもとへ！







◆Middle08◆復讐の一歩目

Scene Player ─── ハウント




　警報灯の赤い明かりを避さけ、ハウントは闇の中にたたずむ。

　未いまだ続く断続的な爆ばく発はつも、外壁がひしゃげ、破やぶられる音も、亡霊には見えず、聞こえない。

　その目と耳が捉とらえるのは、復讐の刃やいばを突つき立たてるべきものたちだけ。

　そして、その時はやってきた──。




ＧＭ：では次のシーンだ。場面はハウントへと移うつる。

ハウント：もう目的の場所にはたどり着いたころかな？

ＧＭ：そうだね。今は奴らがやってくるのを待っている感じだ。

ハウント：ならば物もの陰かげで様子をうかがっていよう。

ＧＭ：了解。ハウントが潜ひそむことしばし。向こうから例の三人がやってくる。「馬ば鹿かな！　馬鹿な！　私の、私の格かく式しき高い脚きやく本ほんが崩されるだと！　さらにはこの腕うでまで……っ！」

ラハブ：お、ヒゲールだ。

ＧＭ：「そ、そもそも貴き公こうが直ちよく接せつ見に行くからだろう。支し配はい者しやならば高みの見物でよかったではないか」「ぐ、ぐう、しかしやはり観かん劇げきはダイレクトに味わってこそだな……」「ふ、ふたりとも、待ってくれぇ。もっと、ゆっくり、ぶふーっ」（笑）

瑠璃：ちょ、デブ遅おくれてる！（笑）

ラハブ：（御三家になって）「だから貴公は太りすぎだと言っているのだ！　もっとスリムになれスリムに！」（笑）

志津香：スリムヘイムだけに、ですわね（きりっ）。

ＧＭ：いやスリュムヘイムだって（笑）。

瑠璃：いやいやいや、いいの!?　こんな面おも白しろいシーンでいいの!?　少佐の復讐するシリアスなシーンじゃないの!?（笑）

ＧＭ：そうなんだけど…………なんでこうなったんだろう？（笑）

ハウント：まあいい。来たのであれば正面から現あらわれよう。……どこに行くつもりかな？

ラハブ：（また御三家になって）「ひ、ひっ!?」

ＧＭ：「お、お前は……し、し、シーザー!?　シーザー・キャラハンッ!!」

ハウント：ゆっくりと仮か面めんを取る。……その通り。かつてその名前で呼よばれていた男だ。

ＧＭ：「なぜ、なぜお前がここにっ！　お前が入はいり込こんだ通路から、ここには来られないように隔壁を降おろしていたはずだぞっ！」

ハウント：……レオンハルトが手を回した、のだろうな。

ラハブ：この流れは間ま違ちがいなくそうでしょうねぇ。

ハウント：だがそれを突つきつける意味はあるまい。こう言ってやろう。……亡霊に壁など、何の意味がある？

ＧＭ：「う、うぐ……っ！」

ハウント：銃を一丁抜ぬく。……お前たちも金獅子騎士団の四家当主だ。その誇ほこりがあるならば、みずからの〝遺産〟でこの私に抗あらがってみるがいい。

ラハブ：決けつ闘とう、というわけですか。

ＧＭ：「抗う、だと……」「だ、だが我らの〝遺産〟は……」

瑠璃：さあ、どうする……？

ＧＭ：「…………キ、キミの望みを聞こうじゃないか」（笑）

一同：おおおおおおおおおおおおおい！（笑）

ＧＭ：「そうだ、わ、我らは紳しん士しじゃないか。話し合いで解かい決けつをしよう」「い、今なら金獅子騎士団に戻もどしてやってもいいんだぞ？」

ラハブ：この、ゲス具合……！　素す晴ばらしい……っ！（笑）

ＧＭ：「私は、私は最初からキミの更こう迭てつは反対だったんだ！」（笑）

志津香：（三家になって）「そうだぁ！　レオンハルトが我々をそそのかしたんだぁ！」

ラハブ：（同じく三家になって）「わ、わ、わかるだろうっ!?　あの男は恐おそろしいのだ！　私たちはやむなくキミを……。おおおおおおおっ」

ＧＭ：ヒゲの男、レズリーが拳こぶしを握にぎる。「そうだ！　ヤツに従したがったおかげで騎士団はＦＨの一部になってしまった！　これが許ゆるせるかね！」（笑）

瑠璃：お前！　本当にいまさらだな！（笑）

志津香：さっきまでいい思いをしまくってたくせに！（笑）

ラハブ：なんという豚ぶた……！（笑）

ハウント：………………そろそろ、我慢できなくなってきた。

ＧＭ：あ、すいません。ちょっと調子に乗りすぎ──。

ハウント：（素すに戻もどって）こいつらホンッッッッッッットにいいやつらだな！（笑）




　稲葉義明いなば・よしあき先生、渾こん身しんの一言であった。




ハウント：こっちがつられちゃいけない、つられちゃいけないと必死になってたんだが、もう耐たえられなかった！　俺おれさあ、こういうクズの悪役大好きなんだよ！（笑）

ＧＭ：ああ、稲葉さんそうでしたねえ（笑）。

ハウント：はー、すっきりした。いや、すまん。面白くなりすぎて（笑）。

ラハブ：こちらこそ、乗っかりすぎてしまいました（笑）。

ハウント：よし、戻すぞ。ギャアギャアとがなる三人を冷たい目で見つつ、銃を抜く。

ＧＭ：「ひ、ひぃっ！　シーザーくん！　キミの望みを──」

ハウント：私の望みはただひとつ。金獅子騎士団を闇の底へ戻すこと。お前たちと共に、だ。

ＧＭ：「わ、私たちを撃うっても騎士団は手に入らんぞ！」「そうだ、我々がいなくなれば騎士団とて崩壊する！　そんなものを手に入れてどうしようというのだ！」

ハウント：言わなかったか？　私は騎士団を手に入れるのではない。闇の底に戻すのだ。たとえ、それが騎士団を消し去るという手しゆ段だんだとしても──。

ＧＭ：「シ、シーザー・キャラハン！　キミはッ！」

ハウント：毒どく蛇へびは頭をつぶさねば蘇そ生せいする。

ＧＭ：「我々を殺せば脱出装そう置ちは動かん！　それでも──」

ハウント：問答は十分だ。私は復讐に躊躇はしない。




　ハウントはトリガーを引く。

　愛用の拳銃は主の意い志しを速すみやかに遂すい行こうし、鉛なまりの弾たまを三人へと運ぶ。

　断だん末まつ魔まの叫びを上げる暇ひまもなく、三人は物言わぬ骸むくろと成り果てた。



















ハウント：終わったか。

ラハブ：……いい奴らだった……（笑）。

瑠璃：ラハブは混まぜっ返かえさないの！（笑）

ＧＭ：金獅子騎士団を預あずかる四家のうち、三家の当主は死んだ。ハウントの復讐は半ばまで来たと言っていいだろう。……だが問題がひとつある。

ハウント：ここから、どう脱出するかだ。

ＧＭ：その通り。ではここからは時間制せい限げんを設もうける。十回判定する間に海底要塞を脱出できなければ、そこでこのセッションから脱だつ落らくする。

志津香：脱落！　それは死ぬということですの？

ＧＭ：それは秘ひ密みつだ。ただしこれ以い降こうのシーンには登場できない。無む論ろん、全員で脱落したら即座にエンディングフェイズに移ることになる。

ラハブ：なんともぞくぞくしますねぇ。

瑠璃：自分たちは登場できるのか？

ＧＭ：登場する前に、特別に〈知覚〉か〈情じよう報ほう：ＦＨ〉の判定をしてもらう。その達成値によって何回目の判定で登場できるかが変わる。ハウントの位置を予よ測そくし、素す早ばやく合流できるかどうかの判定だね。

ラハブ：なるほど。全員で判定してよいのですか？

ＧＭ：構かまわないよ。その中で一番高い達成値を使うから。

瑠璃：了解。……では先に判定をしようか。




　それぞれに判定を行なう三人。

　だが【感覚】も【社会】も得意では無い面子めんつ。最高の達成値はラハブの15となった。




ＧＭ：15ね（メモを取る）。登場できるようになったら告知するので。まずはハウントを見守ってもらおう。

瑠璃・ラハブ・志津香：…………。

ＧＭ：さてハウント。キミが立っているのは通路の真ん中だ。背後には四家用の脱出装置があること、まっすぐに行けばこの三人が居い座すわっていた部屋に行けることだけはわかっている。

ハウント：望のぞみ薄うすだとわかっていても、まずは脱出装置に賭かける。殺した連中の死体をひとつ引きずり、そこまで行ってみるぞ。

ＧＭ：了解。脱出装置は射出型のポッドだ。もちろん認にん証しようが必要だ。

ハウント：認証をだますことは？

ＧＭ：判定を試みるのであれば、技ぎ能のうと難なん易い度どを教えるよ。

ハウント：やってみよう。

ＧＭ：では〈知識：遺産〉で難易度は50。残念ながら死体はボーナスにはならない。

志津香：50!?

ハウント：さすが金獅子騎士団最大の戦力だな。何も無しに突とつ破ぱはできんか。……失敗だ。

ラハブ：別の情報があれば突破も可能かもしれませんけどねぇ。

ハウント：だが悠ゆう長ちようにそれを確かく認にんしている暇は無い。……一いつ旦たんこの場を離はなれ、先ほどの通路を逆走する。あの三人がいた部屋ならば、要塞全体の状況を把は握あくできるはずだ。

瑠璃：なるほど……。

ＧＭ：その読みは正せい解かいだ。通路を走り、たどり着いた部屋は豪ごう奢しやな内ない装そうや酒と共にコンソールが置かれ、画面には海底要塞内のあちこちが映うつし出だされている。

ハウント：やつらの趣しゆ味みにどうこう言うつもりは無い。……端末は生きているか？

ＧＭ：隔壁を動かしたりはもうできないけれど、要塞内の情報を閲えつ覧らんするのは可能だよ。

ハウント：まずは崩壊している状況を探さぐる。中央施し設せつ以外が無事ならば、そちらに逃にげる手を取るのもありだ。……判定は？

ＧＭ：では〈知識：金獅子騎士団〉か〈情報：社交界〉で判定をしてもらおう。難易度は８。

ハウント：……成功だ。

ＧＭ：崩壊しているのは中央施設だけだが、他の施設はすでにパージされている。直接行くことは不ふ可か能のうだ。

ハウント：くっ、ならば四家以外の脱出ルートは？

ＧＭ：同じく〈知識：金獅子騎士団〉か〈情報：社交界〉で難易度８。

ハウント：成功だ。

ＧＭ：緊きん急きゆう脱出用小こ型がた艇ていは外がい縁えん部にいくつか設せつ置ちされている。まだ無事なものもあるね。

ハウント：……そこに行き着くには？

ＧＭ：隔壁を最低でも二枚越え、さらに海水に没ぼつしたブロックをひとつ抜ける必要がある。

ハウント：私の装そう備びや能力では現げん実じつ的てきでは無い、か。ならば──。




　ハウントは単たん独どくでの水中脱出、無事なブロックの切きり離はなしなどを画かく策さくするがどちらも実じつ現げんが難しく断だん念ねん。そうこうしている内に判定は半分を過すぎようとしていた。

　すでに水が少しずつこちらにも流ながれ込こんでいる……。




ハウント：まずい、方ほう針しんを決めるのに手間を取りすぎたか。

ＧＭ：無茶を承しよう知ちで、何回も判定する覚かく悟ごならなんとかなったかもしれないね。……さて四回の判定を経たのでイベントだ。ひときわ大きな爆発が起きる。〈回かい避ひ〉判定、難易度10。

ハウント：くっ。達成値は６で失敗だ。

ＧＭ：爆発の振動でショートした電流が水を伝う。３Ｄのダメージだ。……12点。

ハウント：ち。弱り目に祟たたり目めだな。無理をしすぎた結果か。

志津香：少佐……。

ハウント：……どうやらここまで、だな。




　至し極ごく冷静に、ハウントは自分の限界を認にん識しきする。




ハウント：私の復讐は果たされていない。だが──このまま騎士団が、いや、レオンハルトが聖せい杯はいにこだわり続ければ、いずれヤツは瑠璃に倒たおされる。それで復讐はなる、か。




　本来ならば決着は自分の手で。それが復讐の証あかしだ。

　だが、それが成らぬのならせめて彼女たちに果たしてほしい。

　それが信しん頼らいだということを自覚せぬまま、ハウントはつぶやく。




ＧＭ：ハウントが天てん井じようを仰あおぎ、そう言ったその時──。

ラハブ：我々がやってくる、ですかな？

ＧＭ：その通り。というわけで登場可能になるよ。

瑠璃：少佐！

志津香：ご無事ですの!?

ハウント：キミたち……。（かすかに笑って）……脱出をしたまえ、と言ったはずだが？

瑠璃：（ラハブに）そんな通信、入っていたか？

ラハブ：ん？　（にやりと笑って）……いいえ、さっぱり。

ハウント：フッ、安全に脱出できる機会だというのに……。

志津香：わたくしたちが少佐を見捨てると思いまして？

ハウント：私はもはやナイトフォールではない、一オーヴァードにすぎんのだぞ。

瑠璃：関係ありません。助けられる命は助ける。それがナイトフォールです。

ラハブ：イザベラからも頼たのまれてますからな。連れて帰ると。

ハウント：……余計なことを。




　だがしかし、そう言うハウントの顔にはほほえみが隠かくされていた。




ハウント：おかげでキミたちまで私の個人的な事情に巻まき込こんでしまった。残念ながらこの場所から脱出する術すべは無い。

瑠璃：そんなことはありません。例えば聖杯がある。

ハウント：──なに!?

瑠璃：今すぐ使うわけじゃない。いいや、むしろ使いたくはない。でも、最悪それがあるとわかっていれば挑ちよう戦せんするチャンスは増ふえる。




　半ば真ま面じ目めに、半ば冗じよう談だんめかして瑠璃は言う。

　聖杯の使用は彼女にとって命を削けずることとも同どう義ぎ。それをあっさりと引き合いに出す彼女に、ハウントは知らず圧あつ倒とうされる。




ハウント：少し、あきれたように笑って言おう。……いかんな。このようなことのために、聖杯の力を使っては。

瑠璃：ええ、そのために少佐の知ち恵えが必要なんです。自分たちには。

志津香：そうです。ナイトフォールを簡単に辞やめてもらっては困こまりますわ。わたくしたち、残念ながら経験不足なのですもの。

ラハブ：そういうことです。観念することですね、ハウント。

ハウント：フッ……。少し、私は後こう悔かいしているよ。

瑠璃：後悔？

ハウント：キミたちが来てしまうのであれば、先に己おのれの事情を話しておくべきだった、とね。

瑠璃：あとでその話はゆっくり聞かせてください。

ハウント：ああ、約束しよう。

瑠璃：ではこれよりナイトフォールは海底要塞スリュムヘイムからの離脱を実行する！

一同：了解！

ラハブ：さて、ではどのように脱出しますか？

志津香：……いろいろ考えていたのですが、やはりわたくしの《ディメンジョンゲート》を利用するのがもっとも簡かん単たんではないかと思います。

瑠璃：でも、あれは安定した環かん境きようじゃないと使えないって……。

志津香：ええ、ですから他の方の力を得てその環境を作り出すのです。いかがですか？

ハウント：ふむ、確かに現実的だな。ではＧＭ、この情報端末を使って今の要塞内でもっとも安定した環境を作り出せる場所を調べよう。

ＧＭ：了解だ。では〈知識：金獅子騎士団〉で難易度８の判定。……これで五回目だ。

ハウント：問題無く成功。

ＧＭ：海底要塞の中央付近、黄金のリンゴがあったブロックの上方に適てきした場所がある。ただしそこに行く通路はすでに崩ほう落らくしているため、通るとなると力ちから技わざになる。

瑠璃：力なら自分が担たん当とうできる。……急ぎましょう、少佐。

ハウント：ああ、行こう。

ＧＭ：では通路を頭に刻きざみ込こみ、一行は崩壊しつつある要塞内を走る。外壁はすでに崩壊し、底部は水に沈しずんでいる。そして崩落した通路にたどり着く。器材や壁が外がい圧あつに押おされ、この通路にひしめいている。

瑠璃：邪魔だっ！　自分がすべて吹ふき飛とばす！

ＧＭ：ダメージを出してもらおう。50点のダメージで突破できる。

瑠璃：全力で行く！　《フルパワーアタック》！　《完全獣化》他、いつものコンボで……よし、ダメージは74点！

ハウント：余裕だな。私では二撃はかかっているところだ。

ＧＭ：瑠璃が体当たりで道を切り開き、他のものが突とつ撃げきする。そしてなだれ込んだ部屋は資し材ざい置き場だったのだろう。幾いく度どもの振動でものが散さん乱らんしている。だがここならばまだ《ディメンジョンゲート》を使う余裕がありそうだ。

志津香：ならば──。

ＧＭ：だが！　その時、部屋の壁の一部が割われて浸しん水すいが始まる。この水を止めなければ、空間が安定せず、ゲートは開けない。

ラハブ：今浸水したばかりならば、ワタシが炎で食い止めましょう。

ＧＭ：なるほど、確かにそれも可能だ。だが水は圧あつ倒とう的てきなかたまりで流れ込んでくる。生半可な炎では止めることはできない。……こちらも50点のダメージを出してもらおう。

ラハブ：ならばルリに続いてワタシも本気を見せましょう。《炎の加か護ご》＋《オリジン：レジェンド》でイフリート姿に戻る！　これでワタシの侵しん蝕しよく率りつは[image: ]％を超こえました！

志津香：も、もう[image: ]％!?

ラハブ：もう[image: ]％です！　しかしこれによってワタシは《プラズマカノン》を使用可能になる！　コンボはすべて組み合わせて…………よし、53点です！

瑠璃：やった！　ギリギリ成功！

ラハブ：あとはシヅカ、貴方の役やく割わりです。

志津香：お任まかせいただきますわ！

ＧＭ：では《ディメンジョンゲート》を使うわけだが、この極きよく限げん状態なので判定をしてもらおう。〈ＲＣ〉で難易度は15だ。

志津香：ぐっ、この【精せい神しん】が苦手なわたくしに〈ＲＣ〉……。

ＧＭ：ゲートを開けるための技能なのだからしょうがない。

志津香：いや！　今日のわたくしなら、今日の出目ならば大丈夫！　みんなもいますわ！　……てい！　よし、クリティカル！

一同：おおおおおおおおおおおおおおっ！

瑠璃：すごい、本当に今日は志津香さん無む双そうかも！

ハウント：確かに今日の調子は神がかってるな。…………む？

志津香：（ダイスを振ふって硬こう直ちよくしている）

ラハブ：おや？　どうしたのです？　（ダイスを見て）出目は４。

ＧＭ：志津香のＲＣは技能がないから、達成値は14。

志津香：い、い、い、いち足りませんわ……！

一同：えええええええええええええええええっ！（笑）

瑠璃：も、持ち上げたらこのオチかあ（笑）。

ラハブ：どこまで行ってもシヅカはシヅカですねぇ（笑）。

志津香：ぐうの音ねもでませんわ……（笑）。

ハウント：任せておけ。《妖よう精せいの手》だ。

志津香：す、すみません少佐……。

ハウント：次の判定まで持もち越こすのは危き険けん性せいが高すぎるからな。それに、少し理解した。キミたちは、まだ放ほうっておくには危あぶなっかしい。

志津香：うぐぐ。

ハウント：伸のび代しろはあるということだ。……さあ、脱出しよう。

瑠璃：はいっ！




　海底要塞が断末魔の叫びをあげる。

　外壁を、内装を、資材を、機き能のうを、すべてを氷の海に切きり裂さかれ、殺される。

　迫せまる死の気配をほんの背後に感じつつ、四人は志津香の生み出した闇の中へと身を投じた。





《プラズマカノン》　プラズマ化するほどの熱量を生み出すサラマンダーのエフェクト。









◆Middle09◆帰き還かんと告白と

Scene Player ─── 瑠璃




「瑠璃っ！　みんな、無事なの!?」

　陽光の下に投げ出された四人に、テレーズや他のエージェントが駆かけ寄よる。

　荒あらい息をはきつつ、顔を上げればそこは見み慣なれた日本支し部ぶの中庭。

　帰還成功──、ミッションは達成されたのだ。




ＧＭ：では次のシーンだ。

ハウント：帰ってきたら早々にこちらの話をさせてもらってよいだろうか。

ＧＭ：了りよう解かいだ。では帰還してすぐのシーンを作ろうか。渡わたさなければならない情じよう報ほうもある。

瑠璃：じゃあシーンは日本支部？

ＧＭ：うん。その中庭にゲートが開き、キミたちが戻もどってくるところからだね。四人が帰還し、ゲートから水が流れ出したところで消える。そんなところだ。

志津香：あ、危あぶなかった……。

ラハブ：やれやれ、なかなかスリリングなアトラクションでしたな。

瑠璃：志津香さん、頑がん張ばってくれてありがとう。

志津香：いいえ、誰だれひとり欠けても戻って来られませんでしたわ。もちろん少しよう佐さも。

ハウント：ずいぶんと無理をさせたな。約束通り、私わたしの話をしたいが……先に報ほう告こくか。

ＧＭ：そうだね。テレーズが駆かけ寄よってくる。「よく帰ってきたわね。みんな無事？」

瑠璃：負ふ傷しようはあれど、問題はありません。

ＧＭ：「よかった──。ミッションは？」

瑠璃：アッシュ・レドリック評ひよう議ぎ員いん救出、〝遺い産さん〟二点の破は壊かい、そして海底要よう塞さいスリュムヘイムの破壊。すべて滞とどこおりなく。

ラハブ：スリュムヘイムは我われ々われがやったわけではありませんがねぇ。

志津香：結果としては同じことですわ。後できちんと報告はするにしても。

ハウント：付け加えて、金きん獅じ子し騎き士し団だん幹かん部ぶ四名のうち、三名を討うち取とったことを報告しておこう。最後のひとりは殺し損そこねたがな。

ＧＭ：テレーズはすべての話を聞いて、にっと笑う。「賭かけは大勝ちってことね。さすがよ、ナイトフォール」

瑠璃：自分たちは任にん務むをこなしただけです。

志津香：東雲にも助けられました。テレーズさんが協力要よう請せいを受けてくれたおかげですわ。

ラハブ：ちなみに彼かれは終わった時点で早々に消えました。

ＧＭ：「らしいわね、あの男は」とテレーズは苦く笑しよう気味。「でもこれで最近頭を悩なやませていた問題に、すべてアドバンテージを得ることができるわ。アッシュ・レドリックを助けたことで、強きよう硬こう派はに主しゆ導どう権けんを握にぎられる恐おそれはない。金獅子騎士団も弱体化を余よ儀ぎなくされる」

瑠璃：（うなずきながら）旧きゆうナイトフォールの先せん輩ぱいたちも解かい放ほうした。

ＧＭ：その瑠璃の一言に、テレーズはこう反はん応のうする。「──え？」

瑠璃：え……って、なんですかその反応は。

ＧＭ：「旧ナイトフォールメンバーって、どういうこと？」

瑠璃：いや、だって鳴神先輩たちを外げ道どう祈き禱とう書から解放して、洗せん脳のうを解といて……。先に脱だつ出しゆつさせたじゃないですか。

ＧＭ：「脱出……？」

志津香：何か、壮そう絶ぜつにイヤな予感がしますわ……。

ラハブ：そう言えばあの時、志津香が違い和わ感かんを覚えたとかそんなことがありましたねぇ。

志津香：う……。

ＧＭ：端たん的てきに説明するね。旧ナイトフォールメンバーは日本支部に脱出していない。

瑠璃：えぇっ!?

ＧＭ：正せい確かくに言うと、テレーズたちは確かく認にんしてないってことね。志津香がゲートを開いて、どこかに脱出させたのは確たしかだ。だがここではない。

志津香：まさかゲートの出口を変えられた!?　そ、そんなことがありえますの!?

ラハブ：できるとすれば〝スナッチャー〟か、それとも──。

ハウント：レオンハルトという線もある。〝天国の門〟は私の知らない能のう力りよくがあるようだ。

瑠璃：…………。

志津香：瑠璃さん、大だい丈じよう夫ぶですか？

瑠璃：──大丈夫。少し驚おどろいたけど、問題は無いよ。

ラハブ：おお、意外ですね。落おち込こむかと思いましたよ。

瑠璃：先輩たちがどこに行ったとしても、何をされたとしても。自分の手で取り返す。……取り返せる。そう確かく信しんしたから、今は大丈夫。

ラハブ：なるほど。（丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをして）これは失礼を、我わが友ともよ。

瑠璃：いいよ、心配してくれてありがとう。……テレーズさん、先輩たちの捜そう索さくを。

ＧＭ：「ええ、すぐ手配するわ。ただしあなたたちは出しゆつ撃げきしちゃダメよ」

瑠璃：わかっています。任務後、体を休めるのも仕事……ですよね？

ＧＭ：「そういうこと。以前の教訓は活いかされているようね」

瑠璃：音声メモに取ってありますから。

ＧＭ：テレーズは笑ってうなずき、全員に告げる。「事後報告は後日こちらからするわ。今回の任務はこれで終しゆう了りようよ。……本当によくやってくれたわ。ありがとう」

志津香：どういたしまして、テレーズさん。

ラハブ：やれやれ、やっとあの氷の世界から解放されたと思うとせいせいしますよ。

ハウント：では、解かい散さんする前に皆みなに声をかけるか。……残ったのは私の話だけだな。ではセーフハウスに戻もどろう。

ＧＭ：シーンはこのまま、セーフハウスに戻ろうか。

ラハブ：途と中ちゆうでイザベラにはメールを送っておきます。彼かの女じよも心配しているでしょうし。

ＧＭ：おお、それならば彼女は紅こう茶ちやを入れてキミたちを出で迎むかえよう。ほんのかすかに安あん堵どの笑えみを浮うかべて、「おかえりなさいませ」と。

ハウント：ああ、キミにも心配をかけた。

ラハブ：この笑みだけで、ワタシが頑張った甲か斐いがあるというものです。

ＧＭ：「ラハブにも、最上の感かん謝しやを」

ラハブ：もったいない言葉ですよ、姫ひめ君ぎみ。

志津香：ではお茶にハチミツを入れつつ、わたくしから切り出しましょう。……少佐、そろそろ話していただけますか？　なぜあなたがあの海底要塞で独どく自じ行動を始めたのか。

ハウント：そうだな、話すとしよう。少しばかり長い話になるが、聞いて欲ほしい。

瑠璃：（黙だまってうなずく）

ハウント：私は──本来の名はシーザー・キャラハンという。金獅子騎士団を統すべる四家のひとつ、キャラハン家の前当主。それが私の正体だ。




　その一言を皮切りに、ハウントは自分の物語を語り出す。

　彼がかつて金獅子騎士団の幹部であったこと。弟に裏うら切ぎられ、命を狙ねらわれ、名前を捨すてたこと。復ふく讐しゆうを為なすためにＵＧＮに入り、名前と顔を捨てて亡ぼう霊れいとなったこと。

　静かに、よどみなく紡つむがれる亡霊の物語に、誰だれも口を挟はさまなかった。




ハウント：そして今回、海底要塞で私は独自の行動をとった。それはあの三家を私の手で殺すためだ。……そこには何の正せい義ぎもない。

ＧＭ：その一言にイザベラは黙って目をつぶる。

瑠璃：少佐の目的は復讐……。

ハウント：その通りだ。そして目的の半分は果たされた。

ラハブ：統とう括かつする家の75％と、最大戦力を失ったわけですからねぇ。もっとも、残り半分はこんなに容易たやすくはないと思いますが。

志津香：レオンハルト・キャラハンですか……。

ハウント：だろうな。今回の海底要塞そのものを使った罠わなは、ヤツの仕し掛かけだ。要塞も、あの三家も、もはやヤツにとって必要ないのだろう。だからこそ囮おとりにした。……つまり、それ以上の戦力がヤツの手元にはあるということだ。

志津香：半ば、我われ々われは踊おどらされたようなものですわね。

ハウント：ともあれ、私の事じ情じようはこれで全部だ。

瑠璃：──少佐、いくつか確認したい。

ハウント：ふむ、なんだろう。

瑠璃：少佐の最終的な目的は？　レオンハルト・キャラハンを殺すこと？　それともその手に金獅子騎士団を握にぎること？

ハウント：少し違ちがうな。私は……金獅子騎士団を滅めつさねばならぬのだ。

ラハブ：ほう？　首しゆ尾びよく終われば、騎士団の首しゆ魁かいに収おさまるのかと思っていましたが？

ハウント：……私が思うに、金獅子騎士団の役やく割わりは終わったのだ。陰かげに潜ひそんでいたものが、表へと手を伸のばした時に。または──それを可か能のうだと錯さつ覚かくするほどに、オーヴァードが増ふえてしまった時に。

志津香：レネゲイドの解放……。

ハウント：そう、その時に騎士団は機き能のうを失ったのだ。〝遺産〟という未知の力を振ふるい、裏うらから世界の一部を支し配はいしていたものが、レネゲイドという衝しよう撃げきにより潜むことができなくなった。かといって、表に出ることもままならない。

ＧＭ：だが、騎士団は終わりを認にん識しきできなかった──。

ハウント：私を含ふくめて、な。……そして終わりを認みとめられず、ついに彼らはオーヴァードの上に君くん臨りんするとまで言い始めた。それは太陽を目指すイカロスと同じだ。

志津香：だから金獅子騎士団を消しよう滅めつさせる、と？

ハウント：それが私の使命だ。もっとも、この思考にいたったのは最近のことだがな。

瑠璃：そのために、少佐はナイトフォールにいる。

ハウント：その通りだ。私はＵＧＮを利用し、キミたちを利用して復讐を果たさんとしていた。……二年の間瑠璃を支ささえていたのも、聖せい杯はいという巨きよ大だいな力を利用するためだった。

瑠璃：…………。

ハウント：カルディナ隊長に託たくされたにせよ、これが偽いつわらざる本心だ。

ラハブ：そして今でもそう思っている、と？

ハウント：ああ。そのためにこうしてすべてをつまびらかにしている。……これからもキミたちの力を当てにするためにな。

志津香：こっそりやるのをやめた、ということですのね。

ラハブ：いやいや、思っていた以上に貴方あなたは悪あく党とうのようだ。

ハウント：自覚もあるさ。……これで本当にすべてだ。私という亡霊はこうして生まれ、そして未いまだにこの世をたゆたっている。




　そう言って、ハウントは話を締しめくくった。

　自然と場の視し線せんは瑠璃へと集まる。若わかき隊長は、わずかの沈ちん黙もくの後に口を開いた。




瑠璃：話してくれたことを感謝する。そしてひとつ、あなたに言うべきことがある。

ハウント：……聞こう。

瑠璃：少佐、自分はあなたが我々を……聖杯を利用しようとしていたことを責せめるつもりはない。我々の目的は大おお枠わくで重なっている。協力できるからだ。

ハウント：ふむ。

瑠璃：だが──見み逃のがせないことがある。




　瑠璃の瞳ひとみがまっすぐにハウントを射い貫ぬく。




瑠璃：それは少佐、あなたが何も言わずに命を捨てようとしたことだ。あなたが我々を利用していたように、我々にとってあなたは必要な人物だ。その命を軽かろんじることは今後やめていただきたい。

ハウント：──！

瑠璃：自分が伝えたいのは、それだけだ。

ハウント：キミは……自分が利用されたことでもなく、キミたちを危き険けんにさらしたことでもなく、命の責せき任にんについて怒おこるのか。

瑠璃：自分たちは世界を護まもるチームだ。だからこそ自らの命を第一にしなければならない。世界のためにいつでも使う覚かく悟ごを持ちながら、使命のために決して生きることを諦あきらめてはいけない。──そうでしょう、少佐。

ハウント：…………。




　少女の言葉には重みがある。みずから苦しみ、時に足を踏ふみ外はずしてきたが故ゆえの重みが。

　ハウントはかすかに微笑ほほえみ、そして素す直なおに頭を下げた。




ハウント：ああ、キミの言うとおりだ。キミたちを信しん頼らいせず、独どく断だん専せん行こうをしたことを謝あやまろう。──すまなかった。

志津香：おお……。少佐が謝った……。

ラハブ：これはこれは珍めずらしいものを。

瑠璃：今後は先に言ってください、少佐。そして──これからもナイトフォールの一員でいてください。

ハウント：ああ、そうしよう。そしてこちらこそ、よろしく頼たのむ。────隊長。




　初めての呼こ称しようで瑠璃を呼よび、ハウントは差し出された手を握る。

　こうして亡霊は、夜を帰る場所とすることを誓ちかった。
















ラハブ：やれやれ、一段だん落らくですか。……これでよかったのですか、イザベラ。

ＧＭ：「はい。私はハウント様の道行きを共にゆく方ができたことをうれしく思います」

ラハブ：貴方もそのひとりですがね。

志津香：しかし……これから少佐のことはなんとお呼びすればよろしいのですの？　シーザー様と呼よんだ方が？

ハウント：これまで通りにしてくれないか？　シーザー・キャラハンという男はもう死んだのだ。私が復讐を果たしたとて、彼が蘇よみがえることはない。

志津香：了解しましたわ。

瑠璃：改めて今回のミッションはこれで終わりだ。みんなありがとう。次の招しよう集しゆうまで、めいめいに過すごして欲しい。

ＧＭ：……というところで一度シーンを切ろうか。







◆Middle10◆次なる真実

Master Scene




　草木ひとつ生えぬ灼しやく熱ねつの荒こう野やに投げ出され、彼らは目を細める。

　鳴神修護、ミカエラ・フェスタ、ガブリエラ・フェスタ、イワノフ、ソム、旧ナイトフォールの五人。ＵＧＮ日本支部へと続く志津香のゲートをくぐったはずが、見知らぬ場所。

「──解放されたあなた方に話があり、こちらまでお越こし願いました」

　かけられた声に五人は一いつ斉せいに振ふり向むき、戦せん闘とう態たい勢せいを取った。

　殺意を受け、なお微び笑しようと共にたたずむは金獅子騎士団当主レオンハルト・キャラハン。




ＧＭ：ではここでマスターシーンをひとつ。……旧ナイトフォールのシーンだ。

瑠璃：っ！

ＧＭ：彼らは志津香の《ディメンジョンゲート》をくぐり、だが見知らぬ荒野へと投げ出される。そこに現あらわれるのはレオンハルト・キャラハン。警けい戒かい……というか戦闘態勢を取る五人。




「てめぇの顔は……覚えがあるぜ」

　鳴神の歯が音を立てる。

「いいように俺おれらを操あやつってくれた、その片かた割われだな」

「その通り。〝スナッチャー〟の力で蘇よみがえったあなた方を、外道祈禱書で操った張ちよう本ほん人にんです」

　悪びれもせず、レオンハルトは答える。

「そうかい！　じゃあ礼をしねえとな！」

　間かん髪はつ入いれずに鳴神が殴なぐりかかる。だが──レオンハルトに拳こぶしが届とどく寸すん前ぜん、鳴神の姿すがたが消え、ナイトフォールメンバーの背後に現れる。

「っ!?」

「戦うつもりも、束そく縛ばくするつもりもない。ただ、伝えたいことがふたつあるだけなのです」

　動どう揺ようするナイトフォールメンバーに、変わらぬ微笑で語り続けるレオンハルト。

　警戒を解とかぬまま、進み出たのは盲もう目もくの副隊長ソムだ。

「……話してみろ」

「おい、ソム！」

「抑おさえろ鳴神。こいつは得体が知れない。今の傷きずついた我々で戦うのは難むずかしい。向こうの様子をうかがうんだ。……他の皆もいいな」

　ソムの言葉に、メンバーたちはめいめいにうなずく。あくまでも警戒態勢を解かぬまま。

「的てき確かくな判はん断だん、さすがは音に聞こえしナイトフォール。我々が操ったところで、あなた方のスペックを十全に発はつ揮きすることはできなかったようだ」

「前置きはいいわ。伝えたいこととは何？」

　冷たい声でミカエラが問う。レオンハルトは怜れい悧りな目で全員を見回し、笑みを深くした。

「ええ、それは──」




ＧＭ：そしてレオンハルトは何事かを告げる。その内ない容ようは……ここでは明かされない。

瑠璃：……？

ＧＭ：だが、それを聞いたナイトフォールメンバーの顔色が変わっていき──。




「──!?」

「真実ですよ。疑うたがうのならば、存ぞん分ぶんに調べるといい」

　愕がく然ぜんとする五人に、レオンハルトはそう付け加える。我が慢まんできず、顔を上げたのは最年少のガブリエラだ。

「あんたは！　あんたは何が狙ねらいなの！　こ、こんなことをあたしたちに伝えて……！」

「私は不ふ憫びんだと思ったからこそ、伝えただけです。これをどうするかはあなた方の自由だ」

「う……」

「あなた方は解放された。後は好きにするといい。……あなたたち自身の手で」

　そしてレオンハルトは背はい後ごに浮うかび上あがった石の門をくぐり、消えた。残されるのはナイトフォールの五人のみ。

「くっ、信じられるかよ！　あんな話！」

「で、でも、説得力はあったよ……」

　鳴神が叫さけび、イワノフは首を振ふる。ガブリエラが膝ひざをつき、ミカエラは厳きびしい目でいなくなったレオンハルトを睨にらみ続けていた。

「……我々はナイトフォールだ」

　沈黙していたソムがチームメイトに呼よびかける。

「まずは真実を確たしかめる。そして、もしヤツの言葉が噓うそではないと解わかったその時は──」

　瞬しゆん間かんだけ唇くちびるを嚙かみ、ソムは続ける。

「その時は、覚悟を決めよう」




ＧＭ：ソムの言葉に五人はうなずき、そして歩き始める。……シーンはそこで終わりだ。

瑠璃：何を聞かされたの、先輩たちは……。







◆Middle11◆夜と夜

Scene Player ─── 瑠璃




　幾いく日にちかが過すぎる。

　瑠璃たちは心身を休め、出撃の疲つかれを癒いやしていた。行方ゆくえ不明になった鳴神たちへの心配はあったものの、ＵＧＮのオーヴァードはジャーム化回かい避ひのために休養を取らねばならぬ。

　どこかもどかしい休日を過ごしている四人のもとに──彼らは現あらわれたのだ。




ＧＭ：さて、次のシーンはちょっと特とく殊しゆな進行でやろうかと思う。

ラハブ：ほう？

ＧＭ：休養中に訪ほう問もん者しやがやってくるシーンなんだが、みんなバラバラに処しよ理りする。でも話題は全部一いつ緒しよ。

志津香：ん？　どういうことですの？

ＧＭ：多分進めた方が早いかな。志津香から始めよう。……休きゆう暇か中だけど、どこにいる？

ラハブ：ふむ、ファミレスで酢す豚ぶた食べているとかどうですかね。

志津香：わたくし、そんなイメージですの!?（笑）　いやいや、庶しよ民みん的てきなことなどしませんわ。ここは……、そうですわね。北極海などに行ったので、スパあたりで体を休めます。

瑠璃：スパ！　志津香さんらしいというか、なんというか（笑）。

志津香：いやあ、実はやにおさんに「シャワーシーンくらい出せよ！」って言われたのもありまして（笑）。




　デイズ会長プレイヤー、中村やにお。サービスシーンに妥だ協きようのない男である。




ＧＭ：律りち儀ぎだな、加か納のうくんは。そんな戯たわ言ごとを実行するなんて（笑）。

志津香：（素すに戻って）イラストになるかもしれない、という夢ゆめがあるならやりますよ！

ハウント：こっちも煩ぼん悩のうまっしぐらだった（笑）。

志津香：まあ、シャワーの時に訪問者とかわけがわからなくなるから、プールサイドくらいにしようと思います（笑）。サングラスで椅い子すに寝ねそべっている感じでいかがでしょう。

ＧＭ：了解だ。ではふっとそこに影が差し、声が降ふってくる。「隣となり、よろしいかしら？」

志津香：サングラスをずらしてその人を確認しますわ。

ＧＭ：ミカエラ・フェスタ。旧ナイトフォールのスナイパーだ。

志津香：えっ!?

ＧＭ：「こっちもいるよー！」とプールから半身を出して、妹のガブリエラも手を振る。

志津香：フェ、フェスタ姉し妹まい？　思わず身み構がまえてしまいますが……。

ＧＭ：「ごめんなさい、驚おどろかせてしまったかしら」とまったく敵てき意いは無い。「改めて名乗るわね。私はナイトフォールのミカエラ」「あたしがガブリエラだよ、よろしくねっ！」

志津香：ちょっと面食らいながら答えます。……ナイトフォールの加賀美志津香ですわ。

ＧＭ：「よろしく！　新しい後こう輩はいだねー」と妹の方が無む邪じや気きに喜ぶ。

志津香：え、ええと……、というかなぜあなた方がこんなところにいるのです？　また操あやつられている、というようには見えませんが……。まず瑠璃さんのところに行かないのですか？

ＧＭ：「瑠璃に会う前に……少しあなたと話がしたくて」とミカエラはくすりと笑う。「どう、あちらのカフェにでも行かない？」

ラハブ：んー、なんだか微び妙みような雰ふん囲い気きですねぇ。

志津香：でも、興きよう味みはありますわ。……ついていきます。

ＧＭ：では三人とも水着にちょっとした上着、という出いで立ちで。席に着き、ドリンクが来てからミカエラが言う。「半分はあなたに興味があったのよ。新しいナイトフォールに、瑠璃以外の女の子がいるっていうから」

志津香：わたくしも長い間、旧ナイトフォールに……特にあなた方フェスタ姉妹に憧あこがれてきましたわ。女の身でありながら、チームの一角を請うけ負おっているあなたたちに。

ＧＭ：「いやあ、そんな。それほどでもないよお」と照れるガブリエラ。ミカエラは「ありがとう。……でも〝旧〟ナイトフォール、という言い方には違和感があるわね」と。

志津香：あ……。

ＧＭ：「いいのよ。二年も経たっているのだから仕方がないわ。……よければこの二年のことを教えてもらえる？　できれば、あの子の──瑠璃のことを」

志津香：構かまいませんわ。あくまで、わたくしから見たナイトフォールでよければ。




　そう前置きをして志津香は語り出す。

　瑠璃に課せられた重い束縛と運命。彼女がいかに苦く悩のうし、迷まよってきたかを。




志津香：これがあの方の二年間……あなた方が居いなくなってからの二年ですわ。

ＧＭ：「…………」ミカエラもガブリエラも難しい顔をして黙っている。

志津香：瑠璃さんは……見ていて不安を覚えます。誰よりも強い部分もあれば、ひどく危あやうい部分もある。うまく言えませんが……。

ＧＭ：「それは……、仕方がないことなのかもしれないわね」

志津香：えっ？

ＧＭ：「あの子には足りないものがある。本当ならば時間と共に自然と覚えるものなのだけれど、その前にひとりになってしまった」

志津香：どういうことですの？

ＧＭ：ミカエラはその問いに答えない。「あなたはなぜナイトフォールで戦っているの？」

志津香：なぜ？

ＧＭ：「理由よ。あるでしょう？　シビアな戦いに身を投じるだけのものが」

志津香：そう、ですわね……。

ＧＭ：ミカエラとガブリエラは黙って待つよ。

志津香：最初は父のためでした。わたくしの父は中ちゆう枢すう評ひよう議ぎ会かいの中で、〝遺産〟関連の案あん件けんを扱あつかうことが多いものですから。

ＧＭ：「今は違うの？」

志津香：今は…………瑠璃さんのため、という気持ちが強いですわ。

ＧＭ：「瑠璃のため？」

志津香：ため、というか、その──。




　その一言は、他人に気安く明かすものではない。

　それを承しよう知ちしながら、志津香は胸きよう中ちゆうの想おもいを口にした。まるで姉に秘ひ密みつを教えるように。




志津香：瑠璃さんと、対等の関係になりたいのです。あの方は、まだわたくしを見てもくれませんから……。

瑠璃：志津香さん……。

ＧＭ：「そう」ミカエラは優やさしく志津香の頭を撫なでる。「大丈夫、すぐにその時はやってくるわ」「うん、きっとね」とガブリエラも。

志津香：そ、それよりも！　あなた方がこちらに来た用よう件けんをうかがっておりませんわ！

ＧＭ：「お姉ちゃん、きっとこの子なら大だい丈じよう夫ぶだよ」「そうね。私もそう思うわ」という姉妹での会話があった後、「瑠璃について、重要な話があるの。よく聞いてね──」

志津香：は、はい……。

ＧＭ：というところで場面は移うつる。

志津香：え、ええええええっ!?

ＧＭ：この先をミカエラたちは話すんだが、カメラは別のＰＣに移すってところかな。

ラハブ：あー、もしかしてこれから我々にも個こ別べつに旧ナイトフォールの面々がやってくるのですか？　そして同じ話をする。

ＧＭ：うん。だから最終的には全員が話を聞くことになる。それまではめまぐるしくカメラが移るけれど。

ハウント：なるほど、映えい画がとかでよくあるシーン割わりだな。別々の場所で同じ話をする。

ＧＭ：ありていに言うと、それがやりたかった（笑）。……というわけで次はハウントに。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ハウント：では私は既き知ちの情じよう報ほう屋やに騎士団の動向を探さぐらせて、その帰りとしよう。地下駐ちゆう車しや場じようではち合わせるというのはどうかな？

ＧＭ：おお、ハウントらしい雰囲気。ではハウントが車に近づくと、陰かげからのっそりと巨きよ体たいが現れる。大きな体を精せい一いつ杯ぱい小さくして、「あのー、ええと、その節はすいません……」。

瑠璃：イワノフだ。いっつも謝ってる（笑）。

ハウント：すぐにわかるな。……イワノフ、キミか。

ＧＭ：「あ、はい。少佐、お久ひさしぶりです」

志津香：ああ、少佐は面めん識しきがあるのでしたわね。

ハウント：実はそれなりに長いつきあいだからな。……本当は戦場でも会ったが、あえて言おう。二年ぶりだな、イワノフ。

ＧＭ：「本当に。あの時はすいません……」と恥はずかしそうに頭を搔かく。

ハウント：ふむ、しかしこんな場所で待まち伏ぶせか。何か込こみ入いった事情があるようだな。

ＧＭ：「ええ、ちょっとばかり……。その、少佐、瑠璃の様子を聞いていいですか？」

ハウント：瑠璃の？

ＧＭ：「あの子、隊長になったんですよね。どうですか、少佐の目から見て」

ハウント：ふむ？　彼女は……まだまだと言ったところだな。だが大器になる片へん鱗りんはある。不安定な部分もあるので、どう転ぶかはわからないが。

ＧＭ：「そうですか。……で、では、聖杯の方は？」

ハウント：わずかに眉まゆを動かす。……イワノフの様子は？

ＧＭ：思い切って聞いた、という感じかな。固かた唾ずを吞のんで答えを待っている。その姿は娘むすめの病びよう状じようを聞いた父親のようだ。

ハウント：なるほど。ならば話してもよいか。……私し見けんが交じるが、構かまわないか？

ＧＭ：「は、はい」

ハウント：聖杯は未だ瑠璃の中にある。取とり込こんだ副作用は記き憶おくの欠落、感かん情じようの抜ぬけ落おち。症しよう状じようは──残念ながら悪化していると言わざるを得ない。

瑠璃：…………。

ＧＭ：「悪化、ですか……」

ハウント：ああ。少し前までは、本来の肉体を取とり戻もどせば食い止められるかと思っていたが。どうやらそういうものでもないようだ。

ＧＭ：「──っ！」イワノフは息を吞む。

ハウント：……どうした？

ＧＭ：「あ、いえ、その……」巨きよ漢かんは悲しげに首を振る。「それは後で話します……」

ハウント：そうか。……質しつ問もんはそれだけかね？

ＧＭ：「あ、はい。どうしても今のあの子に近い人間から、状じよう況きようを知りたかったんです」

ハウント：だがなぜ私に？　キミたちならば瑠璃自身に聞いても、ＵＧＮに問い合わせてもよいはずだ。

ＧＭ：「そ、それは……」何となく言いづらそうにするイワノフ。

ハウント：理由があるならば、私は特に聞かないが。

ＧＭ：「い、いえ、……聞いてください。少佐には伝えなければいけないんです」と、イワノフはハウントの眼めを正面から見て言う。

ハウント：ふむ……。キミはいつもそうだったな。怯おびえていることが多いが、最後の最後では必ず腹はらをくくる。強い精せい神しん力りよくの持ち主だった。

ＧＭ：「買いかぶりすぎですよ。僕ぼくは──ずっと恐こわがりのままですから」

ハウント：キミがそう言うならば、あえて訂てい正せいはしないさ。……それで、ＵＧＮに戻もどらない理由はなんだね？

ＧＭ：「戻る前に、やらなければならないことがあるんです。ナイトフォールとして」

ハウント：…………ふむ。

ＧＭ：「少佐、聞いてください。実は──」とイワノフが話し始めたところでまたカメラを移うつそう。次はラハブだ。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ラハブ：こちらはすでに話がはじまっているところからスタートするのはどうですか？　街で一番高い電でん波ぱ塔とうの上に座すわり、夕ゆう陽ひを見ながら話に花を咲さかせている。

ＧＭ：お、いいね。遠くから監かん視ししていたのを察知したとかそんな感じかな？　ちなみに来るのはソムだ。

ラハブ：でしょうね。では隣に座り、楽しく会話をしています。

ＧＭ：ソムは街で遊んでいたラハブを見ていたのでこんな風に言う。「いやいや、魔ま人じんがあのように享きよう楽らくにふけるとは。私が不勉強だったようだな」

ラハブ：ご存ぞんじありませんでしたか？　この世のすべての享楽を知らねば、人に喜びを与あたえる魔人にはなれぬのですよ。

ＧＭ：「なるほど、つまりラハブどのが遊び歩くのも魔人としての仕事というわけか」

ラハブ：その通り！　しかし残念なことにルリはこの崇すう高こうな仕事を理り解かいしないのです。主に金きん銭せん方面で！　ついには小こ遣づかいを下げる始末ですよ！　必要なのに！　必要なのに！（笑）

瑠璃：あげるはずないでしょうが！（笑）

ラハブ：魔人のことを理解していれば、涙なみだを流して限げん度ど無しクレジットカードを「これが今までの感謝の気持ちよ、ありがとうラハブ。いえラハブ様……」と渡わたしてくれるくらい当然ではないですか！（笑）

瑠璃：するか──────！（笑）

ＧＭ：ええい、虚こ空くうとではなくてこっちと会話せんかい（笑）。ソムはけらけらと笑いつつ、こう言う。「しかし、あのイフリートがまだ瑠璃のそばにいてくれるとは」

ラハブ：友人ですからね。ルリは。

ＧＭ：「──友か」

ラハブ：……いい響ひびきですね。他人の口から発せられるその言葉は美しい。

ＧＭ：「あえて問いたい。ラハブどのにとって、瑠璃は友であるべき魅み力りよくの持ち主か？」

ラハブ：十全に。何の色いろ眼め鏡がねもなくワタシを見ることのできる、唯ゆい一いつの人間ですから。もっとも、恋こいを語る相手としてはまだまだですがね。

ＧＭ：「はっはっは。そう言ってくれるか。これはうれしい。……知っているかもしれないが、ナイトフォールの中で私とカルディナ隊長だけは彼女と年が離はなれていてね」

ラハブ：ええ、そうでしたね。

ＧＭ：「瑠璃のことはどうしても娘のような気分で見てしまうのだ。……まあ、瑠璃のような年の娘がいる年ではないのだが」

志津香：ソムさん、何なん歳さいなのですの？

ＧＭ：四十前。年ねん齢れいにはこだわりがギリギリある世代。

ハウント：なるほど（笑）。

ＧＭ：「ひとり遺のこすとなった時から心配だった。彼女は──欠けていたからな」

ラハブ：未み熟じゆくという意味ですか？

ＧＭ：「少し違う。ラハブどのはナイトフォールがどのような部隊かは聞いているか？」

ラハブ：ＵＧＮの対〝遺産〟チームとしか。後はルリの思い出話ならば山ほど。

ＧＭ：「ははは、やはりそういう認識か。ナイトフォールとは──カルディナ・サレスを母親とした拾い子の集しゆう団だんなのだよ。たとえるならば〝家族〟が近い」

瑠璃：っ！　それ、すごく理解できる……！

ラハブ：なるほど、それであの結びつきですか。

ＧＭ：「ああ、そうだ。……我々には共通点があってね。全員〝遺産〟によって大切なものを失っている。私は両りよう眼め、姉妹は両親、鳴神は街そのものをね」

ラハブ：あの巨漢は腕うでですか？

ＧＭ：「いいや、イワノフは生しよう涯がいの友と愛する女じよ性せいを亡なくした。……ラハブどのも隊長に出会う前のイワノフを見れば驚おどろくに違ちがいない。彼は〝遺産〟に対する怒いかりから、みずから両手を切り落とし、あのような鋼はがねに変えたのだ」

瑠璃：そんな過か去こが……。

ＧＭ：「我々はカルディナ隊長に救われたが故に、この過か酷こくな戦いを生き抜ぬく心があった。本当ならば──瑠璃は我ら家族の中でもう少し育ててやらねばならなかったのだ」

ラハブ：手間のかかる末っ子、というところですか。

ＧＭ：「その分愛されていたよ、誰よりも。……しかし、現げん実じつには我々は彼女を置いて去らねばならなかった」

ラハブ：だから心配だった、と。……まあ大丈夫でしょう。今のルリも愛されていますよ。貴方たちとは少し違う方法ですがね。

ＧＭ：「ああ、それならば安心できる。今のナイトフォールにも、形は違ちがっても絆きずながあるのだな……」

ラハブ：はははははっ、まるで引いん退たいしたＯＢのようですねぇ。

ＧＭ：「気にかけている、ということだよ」とソムは笑う。

ラハブ：なにを言いますか。貴方がたは戻る席があるでしょう。誰も異い論ろんなど唱えない。

ＧＭ：「……残念ながら、そういうわけにはいかないのだ。事情があってな」

ラハブ：察するに、それが今こ宵よいの本題ですか？

ＧＭ：「ああ。では聞いてくれ──」というところで、最後に瑠璃。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




瑠璃：自分は休養中だけど、トレーニングに来ているということで。砂すな浜はまとか走ってる。

志津香：ちょっ、瑠璃さん！　休暇の意味わかってますの！（笑）

瑠璃：だって遊び方とかよくわからない。レネゲイドは使わないから大丈夫。

ハウント：もう、これは趣しゆ味み・トレーニングという状じよう態たいだな（笑）。

瑠璃：頭使わないので好きなんです（笑）。

ラハブ：正当な脳のう筋きんですねぇ（笑）。

ＧＭ：了解だ（笑）。瑠璃がトレーニングを繰くり返かえし、一息を入れたところからはじめよう。

瑠璃：砂浜に座すわって、ストレッチをしている。周りは寒いから誰もいない。

志津香：考えてみれば、真冬でしたわね……。

ＧＭ：では背後に気配が生まれたかと思うと、突とつ然ぜんにざばーっと水が。

瑠璃：どふぉっ!?　な、なん……!?

ＧＭ：「あっははははははははははは！　ひっかかった！　ひっかかりやがった！」と、振ふり向むけば大だい爆ばく笑しようしている鳴神がいる。

瑠璃：…………。

ＧＭ：「はははははは、は……って、なんだよ、反応悪ぃな」

瑠璃：目を細めて先輩を睨にらみ付つける。偽にせ者ものかもしれないから。

ラハブ：ああ、警戒しているわけですか。

瑠璃：一度騙だまされているから、慎しん重ちように。

ＧＭ：その雰囲気は鳴神も察するかな。では向こうは「おいおい、お前俺を本物だと思っていないだろ」と言い放ち。「……まあ仕方がねえか。経けい緯いを考えればよ」

瑠璃：（わずかに動く）

ＧＭ：「じゃあ俺が正しよう真しん正しよう銘めいの本物だってことを証しよう明めいしてやる。いいか、見てろよ──」

瑠璃：？

ＧＭ：「ミカエラとガブリエラの喧けん嘩か！」（声を裏うら返がえして）「『もっと落ち着きなさいって、いつも言っているでしょう！』『今のお姉ちゃんだって落ち着いてないじゃん！』」

瑠璃：…………え？

ＧＭ：「次！　テンパった時のイワノフ！　……『ぼ、ぼぼぼぼ、僕は、僕は、僕は今混こん乱らんしているんだな！』」

ラハブ：裸はだかの大たい将しようでしょう、それは！（笑）

志津香：こ、こんな人でしたの、この方……？（笑）

ＧＭ：あ、ちなみに全然似にてないから。

一同：似てないのかよ！（笑）

ＧＭ：うん、似てない。というわけで鳴神は超ちよう身み内うちギャグ、しかもつまらないものを延えん々えんと披ひ露ろうし続ける。

ラハブ：面おも白しろくないことがむしろ面白くなってくるような。

ハウント：ユーモアのセンスが絶ぜつ望ぼう的てきに無いのだな、この男は（笑）。

瑠璃：…………なんか、泣けてきた。

志津香：えぇっ!?（笑）

瑠璃：鳴神先輩は、昔こういうことをよくやってたんだろうなあって思うと。懐なつかしさと、それを警戒してる自分が悲しくて。ぽろぽろと涙がこぼれる……。

ＧＭ：では泣いていることに気がついた鳴神は髪かみをかき上げる。「また必殺のジョークで女を泣かせちまったな……」（笑）

瑠璃：ジョークは人を泣かせるものじゃないよ！　つまんないの！　うわーん！（笑）

ＧＭ：「ちっ、俺のジョークは面白いんだよ！」と言いつつ、困こまったように頭を搔く。

瑠璃：……先輩、本物なんですか……。

ＧＭ：「そうだって言ってるだろ。この間、お前に助けられた鳴神修護本人だ」

瑠璃：お帰りなさいって、言っていいんですか……。

ＧＭ：「…………」

瑠璃：先輩……？

ＧＭ：「いや、そう言われるにはまだ早ぇ。ＵＧＮに戻る前に、ナイトフォールとしてやらなきゃならねえことがある」

瑠璃：ナイトフォール？　それなら自分も一緒にやります！

ＧＭ：「ダメだ、お前には絶ぜつ対たいにできねぇことだ」

瑠璃：そんなことないですよ！　自分も今は隊長ですから！

ＧＭ：「いや、できねぇ」

瑠璃：できます！

ＧＭ：はあ、と鳴神はため息をつく。「瑠璃、お前ナイトフォールの使命を言ってみろ」

瑠璃：危険な〝遺産〟から世界を護る。……カルディナ隊長からずっと聞かされていたことじゃないですか。

ＧＭ：「そうだ。今、俺たちは危険な〝遺産〟を封ふう印いんするべく追っている。それはＵＧＮには対たい処しよできず、お前にも対処できない〝遺産〟だ」

瑠璃：それ、は……？




　鳴神はひた、と瑠璃を見た。

　ミカエラは目を細め、ガブリエラは唇を嚙み。

　イワノフはうつむき、ソムは遠くを仰あおぎ見みて。

　彼らは、言った。

「その〝遺産〟の名は聖杯の少女──強羅瑠璃」




一同：な────っ!?




「どういうことですの!?」

　志津香の手と声が机つくえを震ふるわせる。




志津香：記憶を取とり戻もどしたあなたたちが、なぜ瑠璃さんを封印するというんですか!?

ＧＭ：激げつ昂こうする志津香に、ミカエラはあえて冷たい声で返す。「罠にはまったからよ」

志津香：罠……？

ＧＭ：「あなた、不思議に思ったことはない？　なぜ騎士団は瑠璃の肉体をこうも調子よく返すのか」

志津香：それは……。

ＧＭ：「瑠璃の肉体は〝遺産〟を活かつ性せい化かさせる。そして一度〝遺産〟と繫つながれば、瑠璃のもとに返ってきても特とく性せいを失わない。……聖杯の副作用、悪くなっているんでしょう？」

志津香：うっ。つまり、瑠璃さんは自分の肉体を取り戻せば取り戻すほど──。

ＧＭ：ガブリエラがうなずく。「そう、聖杯を活性化させるの。このまますべての肉体を取り戻したら、あの子は聖杯を完全に復ふつ活かつさせる」

志津香：聖杯の復活……。そうしたら、何が起きるのです？

ＧＭ：ミカエラが首を横に振る。「そこまではわからないわ。でも不完全な状態であらゆる〝遺産〟を鎮しずめ、人をひとり復活させるような代しろ物ものよ。世界を変えても不思議じゃないわ」

ハウント：伝説では〝人を癒し、世界を祝福する〟とあるが……。

ラハブ：それが今の人間にとってよいものなのか、それは疑ぎ問もんですねぇ。

ＧＭ：「たとえ瑠璃が聖杯の使い手となるにしても。あの子の判断で世界が左右されてしまうのは、あまりに恐おそろしい。そしてなによりも不安なのが、これを仕掛けているのが騎士団であり〝スナッチャー〟であるということ」

志津香：だから瑠璃さんを封印する、と？

ＧＭ：「そう。私たちはそう決けつ断だんした」ミカエラは冷れい徹てつに言い放つ。




「……だが、その情報は確たしかなのか？」

　瑠璃封印を伝えるイワノフに、ハウントは疑問を呈ていする。




ハウント：確かに瑠璃の肉体と今の状況から、今の話は理解できる。だがその情報の出所はどこだ？　あまりに突とつ然ぜんの話に過ぎる。

ＧＭ：「そ、それは…………」とイワノフは躊ちゆう躇ちよしてから。「僕たち、海底要塞脱出時に別の場所に飛ばされて。そこで聞いたんです。──レオンハルト・キャラハンから」

ハウント：（眉をひそめ）……騎士団総そう帥すいの言葉を信じたと？

ＧＭ：「もちろん、僕たちも最初は信じませんでした。だからこの数日、調ちよう査さをしたんです。その結果──」

ハウント：信用に値あたいすると判断したわけか。

ＧＭ：イワノフは黙ってうなずく。

ハウント：キミたちのことだ。きっと手ぬるい調査ではなかったのだろう。……それでもあえて言おう。調査期間が短すぎはしないか？　焦あせって行動をしているようにも見えるぞ。

ＧＭ：「焦って、ですか。……ははっ、そう、かもしれませんね」

ハウント：自覚があるのか？

ＧＭ：「自覚というより、時間が無いんです。……僕たちは皆、あと三日の命なので」

ハウント：なんだと!?

ＧＭ：「僕たちは所しよ詮せん、〝スナッチャー〟によって作り出されたかりそめの存そん在ざいです。洗脳の解とけた僕たちをあいつが保ほ持じしておく必要はない。徐じよ々じよに崩ほう壊かいを始めているんですよ、この体は」……巨漢は自分の両手を見る。

ハウント：…………。




「貴方がたの事情はわかりました。しかし──」

　人差し指を回し、ラハブは素す直なおな疑問を口にする。

「それでも即そく封印という手しゆ段だんは強ごう引いんすぎると思いますがねぇ。他の手段があるのでは？」




ラハブ：それに、どうも貴方たちはルリ自身の力を信用していないように聞こえますが。

ＧＭ：「……そうだな。確かにそういった側面はある」

瑠璃：っ！

ラハブ：ふぅむ、理由もなく友を侮ぶ辱じよくされるのはワタシとしても心外なのですがねぇ。

ＧＭ：「我らとて、信じたい気持ちはある。……だが現実としてあの子が未熟にすぎることは確かだ。ナイトフォールとして、その点は見み過すごせない」

ラハブ：愛あい情じようと使命の板いた挟ばさみ、というところですか。

ＧＭ：「まさしく。……どう足あ搔がいても、これは必要なことなのだ」

ラハブ：……命を賭とした決断に、これ以上の野や暮ぼはいれませんよ。

ＧＭ：「感謝する、ラハブどの」




「だから、自分を、封印……？」

「──そうだ」

　力無くつぶやいた瑠璃の言葉を、鳴神が肯こう定ていする。

　傷きずだらけの心が、ようやく理解の兆きざしを見せる。

　つまり自分は危険なのだ。聖杯を使い、世界を壊こわすものなのだ。ならば──。




瑠璃：じゃあ、自分、死にましょう。




　結けつ論ろんはあっさりと出た。




志津香：る、瑠璃さん!?

ＧＭ：「……おい」

瑠璃：自分もナイトフォール。世界を護るために命を使う覚悟はできています。聖杯が危険だというなら、それで終わりでしょう。

ＧＭ：「おい、瑠璃」

瑠璃：ああ、封印でしたっけ。その方が聖杯が動かなくていいですよね。じゃあＵＧＮの本部にでも行けばいいですか。今すぐ行きましょうか。

ＧＭ：「おい！」

瑠璃：はい、なんですか先輩。

ＧＭ：鳴神は瑠璃を睨にらみ付つけて言う。「瑠璃……、お前はそれでいいのか？」

瑠璃：それで、いいのか……？

ＧＭ：「ああ。俺の言うとおりそのまま死んで、それでいいのか」

瑠璃：…………[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！




　拳を握にぎった。奥おく歯ばを嚙かんだ。空っぽの体内に火が灯ともる。




瑠璃：よくなければ…………どうすればいいっていうんですか……！




　怒りの火は瞬またたく間まに大きくなり、瑠璃は叫さけぶ。




瑠璃：記憶の抜ぬけ落おちるこの体で！　人とは言えないこの体で！　それでもいなくなったみんなの遺い志しを継つげると思って精一杯やってきたのに！　そのみんなに、「封印する」って言われて！　あたしは、どうすればいいんですか……っ！

ＧＭ：鳴神は眉まゆ根ねを寄よせ、瑠璃を見るだけで黙ったままだ。

瑠璃：…………先輩、あたしこの間ひとりの女の子に言ったんですよ。「キミさえ居いなければ、世界は安全だ」って。




　彼女の名は藤堂凛々花とうどう・りりか。

　瑠璃と同じく心しん臓ぞうに〝遺産〟を封ふうじられ、数多あまたの〝遺産〟使いから狙われてる少女。




瑠璃：あの子にそう言った自分が、同じ立場になったならば受け入れるしかないです。

ＧＭ：「…………」

瑠璃：それにもともとこの体は先輩たちが与あたえてくれたもの。それを封印したいって言うなら、文もん句くを言う筋すじ合あいはありません……。お返しします、この命。




　下を向いたまま、瑠璃は続ける。

　顔は上げられなかった。こちらを睨む鳴神の視線を受け止める勇気はなかった。だからこのまま終わればいいと、瑠璃はそう思っていた。だが──。




ＧＭ：鳴神は低い声で言う。「…………少しだけ、時間をやる」

瑠璃：え？

ＧＭ：「三日後に事じ件けんが起きる。その場所に俺たちはいる。その時同じ気持ちであれば、改めてお前を封印する」そう言って、鳴神は背を向けて歩き出す。

瑠璃：待ってください、先輩！　そんな時間なんか必要ないです！

ＧＭ：「…………」

瑠璃：先輩！　あたしを──




「あたしをひとりにしないでください！」
















　悲鳴のような叫びは、だが鳴神を止めるには至いたらない。

　かくりと膝が落ちた。涙が頰ほおを伝う。

　夕ゆう陽ひがすべてを赤く染そめる世界の中で、瑠璃はひとり泣いていた。

　ただ、ひとり。







◆Middle12◆人であるために

Scene Player ─── 瑠璃




　太陽は水平線の彼方かなたへと沈しずみ、空には青白い月が居い座すわる頃ころになっても、瑠璃はその場から動けずにいた。

　何もできない。何も感じない。涙なみだと共に魂たましいそのものが流れ出してしまったのだろう。

　緩ゆるやかに死を待つだけの少女の側そばに、炎ほのおがひとつ灯った。




ＧＭ：では次のシーン。

瑠璃：もう何もしない。ずっとその浜はま辺べにいる。

ラハブ：やれやれ、さすがに迎むかえに行かねばなりませんかねぇ。

ＧＭ：さっきのシーンでも確かく認にんしたけど、鳴神たちが話したことは全員知ってていいので。そして彼かれらは皆みな、「三日後に」と言っていなくなった。

ハウント：いろいろ検けん証しようしたいこともあるが……、まずはなにより瑠璃のことだな。

志津香：わたくしも追って駆かけつけますわ！

ＧＭ：ではシーンは先ほどの砂すな浜はま。もう日が暮くれ、夜のとばりが降おりた後だ。

瑠璃：ただぼうっと、月を眺ながめている。

ラハブ：そこに炎が燃もえ上あがりますよ。……無事でしたか、ルリ。と言いつつ隣となりに座すわります。

瑠璃：…………封ふう印いんされるって。

ラハブ：そのようですね。

瑠璃：…………封印されるって。

ラハブ：貴方あなたが、聖せい杯はいが危き険けんだと、ワタシも聞きました。

瑠璃：…………封印されるって。

ラハブ：ええ。それで、貴方はどう答えたのですか？

瑠璃：わかりました、それでもいいですって。

ラハブ：……本当にそう思っているのですか？

瑠璃：だって仕方がない。自分たちは今まで、有う無むを言わさず〝遺い産さん〟を処しよ理りしてきたんだ。それが自分の番になっただけ。

ラハブ：──────はぁ。




　大きなため息の後、ラハブは呆あきれたように言った。




ラハブ：ならば貴方はなぜ、まだここにいるのですか？

瑠璃：……先せん輩ぱいがどこかに行っちゃったから。

ラハブ：ならば、自分自身で封印すればいいでしょう。こんなところで呆ほうけていないで。

瑠璃：…………。

ラハブ：仕方がないなどと、己おのれに対する言いい訳わけでしょう？　貴方はただ、親しい人間に裏うら切ぎられてむずがっているに過すぎない。

瑠璃：…………。

ラハブ：だいたい彼らのやり方は迂う遠えんだ。なぜわざわざ味方の顔をして話にくるのですか。封印が必要ならば、敵てきとして現あらわれ、有無を言わせず封じればいい。余よ計けいなことを言うから貴方を苦しめる。……もっとも、彼らの狙ねらいも予想できますがね。

瑠璃：……狙い？

ラハブ：ワタシが直ちよく接せつ言うべきことではありませんよ。




　ラハブに向けていた虚うつろな視し線せんを、瑠璃は暗い海へと戻もどした。

　細波さざなみの音がひとつ、ふたつと繰くり返かえし、少女と魔人の間へ割わって入る。




瑠璃：……ラハブ。

ラハブ：なんですか？

瑠璃：あたしの存そん在ざい意い義ぎって、何？

ラハブ：答えられませんよ、そんなこと。ワタシは貴方ではありません。

瑠璃：あたしは危険な〝遺産〟を止めるだけの存在。そのあたしが、今度は〝遺産〟そのものになった。しかも世界を巻まきこむほどに危険な。だったらもう、消えるしかないじゃない。

ラハブ：…………。

瑠璃：そうでしょう？

ラハブ：いいえ、まったくそうは思いません。




　ラハブは瑠璃の正面へと立ち、視線を強くする。




ラハブ：ルリ、貴方はなぜ「自分で聖杯を止める」と言わないのですか。

瑠璃：自分で……？

ラハブ：貴方は〝遺産〟を止めるのが役やく割わりだと言った。ならば自分で自分を止めればいいでしょう。なぜそう言えないのですか。

瑠璃：だっ、て……。

ラハブ：だいたいなぜ貴方は〝遺産〟を止めて回っているのですか？

瑠璃：それは……ナイトフォールの隊長だから……。

ラハブ：ならば辞やめてしまえばいい、そんなもの。

瑠璃：えっ!?

ラハブ：そうすれば貴方は〝遺産〟を止める役割ではなくなる。消えなければならない道理はなくなりますよ。さあ、どうなのですか。

瑠璃：そ、それは……。

ラハブ：答えられますか？　答えられないでしょう。貴方の信念など、言葉遊びで吹ふき飛とぶほどのものでしかない。

瑠璃：ち、違ちがうっ！　あたしは、あたしは〝遺産〟から逃にげちゃいけないんだ！

ラハブ：……なぜですか？

瑠璃：だって、だってあたしは──〝遺産〟を止めている間だけ、人でいられるんだから！

ラハブ：（眉まゆを片かた方ほう上げて）なんですって？

瑠璃：それが役割なんだ。カルディナ隊長がそれを与あたえてくれたんだ。みんなは〝遺産〟を止めろって言って、あたしを生かしたんだ。だから、だから自分は──！




　みずからを抱だき、瑠璃は震ふるえる。その目は相手ではなく、未いまだ虚こ空くうへと向けられていた。

　ラハブが苦々しく瑠璃を睨にらみ付つける中、砂浜の入り口に車が止まる。駆かけ下おりてくるのは志津香とハウントだ。




志津香：瑠璃さん！

ハウント：……これはまた、盛せい大だいに落おち込こんでいるな。

ラハブ：来ましたか。ざっとここまでの事じ情じようを説明しましょう。

志津香：話を聞いたら、瑠璃さんの前にしゃがみこみ──思い切り頰ほおをはたきますわ。




　乾かわいた音が夜の砂浜に響ひびく。

　瑠璃は呆ぼう然ぜんと目の前の少女に目を戻した。気き丈じような彼かの女じよの目の端はしには、涙がにじんでいる。




志津香：瑠璃さん。ナイトフォールの方々はあなたを道具にするために生かしたのですか？　彼らは──そんな方々だったのですか？

瑠璃：それ、は……。

ハウント：彼らはキミに生きて欲ほしいと願ったから、キミを遺のこした。聖杯は言ってみればついでにすぎない。それくらい知っているだろう？　なぜならば──彼らはキミの家族だ。

瑠璃：家族……。

志津香：そしてあなたが自分を道具だと言うならば、ではあなたに好意を持っているわたくしたちは何なのですか？　愚おろか者ものの集しゆう団だんということですか？

ラハブ：そこにはワタシも腹はらを立てています。ルリ、貴方はワタシが唯ゆい一いつ認みとめた友であり、ワタシにとって無くてはならないもの。それをさげすむことは、貴方自身とて許ゆるしません。

ハウント：そうだな。隊長だと認めた私わたしが愚かだったということになる。だいたい封印されにいくということは、私たちを置いてゆくということだ。それにキミが言ったのだぞ、「生きることを簡単に諦めてはならない」と。

瑠璃：う、ううう……。




　枯かれたと思っていた涙がもう一度あふれる。

　仲間の言葉に虚うつろな体が再ふたたび熱を帯びたのだ。




志津香：瑠璃さん、考えてください。あなたがなぜ今まで戦ってきたのかを。

瑠璃：あたし、あたしは……。




　嗚お咽えつを繰り返し、瑠璃はその言葉を絞しぼり出だす。




瑠璃：あの人たちの後を追いたい。認みとめられたい。あの人たちみたいになりたい……！




　それは瑠璃の中に残った、最後の真実。

　無数の裏うら切ぎりと、聖杯による忘ぼう却きやくにも砕くだけなかった、唯一の欠片かけらだ。




志津香：あるじゃないですか。……立りつ派ぱな夢ゆめが。

瑠璃：夢……？

ハウント：瑠璃、今キミは真の意味で人間になったな。

瑠璃：え？

ハウント：人は夢を持つものだ。夢無きものは人にあらず。ただ生きているだけにすぎない。……私のような血なまぐさい夢でもな。

瑠璃：夢を、持つ……。

ハウント：そうだ。そしてキミの夢は我われ々われナイトフォールの方向を示しめす。今までの我々は単に与あたえられた指令をこなすためだけの集団だった。だがこれからは違う。我々はキミの夢を叶かなえるために動くチームとなる。

志津香：数々の功こう績せきを打ち立てた旧きゆうナイトフォールを追う。いい目標ですわね。

ラハブ：どうせなら追うではなく、超こすとしませんか？

瑠璃：超す？

ラハブ：実はワタシは彼らにも腹を立てていましてね。彼らはルリを侮あなどりすぎている。

志津香：同感ですわ！　わたくしたちの隊長を！

ハウント：向こうの気持ちはわからないではないがな。

瑠璃：超す、か。

志津香：瑠璃さん？




　右手を開き、一本ずつ指を折る。鍛きたえ続けた拳こぶしはこんな時にでもすぐ力を取とり戻もどした。

　握にぎった拳で涙をぬぐい、瑠璃はひとつ大きくうなずく。




瑠璃：うん、そうだね。あの人たちを追って、そして追い越そう。自分たちの手で！

ラハブ：ええ。目にもの見せてやろうではありませんか。

志津香：新しん旧きゆうナイトフォール対決。つまりこれは卒業試験というわけですわね。

瑠璃：ごめん、みんな。こんなに弱い隊長で。

ハウント：弱いことは悪いことではない。言った通りだ。

ラハブ：叩たたかれても砕くだけぬ黄金であればいいのですよ。

志津香：上に立っていてくださいませ。……いつかわたくしがその座ざを奪うばうときまで。

瑠璃：簡かん単たんには渡わたさないけれどね。じゃあ──。




　瑠璃は立ち上がり、拳を握る。

「行こう、あの人たちのところへ。そして見せよう。今のナイトフォールを」







◆Middle13◆富ふ士じの麓ふもとにて

Master Scene




　緑がすべてを覆おおい尽つくす樹じゆ海かい、富士山さん麓ろく。

　人の立ち入らぬ自然の領りよう域いきに、今蠢うごめくものたちがいた──。




ＧＭ：ではクライマックスに移うつる前に、最後のマスターシーンを。……それから三日後、富士の樹海で事じ件けんが起きる。

志津香：富士？

ＧＭ：そう。カメラが映うつし出だすのは燃もえさかる馬を連れた黒服のエージェントたち。彼らの中心にいるのは三人の人ひと影かげ。

ハウント：燃えさかる馬？

ラハブ：それよりも三人というのは、まさか──。

ＧＭ：ひとりはヒゲ、ひとりはデブ、ひとりはマッチョ。

一同：おまえらかよ！（笑）

ラハブ：ヒゲーノ！　デブッツェリン！　マッチョリウス！　生きていたのですね！（笑）

ＧＭ：いや、よく見ればあの三人ではない。ヒゲはちょっと貧ひん相そうだし、デブもあそこまで太ってないし、マッチョの体たい格かくも小さい。……というか全員四十代くらい。

志津香：あー、もしかして……。

ハウント：息子たちか？

ＧＭ：正せい解かい（笑）。で、彼らは忌いま々いましげに言う。




「ナイトフォール……！　ナイトフォールめ！　よくも我らの当主を、我らの父を！」

「フリムファクシの準じゆん備びはまだか！　やつらの本ほん拠きよであるこの国ごと、怒いかりの炎に吞のみ込こんでしまうのだ！」




ラハブ：フリムファクシ……四宝最後のひとつでしたか。

ＧＭ：その通り。ヒゲがあごを撫なでつつ言う。「くくく、四宝最高の攻こう撃げき能のう力りよくを持つこの〝遺産〟。その熱量は富士をも爆ばく発はつさせる。この炎をもって、金きん獅じ子し騎き士し団だんが我らの手によって生まれ変わったことを知らしめてやろう！」

志津香：（デブになって）「そうだ！　このフリムファクシこそ我らの剣けん！　騎士団にさらなる富を呼よび寄よせる大いなる力！」

ラハブ：（マッチョになって）「だいたい父上たちの考えは古く、そしてぬるかったのだ。これからは我ら新しきものたちの時代！」

瑠璃：……わ、わっかりやすいな、こいつら……（笑）。

ハウント：親が親なら子も子か（笑）。

ＧＭ：で、三人が息いき巻まいていると、そこに声がかかる。




「やんちゃはそこまでにしておきな」

「何者だ!?」

　振ふり向むく視線の先に、彼らはいた。

　闇やみ夜よを切り取ったようなナイトブルーのコートを身に纏まとい、胸むねと背せには月を模もした部隊章。先頭の男が獣けものじみた笑えみで答える。

「──ナイトフォールさ」




瑠璃：来たっ！

ＧＭ：鳴神、ソム、イワノフにミカエラ、ガブリエラ。五人がその場に現れて、騎士団の残ざん党とうを叩たたきのめす。演えん出しゆつは省しよう略りやくだ（笑）。

ラハブ：ああっ、三人が！　ちょっと放送できないくらいぐちゃぐちゃに！（笑）

ＧＭ：命まで奪うばわないよ（笑）。気を失った三人を拘こう束そくしつつ、しかし彼らはフリムファクシを封印も破は壊かいもしない。

志津香：お……？

ＧＭ：ただ炎を巻まき起おこし続ける神馬を視し界かいの端に止とどめつつ、彼らは言う。




「さて、準備は整った。これで彼らは来るだろう」

　そう言うソムに、イワノフは肩かたを落として答えた。

「でもナイトフォールとしてはよくないよねえ。〝遺産〟を利用して、呼よび出だすなんてさ」

「いまさら言わないでよイワノフ！　みんなで決めたでしょ！」

「そうよ。それに残党の処理までは私たちでやるのが筋すじというものでしょう」

「そ、そうだけどぉ……」

　ミカエラとガブリエラの姉し妹まいの反はん撃げきに縮ちぢこまる巨きよ漢かん。彼の肩を鳴神が強く叩たたいて言った。

「ここまで来たら腹をくくれよ。そうでないと、すぐに始まっちまうぜ？」

　鳴神の視線は遠く、森の向こうへ。

「俺おれたちの、最後の夜がよ」










　　　ＣＬＩＭＡＸ ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆夜を打うち砕くだけ

Scene Player ─── 瑠る璃り




　瑠璃は出しゆつ撃げきをあえてＵＧＮに告げなかった。

　この邂かい逅こうをたとえ味方にも邪じや魔まされたくなかったのだ。

　後から思えば、ＵＧＮが察知していなかったはずがない。間ま違ちがいなくテレーズは気がついており、そして見み逃のがしてくれたのだろう。

　だから、樹じゆ海かいの中に作られた空き地に集つどうは彼かれらだけ。

　その背せに夜を背せ負おうものだけ──。




ＧＭ：では、クライマックスを始めよう。

瑠璃：先せん輩ぱいたちが自分を呼よんでいるのはすぐにわかる。富ふ士じの事じ件けんの話を聞いたら、即そく座ざにみんなを招しよう集しゆう、出撃する。

志し津づ香か：テレーズさんにはどう言いますの？

瑠璃：……何も言わない。

ハウント：ふむ、よいのかね？

瑠璃：本当はよくないですよ。これは聖せい杯はいと、世界を巻まきこんだ問題だから。……でも、邪魔はされたくないんです。きっとこれが最後だから。

ラハブ：貴方あなたがそう言うならば、ワタシたちはそれに従したがうまでですよ。さあ、行きましょう。

瑠璃：──うん。

ＧＭ：樹海は異い常じような熱に支し配はいされている。フリムファクシを利用して、マグマを活かつ性せい化かさせているからだ。つまりその熱をたどれば、ナイトフォールの面々がいる場所へと行ける。

ラハブ：おやおやずいぶんな歓かん待たいですねぇ。ワタシにとってはごちそうのようなものですよ。……さ、こちらです。

ＧＭ：そして歩くことしばし。樹海の一部を焼やき払はらったとおぼしき空き地にやってくる。その中央には炎ほのおを纏まとう神馬フリムファクシ。そして五人のナイトフォール。彼らは全員、そろいのコートを着ている。

瑠璃：……一歩前へ踏ふみ出る。

ＧＭ：「来たか、瑠璃」と鳴なる神かみが答える。そして「お前が来たのなら、もうこれは必要ねえな」と言って、フリムファクシに拳こぶしを振ふり下おろす。

志津香：あ──。

ＧＭ：ただ力ちから任まかせの一いち撃げき。それで炎の神馬は砕くだけ散ちる。か細いいななきを残し、炎と消えた。……そして光が瑠璃へと移うつり、キミの胴どう部ぶが戻もどってくる。ただし心しん臓ぞう以外ね。

瑠璃：っ！

ラハブ：あー、もしかして、これでフリムファクシは終わりですか？

ＧＭ：うん、終わり。

ラハブ：おお、北ほく欧おう神話に謳うたわれし太陽を牽ひく馬よ……。たったこれだけですか……。アイスの棒ぼうで墓はかを建ててあげましょう。「ふりむふぁくし」、っと（笑）。

志津香：余よ計けいなことしなくていいんですのよ！（笑）

ＧＭ：ラハブはスルーだ（笑）。改めて鳴神が真正面から瑠璃を見み据すえる。いや、彼だけではない。旧きゆうナイトフォールの全員が瑠璃に注目している。

瑠璃：…………。

ＧＭ：鳴神が言う。「聖杯をどうするか、答えは出たか？」

瑠璃：全員の目を見て、胸むねを張はってこう答える。




「聖杯は自分の手で止める。先輩たちの手は煩わずらわせない」




ＧＭ：「ほう？」鳴神が片かた眉まゆを上げる。「お前自身でやる、と？」

瑠璃：聖杯を活性化させるのが自分の体ならば、それを止めることもできるはずだ。

ＧＭ：「できる確かく証しようはどこにある？」

瑠璃：そんなものはない。

ＧＭ：「なに？」

瑠璃：確証など無い。──でも、やってみせる！




　言葉は風となり、鳴神たちへと届とどかせる。

　決して揺ゆるがぬという意い志しと覚かく悟ごを。




ラハブ：ルリがダメならば、友としてワタシが止めて差し上げますよ。これでも滅めつ亡ぼうの炎という存そん在ざいですからね。聖杯と相打つことくらいできるでしょう。

志津香：そんな不ふ吉きつなことを言わないでくださいまし。わたくしは誰だれも失わせるつもりはありませんわ。──ハッピーエンドでなければイヤなのです。

ハウント：そういうことだ、ナイトフォールの諸しよ君くん。我われ々われは我々の方法を試ためす。簡かん単たんにはいくまいが、それでもやると決めたのでね。

瑠璃：先輩、これが答えです。

ＧＭ：「…………」

瑠璃：聖杯は自分たちが止める。そして、これからもこの世界を護まもっていきます。

ＧＭ：「聖杯に抗あらがうのはわかった。……だがそれで終わりでいいんじゃねえのか？」

瑠璃：？

ＧＭ：「お前はただ流されて今の位置にいるだけだ。危き険けんな〝遺い産さん〟の前に立つ必要はない。ナイトフォールの隊長なんてする必要はない。……いや、あえてこう言うか」




「お前じゃなくても世界は護れるんだぜ」




瑠璃：いいえ、それは違ちがいます。自分が……あたしが世界を護りたいんです。それが──。




「あたしが最も尊そん敬けいしている人たちが歩んだ、追いかけたい道だから」




ＧＭ：「…………」

瑠璃：…………。

ＧＭ：（にやりと笑って）「──いい啖たん呵かだな」

瑠璃：！

ＧＭ：鳴神はすぐに笑いを消し、こう言う。「確たしかに聖杯は瑠璃、お前の意志によって制せい御ぎよできる可か能のう性せいがある。それを俺おれたちは否ひ定ていしない。……だがな、その上で俺たちはお前を即そく時じ封ふう印いんする方法を選せん択たくした。そしてそれを覆くつがえすつもりはない」

ハウント：なるほど、プライドか。

ＧＭ：「そうだ。俺たちには俺たちの矜きよう持じがある。お前たちより長く、世界を護ってきたものとしてのな。──だから見せてみろ、お前たちの決意のほどを！」殺気がふくれあがる。

瑠璃：言われなくても、そのつもりです！

ＧＭ：「ああ、世界を護りたいなら、まず己おのれから護ってみせろ！」

ラハブ：さあルリ、そろそろ先せん輩ぱい風かぜを吹ふかせている連中に思い知らせてやりましょう。もはや貴方たちの時代ではない、とね。

志津香：ええ、ＯＢの方々にはここで勇ゆう退たいしていただかねば。わたくしたちではなむけをいたしましょう。盛せい大だいに！

ＧＭ：鳴神が思わず反はん応のうする。「ちょっと待てそこのイフリート！　お前に時代云うん々ぬん言われたくねえぞこら！」

ラハブ：おおっと失礼。しかし二年も寝ねていた貴方たちより、ワタシの方が最さい先せん端たんだと言えるのは自明の理かと思いますがねぇ。

ＧＭ：「なめんなこの！　俺だって操あやつられつつもちったあ覚えたんだよ！」と言うとミカエラが「何言ってるの鳴神、あなたスマホも扱あつかえないくせに」とツッコみ、鳴神が「ぐ……」と苦い顔に。

ハウント：やれやれ、決戦という雰ふん囲い気きではまるで無いな。

瑠璃：これでいいんです。……いや、これがいいんです。だってこの戦いは兄弟喧げん嘩かのようなものだから。

ハウント：（肩かたをすくめて）命がけの兄弟喧嘩かね。まあ、それもいい。

ＧＭ：「ええい、もう、口喧嘩はいいんだよ！　やるぞおまえら！」

瑠璃：はいっ！




　富士の向こうへと太陽が落ちる。帳とばりが落ちれば彼らの時間だ。

　今ここに、ナイトフォールとナイトフォールが激げき突とつする。

　共に笑みを浮かべつつ、拳を握り。




ＧＭ：というわけで戦せん闘とうだ！　敵てきはナイトフォールの五人！

志津香：ここでわたくし、旧ナイトフォールの皆みなさんにロイスを取りますわ。感かん情じようは……ポジティブが憧しよう憬けい、ネガティブが劣れつ等とう感かん。

ラハブ：ワタシも同じく旧ナイトフォールに。ポジティブが好こう奇き心しん、ネガティブは憤ふん懣まんです。

瑠璃：憤懣？

ラハブ：言ったでしょう。ワタシはルリを侮あなどった彼らに怒いかりを覚えていると。

ハウント：私わたしも彼らにロイスを。ポジティブは親近感、ネガティブは嫉しつ妬とだ。チームの家族らしさを少しうらやんでいる。

瑠璃：少しよう佐さ……。

志津香：ところで聞きたいのですが、この方たちはジャームじゃありませんわよね？

ＧＭ：違ちがうよ。あ、気になっているのはＥロイスの数かな？

志津香：そうですわ。

ＧＭ：先に明かしちゃうけど、Ｅロイスは外げ道どう祈き禱とう書の五個こと、黄金のリンゴの一個で計六個だけだよ。それ以上は無い。

ラハブ：侵しん蝕しよく率りつについてはそこを込こみで考える必要がある、ということですか。

ＧＭ：そういうこと。では改めて戦闘に入ろう！




▼第１ラウンド

[image: ]

ＧＭ：第１ラウンド、セットアップからだ。ええとこっちは……魔眼使いのソムからか。

ラハブ：ほう、何が来ますか？

ＧＭ：「まずは地の利を使わせてもらおうか」と地面にあらかじめ埋うめておいた魔眼が現あらわれる。……ということで《戦いの予感》を使用。行動値ちが22から42に。

志津香：速いっ！　そうか、この方はエンジェルハィロゥも入ってましたのね……。

ＧＭ：彼らのシンドロームについては、ナイツ一巻かんに書いてあるから参照してね（笑）。

ラハブ：では遠えん慮りよ無く（ぱらぱら）。




　読者の方は、一巻と同じものを左に掲けい載さいしたのでそちらをご覧らんいただきたい。



















ＧＭ：次がガブリエラ。姉のミカエラに声をかける。「お姉ちゃん、今日はどうする？」「……今日は〝銃じゆう〟はいいわ。あなたは〝盾たて〟になってちょうだい」「うん、わかった」

志津香：？　なんですの、今のは。

ＧＭ：いつもは《融ゆう合ごう》を使って銃になるんだけどね。今日は正面から戦うから、それを使わないという会話だ。

瑠璃：ガブ姉ちゃんが銃にならない……？

ＧＭ：「瑠璃には、こっちの戦い方は見せてなかったっけ？」とガブリエラが言う。「あたしはナイトフォールの剣けんであり、盾。何にでも変わる万ばん能のうの道具」そう言うと、彼かの女じよの髪かみと瞳ひとみの色が海を思わせる青へと変わってゆく。《生命の海》を使用。最大ＨＰが上じよう昇しようする。

志津香：変へん異い種エグザイル！　しかも話ぶりからするとカバー役ですわね！

ＧＭ：その通り。ＨＰは…………おおっ、すごい出目だ！　48点上昇！

ラハブ：これは厄やつ介かいですねぇ。

瑠璃：なんだか、みんながいつもと違う気がする……。

ＧＭ：「俺たちの底を、お前に見せる機会は無かったからな」と鳴神。「今日は最後だ。底の底まで見せてやるから安心しろ」

瑠璃：なら……自分もこの二年で得た力を、全部見せます！

ラハブ：ワタシはこのセットアップで《原初の黄：加速装そう置ち》と《原初の白：サポートデバイス》を使用。行動値が27になりつつ、ダイスが増ぞう加かします。

瑠璃：《フルパワーアタック》！

ＧＭ：ではソムが先手を取ろう。「まずはこの呪じゆ縛ばくから味わってもらおうか」と言うと、地面から浮うかび上あがった球体──魔眼の目が開く！　《停てい滞たい空間》＋《縛ばく鎖さの空間》＋《要かなめの陣じん形けい》＋《コンセントレイト：バロール》！　闇やみが瑠璃以外の三人を押おしつぶす！

ラハブ：やばいっ！　これは通すと押おし切きられるコンボです！

瑠璃：えっ!?　そんなに!?

ハウント：効こう果かは？

ラハブ：バッドステータスの重じゆう圧あつと放心、そして行動値が０になる効果です。ダメージはありませんが、受ければ完全に後手に回ります。……シヅカ！

志津香：最初からコレですの!?　ならば七星光こう輝き！　《時の棺ひつぎ》！　星のきらめきで闇を振ふり払はらいますわ！

ＧＭ：ち──、判はん断だんが早いな。判はん定てい失敗、攻こう撃げきに失敗した魔眼は消えてゆく。

志津香：使うべき時を間ま違ちがえたりはしませんわ……。

ラハブ：最初からこの緊きん張ちよう感。今までとは違いますねぇ。次はこちらなんですが。……鳴神修しゆう護ご！　よくもウチの隊長をわんわんと泣かせてくれましたねぇ。

ＧＭ：「なんだよ、また泣いたのかアイツ」

ラハブ：ええ、そりゃあもう。正直十七歳さいとしてはどうかと思うほどに。

ＧＭ：「あー、昔っからすぐ泣くんだよなあ……」

ラハブ：ええ。おかげで貴き重ちようなものが見られました。ありがとう。ガシッ（握あく手しゆの音）。

ＧＭ：ガシッ。

瑠璃：何してんの！（笑）

ラハブ：というわけでお返しに貴方がたを同じように泣かせてさしあげましょう！　さあ、ワタシの真の姿すがたを見るのです！　《炎の加か護ご》＋《オリジン：レジェンド》を使用し、イフリートの姿に！




　少年が炎に包まれ、巨きよ大だいな魔ま人じんへと変へん貌ぼうする。

　炎そのものが人の姿を取ったそれこそ、ラハブの本ほん性しようたるイフリートの姿。




ラハブ：さらに纏う炎が赤から白へと変わってゆきます。我わが友ともソロモンが封ふうじた滅亡の炎よ、今一度その姿を！　アージエフェクト《万軍撃げき破は》！　そして組み合わせられるすべてのエフェクトを使用！

ハウント：もうアージエフェクトが使えるのか！

ラハブ：はははははは、使えてしまうという方が正しいですがね！（笑）

ハウント：私はまだ[image: ]％にも届とどいていないというのに（笑）。

ＧＭ：シーン全体攻撃か。さすがにまずいな。ソムが《フラッシュゲイズ》を使ってダイスを８個減へらそう。魔眼の闇が炎を削けずる。

ラハブ：しかし《サポートデバイス》を使っているので７個残るのです。さらに旧ナイトフォールのロイスをタイタスに、クリティカル値を下げます！

瑠璃：ここでもうタイタスを使っちゃうの!?

ラハブ：強つわ者もの相手に緩ゆるめる手はありません！　富士の火力、そしてフリムファクシの残ざん滓しまでも吸すい取とって──達成値51！

ＧＭ：くっ、巨大な白炎が放出されるな。ガブリエラはガード！　その他は全員回かい避ひ失敗！　ガブリエラが《崩くずれずの群むれ》でミカエラをカバーリングだ。

ラハブ：吹ふき飛とびなさいっ！　66点装そう甲こう無む視しダメージ！

ＧＭ：ガードは《磁じ力りよく結界》＋《スプリングシールド》！　（ダイスを振ふって）44点止めて、カバーリングしてるから都合44点ダメージ。イワノフはＤロイス機械化兵の効果で10点軽けい減げん。ソムは《斥せき力りよく障しよう壁へき》で自分のダメージを12点軽減。……全員倒れない。

ラハブ：ふふふ、さすがです。そしてワタシの侵蝕率はこれで[image: ]％！（笑）

瑠璃：いきなりレッドゾーンに！（笑）

ラハブ：正直、もう攻撃したくないレベルです（笑）。

ＧＭ：大だい丈じよう夫ぶなのか、おい（笑）。次はミカエラの手番だが……ここは待機しよう。スナイパーはじっと様子をうかがっている。

志津香：気持ちの悪いことを……。

ＧＭ：そして妹のガブリエラと鳴神が行動値12で同じ。ガブリエラから動こうか。まずは《骨ほねの剣つるぎ》＋《メタルフュージョン》で全身の骨を強くしつつ、傷きずを回かい復ふくする。メジャーは《紫し電でんの刃やいば》＋アージエフェクト《ヴァイタルボルト》。

瑠璃：またアージエフェクト……。

ＧＭ：ひとりひとつＤロイスとアージエフェクトか、それに類するものを持たせているんだ。これの効果で全員に一回だけの装甲無視効果をつけつつ、ＨＰ20点回復。

ハウント：ラハブの攻撃が回復されていくな……。

志津香：先手の有利があっという間に消されていく。なんというチームワーク。

ＧＭ：そして鳴神の手番か。彼は正面から歩いてきて、瑠璃に言おう。「さあ、見せてやる。これが俺の全力、そして俺の奥おくの手てだ！」《完全獣じゆう化か》＋《究極獣化》＋《知ち性せいある獣けもの》＋《インフィニティウェポン》＋《アーマークリエイト》＋《ハンティングスタイル》。




　鳴神が一歩を踏ふみしめる度たびに、コートの下の姿が変わってゆく。

　それは鋼はがねに覆おおわれた獣、二足で歩く異い形ぎようの姿だ。




瑠璃：武ぶ具ぐを使うキュマイラ！

ＧＭ：そういうことだ。鳴神は大地を蹴けると、右手を振ふり上あげる。ガントレットが巨きよ大だい化かし、キミたちを押しつぶす！　《ギガンティックモード》＋《ペネトレイト》その他！

志津香：《ミスディレクション》！　四星展てん開かい！　幻げん影えいを生みますわ！

ＧＭ：ちっ、単体攻撃に強きよう制せい変へん更こうか。ならば志津香を狙ねらう！「いい判断だ。だが止められるかな！」達成値は41！

志津香：ガード！　せめて一撃耐たえられれば！

ＧＭ：ダメージは57点、装甲は無視だ！

志津香：ガード値は２点。ダメージは55。あ────────、３点足りなくて死んだ！

一同：志津香──────────っ！（笑）

ラハブ：あまりにもシヅカらしいこの結果（笑）。

志津香：くっ、悔くやしいですわ！

ＧＭ：出目次し第だいで生きていたかもなあ（笑）。

ラハブ：しかし結果が出てしまったのは仕方がないでしょう。《原初の黒：奇き跡せきの雫しずく》です！　ワタシの炎で目覚めなさい、シヅカ。

志津香：助かりましたわ。ＨＰは20点で復ふつ活かつします。

瑠璃：……思わずにやっとしちゃうかな。これが鳴神先輩の本気か。

ラハブ：ずいぶんと誇ほこらしげですね、ルリ。

瑠璃：超こえるべき壁かべとは言え、自分の先輩だ。素す直なおにうれしい。

ハウント：壁だとわかっていれば十分だ。……さて、私の手番だが狙ねらいはどうする？

志津香：ソムさん、でしょうね。あの方の能のう力りよくは致ち命めい的てきに過すぎますわ。

瑠璃：そうだね。次にまたあのコンボを撃うたれると、詰つみかねない。

ハウント：了りよう解かいだ。ならば二丁拳けん銃じゆうをソムへと向ける。《マルチウェポン》＋《コントロールソート》その他のコンボだ。……達成値は27。

ＧＭ：ぐ、ソムでなければ避さけられる可能性のある数字。……回避失敗。

瑠璃：よし！

ＧＭ：だがガブリエラが攻撃軌き道どう上に飛び出す！　《崩れずの群れ》＋《命のカーテン》！

志津香：遠えん距きよ離りカバーリング！　そんなものまで持ってますの！

ＧＭ：「チームの盾になるって言ったよ！」と言いながら両手を組んで銃じゆう弾だんを受ける。

ハウント：ダメージは36点だが……。

ＧＭ：ガード値で０点だね。「弱いところを狙うのは定石だけど、だからこそ対たい応おう策さくも練られているんだよ」とミカエラ。

ハウント：然しかりだ。……だがこれは厄介だな。

瑠璃：（ルールブックを見て）《命のカーテン》の射しや程ていは10メートル。つまり誰を攻撃しても、ガブ姉ちゃんがかばってくるってことか……。

ラハブ：我々にできるのは《命のカーテン》が尽つきるまで攻撃することのみですか。

志津香：いや、もうひとつだけ手がありますわ。

瑠璃：えっ？

志津香：問題は、かなりの賭かけになるということなのですが……。

瑠璃：いいよ、志津香さん。危険を冒おかさずに勝てる相手じゃない。

志津香：そう、ですわね。……わかりました！　ではわたくしの行動はメジャーアクションで離り脱だつ！　10メートル後ろに下がりますわ！　そして次のイニシアチブに割わり込こみ！　《マグネットムーブ》でガブリエラさんを引ひき寄よせる！

ラハブ：なるほど！　《命のカーテン》の射程から相手を引きずり出す方法ですか！

志津香：その通り！　しかしその代わり、わたくしは味方を誰もカバーリングできなくなってしまうのですわ……。

ハウント：確かに賭けだな。そして互たがいに防ぼう御ぎよを犠ぎ牲せいにした攻撃の構かまえになった。

ＧＭ：「殴なぐり合あいってわけだな。悪くねえ」と鳴神。

ラハブ：見るからに好きそうですからねぇ、貴方は。

ＧＭ：だが手番はここでイワノフだ。リニアヴィークル相当のフットブースターが起動する。マイナーアクションで大型てき弾だん砲ほうを用意！　両りよう腕うでを二門のキャノン砲へと変える！

ハウント：戦争でもやる気か、キミは！（笑）

ＧＭ：「全力ですから！」と言いながら瑠璃のエンゲージを攻撃！

志津香：やらせませんわ！　《ミスディレクション》！

ＧＭ：再ふたたび単体攻撃か。ならば一番侵蝕率的に余よ裕ゆうのある少佐を狙ねらおう。アージエフェクト《クルーエルデバイス》その他で攻撃！　達成値38！

瑠璃：殺さつ戮りくのアージエフェクト!?

ラハブ：過か去こに復ふく讐しゆう鬼きだった、という話の通りですか。

ハウント：回避は失敗だ。

ＧＭ：ダメージは57点。掠かすめただけで人が吹ふき飛とぶような砲ほう弾だんだ。

ハウント：では衝しよう撃げき波はの嵐あらしの中、悪あく霊りように命じて私の両りよう腕うでが動く。──《ラストアクション》。

瑠璃：来たっ！

ハウント：攻撃時にこそ隙すきができるもの。狙ねらわせてもらうぞ。改めてソムに向けて二丁拳銃を放つ。Ｄロイス復讐者の効果も使用だ。……達成値31！

ＧＭ：ソムの回避は失敗。そしてガブリエラもカバーできない！

ハウント：ダメージは……80点！　どうだ!?

ＧＭ：80!?　アージエフェクト《拒きよ絶ぜつの後光》！　ソムが目を覆おおっている布ぬのを取り去る。眼がん窩かに仕し込こまれた魔眼が闇を吐はき出だして銃弾を削けずり取とる！　そのダメージを０に！

ハウント：なんだと！

ＧＭ：「今のは危あぶなかったな……」と言うソムはびっしょりと汗あせにまみれている。

ハウント：く……。私も旧ナイトフォールへのロイスをタイタスにし、踏ふみとどまるぞ。

志津香：ですが切り札は使わせましたわ。今はそれでよしとしましょう。

瑠璃：そして自分の手番か。……鳴神先輩。自分も掛かけ値ね無しの全力を見せます。先輩たちがいなくなってから得た、すべての力も含ふくめて！




　瑠璃はジャケットを投なげ捨すてる。

　その体は淡あわい光に包まれ、見る間に銀ぎん狼ろうの姿へと変わってゆく。

　金きん属ぞくのたてがみを持つ、美しき獣の姿へと。




瑠璃：マイナーで《完全獣化》＋《剛身獣化》＋《破は壊かいの爪つめ》！　メジャーで《獣の力》＋《コンセントレイト：キュマイラ》！　先輩、行きます！　達成値は42！

ＧＭ：「ああ、殴なぐり合おうじゃねえか！」鳴神は避よけず、《復讐の刃》で殴り返す！

志津香：どこまでも男らしい（笑）。

ＧＭ：それしかできないとも言うがな（笑）。こちらの達成値は39だ。だがここでガブリエラが《命のカーテン》でカバーリングに入る。鳴神は「ガブリエラ！　邪魔すんな！」って言うけど、「うるさい！　これはチーム戦なの！」と返される。

ラハブ：ほぼ喧嘩状じよう態たいですな（笑）。

ＧＭ：うむ。瑠璃の攻撃だし、ガブリエラは《磁力結界》を使おう。ガード値大おお幅はばアップだ。

瑠璃：誰が入ってきても気にしない！　一心に攻撃する！

志津香：ならばそれを加速させますわ！　アージエフェクト《暴ぼう食しよくの魔ま王おう》でダメージロールを上げます！　三星展開！　瑠璃さんにさらなるスピードを！

瑠璃：志津香さんからの支し援えん込みで……ダメージは88点！

ＧＭ：ガブリエラのガード値は59点。都合29点ダメージだ。そして鳴神の反はん撃げきは48点！

瑠璃：《剛身獣化》で増ふえた装甲値で防ふせいで、ＨＰは残り19点。耐たえた！

ＧＭ：「ちっ、前ならＫＯしていたのにな」

瑠璃：打たれ強くなったんです。たくさん戦ってきましたから。

ＧＭ：鳴神はにやっと笑って、再び構かまえる。そして後は待機していたミカエラか。……今狙うとしたらラハブだろうな。

ラハブ：ワ、ワタシですか!?　そんなぁ、ワタシは無害でお茶目な魔人ですよ～？（笑）

ＧＭ：うるさいっ！（笑）　観察して、一番限げん界かいが近いのがラハブなのは狙そ撃げき手しゆの彼女にはわかってしまうのだ。

ラハブ：ぐう。まずいですね、ここでタイタスを切ったら後が……！

ＧＭ：マイナーアクションは《光の衣ころも》＋《ブラッドコントロール》。メジャーは《封印の呪じゆ》その他で攻撃。自前のライフルに自分の血けつ液えきから作った弾だん丸がんを込こめ、発はつ射しやする。なおこれを受けると次の判定のクリティカル値が１増ふえる。

ラハブ：攻撃封ふうじにもなるわけですか。

ＧＭ：その通り！　冷れい徹てつな目でミカエラは魔人を狙う。……達成値は34。

ハウント：仕方があるまい。私が止めよう。《束そく縛ばくの領りよう域いき》だ。……《妖よう精せいの手》と《勝利の女め神がみ》まで使って達成値45。攻撃を失敗させるぞ。

ラハブ：ありがたい！

ＧＭ：では弾丸は魔人をそれ、あらぬ方向へと飛ぶ。ミカエラが驚おどろいたように「私の指が、動かなかった……？」とつぶやく。

ハウント：亡ぼう霊れいの仕し業わざだよ、レディ。




▼第２ラウンド

[image: ]

ＧＭ：さて、ラウンド変わって再びセットアップからだ。

志津香：まずい、誰も倒たおせていませんわ……！

ハウント：じりじりと追おい詰つめられている。まさにそういう雰囲気だな。

ラハブ：ワタシがここでＳロイスを昇しよう華かさせますか？　もう一度《万軍撃破》を使えば、さすがに彼らとて無事ではすまないはず……。

瑠璃：ダメだ、ラハブ。それは許きよ可かできない。

ラハブ：しかし、ルリ……。

瑠璃：先輩たちに勝つのは、自分たちが本当のナイトフォールになるためだ。その戦いでラハブが消えてどうする。

ラハブ：…………そう、ですね。

瑠璃：大丈夫。自分たちは勝てる。ひとつひとつ積み上げていこう。

ラハブ：ええ、そうしましょう。貴方を信じて。……ではワタシは《加速装置》＋《サポートデバイス》！

瑠璃：《フルパワーアタック》！

ＧＭ：こちらはセットアップに使うものは無しだ。ではラハブの手番だな。

ラハブ：ここでソムを落としに行きます。勝負どころですからね。《炎の加護》＋《原初の青：光こう芒ぼうの疾しつ走そう》でソムたちのエンゲージに。そして《災さい厄やくの炎》その他のコンボ！

ＧＭ：くっ、ソムは追い詰められている。仕方がない、最後の切り札だ。《フラッシュゲイズ》＋Ｄロイス愚ぐ者しやの黄金！　ダイスを10個減へらす！　もう片かた方ほうの眼に仕込まれたデミクリスタルが魔眼の闇を深くする！

ラハブ：ぐう、キラキラしてるからってえらぶってんじゃねえぞオラー！（笑）

瑠璃：なんでいきなりチンピラになるの！（笑）

ラハブ：ダイスが５個まで減ったからですよ！（笑）　ま、まずい……。

ハウント：大丈夫だ。いざとなれば《勝利の女神》がある。

ラハブ：おお、ハウント。貴方が仲間で本当によかった（笑）。ならば行きます！　……おおおお、ダイス目26！　達成値46！　ソムとイワノフ両方に攻撃です。

志津香：５個でも十分の高さ！

ＧＭ：回避が得意でないソムに無茶を言うな！　ふたりとも回避失敗だ。

ラハブ：83点装甲無視！　どうですか！

ＧＭ：ダメだ、ソムはどう考えても落ちる。ならば《斥力障壁》をイワノフに使おう。さらにミカエラがアージエフェクト《喰くらい尽つくす霧きり》を使用。発射された弾丸が血の網あみとなり、炎を防ふせぐ。……イワノフへのダメージは都合20点。

ハウント：自分自身より仲間を優ゆう先せんしたか。




「これでも副隊長なのでね。部下を護まもる義ぎ務むがある」

　言葉と同時、盲もう目もくの魔眼使いの膝ひざが折れる。

「最年長が一番先に落ちるか。なんとも格かつ好こうがつかないものだな……」




ラハブ：いえいえ、貴方はよくやりましたよ。おかげでワタシの侵蝕率はもう[image: ]％です。ほぼ何もできません。

ＧＭ：気を失ったソムの肩を隣となりのイワノフが叩たたき、「ありがとう、ソム。おかげで僕ぼくはまだ動ける」と言う。そして手番はミカエラ。……志津香を狙い、ガブリエラを自由にする。

志津香：くっ、一番されたくないことを。

ＧＭ：それをするのがミカエラの役やく割わりだ。みずからの血から弾丸を作り、ライフルを撃うつ。……先ほどと同じコンボで達成値28。ダメージは38点だ。

志津香：旧ナイトフォールのロイスをタイタスにしますわ！　ガブリエラさんにしがみつくようにして倒たおれるのを防ふせぎます。まだまだ！

ＧＭ：「いい気き迫はくだ！」と鳴神。彼が《インフィニティウェポン》を作り直し、それを天に掲かかげる。「礼に見せてやるよ。俺の切り札を！」先ほどのコンボに《ギガノトランス》を組み合わせる！

瑠璃：シーン全体攻撃!?

ＧＭ：巨大な拳を地面に叩たたきつけると、あたり一帯に衝撃波が襲おそいかかる！　達成値は42！

ハウント：そちらが切り札ならば、こちらも切り札を使おう。鳴神にロイスを取り、アージエフェクト《支し配はい者しやの呪じゆ詛そ》。その達成値を20下げる。

ＧＭ：うお、いきなり達成値が半はん減げんした！

ハウント：キミたちと違ちがって、私は悪霊を取とり憑つかせることしかできないのでね。だが縛しばらせてもらおう！




　このリアクションに瑠璃、ラハブ、志津香は失敗。ハウントは《勝利の女神》を使用して成功となる。受けた三人はそれぞれにタイタスを昇華して生き残る。だが──。




志津香：だ、大丈夫ですのラハブさん？　もう戦闘不ふ能のうのままの方がよかったのでは？

ラハブ：ま、ま、まだいけるはず。ほんの、ほんの少しの行動ならば……。

瑠璃：さっきも言ったけれど、戻って来られないような状態はＮＧだよ！

ラハブ：ええ、計算はしていますとも。ええ……。

ＧＭ：ホントに大丈夫か？（笑）さて、ガブリエラの手番か。さっきのＨＰ回復はシーンに１回しか使えないエフェクトだから……志津香に攻撃をする。

志津香：しまった！　この方攻撃もできるのですの!?

ＧＭ：「得意じゃないけど、必要とあらばそのくらいするよ！」と雷かみなりを纏まとった腕で攻撃！　エフェクトは何も使用せずに……達成値23！

志津香：せめてガードを！

ＧＭ：ダメージは20点だ。装甲は《紫電の刃》が残っているので無む効こう。

志津香：う、うう、また２点足りませんわ。目の前のフェスタ姉し妹まいにロイスを取り、タイタスにして昇華！　わたくしがここで倒たおれれば、あなたを押おさえることができません！

ＧＭ：「しぶといね……！」と言うガブリエラの顔には焦あせりが見える。

志津香：チキンレースのようなものですわ。……とはいえ、これでタイタスを３回使って残りロイスが３個。さすがにもう次は無いですわね……。

ハウント：ならば、攻撃役を動く前に落とす！　ここはレオンハルトのタイタスを昇華して、クリティカル値を下げよう。イワノフに銃を向け……よし、ダイスが走った！　達成値83！

一同：おおおおおおおおおおおおおっ！

ＧＭ：回避は失敗。ここでその出目かっ！

ハウント：天運味方せり、かな？　ダメージは67点だ。

瑠璃：どうだ!?

ＧＭ：10点軽減しても……ダメか。ＨＰが０になる。まだだいぶＨＰ残したんだが……。イワノフは銃弾を受け、体のあちこちをスパークさせつつ言う。「少佐、容よう赦しやないなあ……」

ハウント：キミたちが全力であるように、私も死力を尽つくしている。キミとてこの場で手を抜ぬかれたくはあるまい？




「ははっ、確かに」

　笑いと共に巨きよ体たいが傾かしいだ。

「お先に倒れます。みんな、ごめん──」




ＧＭ：と言ってイワノフは仰あお向むけに倒れる。

瑠璃：これでふたり！

志津香：続けてわたくしがガブリエラさんに攻撃！　《バリアクラッカー》付きで行きますわ。これでガードできないはず！　……達成値32！

ＧＭ：防御役の天てん敵てきだな。回避は失敗。

志津香：《暴食の魔王》。ここでガブリエラさんを落としますわ！　ダメージ65点！

瑠璃：でかい！

ＧＭ：加速したハンマーがガブリエラの防御をすり抜ぬけ、体の中央を痛つう打だする。──だがまだ彼女は踏みとどまる。「それじゃ、まだ、足りないよ……！」

志津香：く──！　ナイトフォール、強い……っ！

ＧＭ：「強くないと、世界なんて護まもれないからね」と限界の近い顔でガブリエラが言う。

志津香：ならば、そこにわたくしたちも追いつくまで！

瑠璃：その通り！　自分も愚ぐ直ちよくに殴なぐる！　鳴神先輩に同じコンボで！　達成値76！

ＧＭ：《復讐の刃》で達成値39！「ああ、男も女も黙だまって拳で語るもんだ！」




　鳴神の拳と、瑠璃の牙きばが交こう錯さくする。

　だがそこに──蒼あおい影かげが割わって入る。




ＧＭ：そこにガブリエラが《命のカーテン》を使って最後のカバーリング！

瑠璃：ダメージ……よし！　[image: ]点！　どけえええええええっ!!

ＧＭ：三桁けたか！　こちらはダメージ46点だ。

瑠璃：耐たえられないが……〝スナッチャー〟のロイスをタイタスにして昇華する。もう自分は変わる。それはヤツとの関係も例外じゃない。

ＧＭ：ガブリエラは銀狼の一撃を受けて数メートル吹ふき飛とばされ、片かた膝ひざをつく。「いった─────。まったく、強くなっちゃって……」

瑠璃：みんなに教えてもらったことを、繰くり返かえしてきただけだよ。




「ふふ」

　蒼そう白はくな顔に、自然と笑みが浮うかぶ。

「そっか、後こう輩はいの成長ってうれしいものなんだ……ね……」




ＧＭ：そう言ってガブリエラは倒れる。

瑠璃：ガブ姉ちゃん……。

志津香：感かん傷しように浸ひたるのは後ですわ。これで、後はふたり！

ＧＭ：追い詰められているか。だがまだミカエラはノーダメージだ。さて、どうなるかな。

一同：う……！

ＧＭ：さあ、理り解かいできたら次のラウンドに移うつろうか！




▼第３ラウンド

[image: ]

ＧＭ：こちらはセットアップに宣せん言げんはない。

ラハブ：…………《加速装置》！

志津香：待ってくださいラハブさん！　その状態で動くつもりですの!?

ラハブ：全力など出しませんよ。ですが、やるしかないでしょう。ミカエラより早く動けるのはワタシしかいない。

志津香：うぐ……！

ハウント：今の侵蝕率は？　そして攻撃するとどうなる？

ラハブ：[image: ]％です。攻撃はエフェクトにもよりますが、最低でも４％上昇します。現げん在ざいのロイス数は４個。Ｅロイスは６個ですから、最大でダイス18個分引き下げができます。

ハウント：十面ダイス18個の期き待たい値ちは……99か。

瑠璃：最さい低てい限げんの攻撃で、[image: ]％。勝負はできる──。

ＧＭ：逆ぎやくに言うと勝負をしないといけないレベルだね。万が一はある。

瑠璃：それは──。

ラハブ：ダメです、ルリ。ここでミカエラを見逃した場合、彼女は容よう赦しやなくシヅカを戦闘不能にするでしょう。ハウントもナルカミの攻撃に耐えられない。結果、このふたりを貴方ひとりで倒たおさねばならなくなるのですよ。

瑠璃：く──っ！

志津香：確かに、それは詰みますわ……。

ラハブ：切れる札をすべて使ってここでミカエラを倒す。それ以外にワタシたちが勝つ目は無い。……ここで守りに入ってはいけないのです、ルリ！

瑠璃：わかった！　でもラハブ、必ず戻ってこい！

ラハブ：仰おおせのままに、我が友よ。消えるつもりなどありませんとも。

瑠璃：ラハブに指令を出しつつ、自分は《フルパワーアタック》を使用する。

ＧＭ：了解だ。さて、では運命を分けるラハブの攻撃だな。

ラハブ：うおおおおおおおおおおお！　まずは……イフリート徒歩！（笑）

志津香：徒歩！（笑）

ＧＭ：ただマイナーアクションで近づいただけじゃねえか！（笑）

ラハブ：意い気き込ごみが違うのですよ！　そしてミカエラに近づき……イフリートぉぉぉ《プラズマカノン》！

ハウント：（笑いながら）ち、近ちか寄よる必要なかったじゃないか！（笑）

ラハブ：だから意気込みなのです！　ダイスは５個！　クリティカル値は10！　喰くらえええええええええええっ！　……ほら、クリティカルした！

一同：うそおおおおおおおおおおおおおおっ!?

ラハブ：意気込みは届とどくのです、己のダイスに！　出目14、達成値34！

ハウント：勝負どころだ。《勝利の女め神がみ》で達成値に＋18だ。合計52！

ＧＭ：ユニークアイテム貴き人じんの礼れい装そうを使用し、達成値＋15しても……ドッジは失敗だ。

ラハブ：そんなものを隠かくしていたのですか……！

志津香：《暴食の魔王》も使いますわ！　六星集約！　炎をミカエラに集中させる！




　ラハブの体から巻まき起おこる最後の炎が、志津香の星に導みちびかれてミカエラを襲おそう。

　静かなる狙撃手を縛しばるのは、ハウントの放つ悪霊たち。




ラハブ：我ら三人の力を結集した一撃です！　ダメージは──86点！

ＧＭ：《喰らい尽くす霧》だ！　ダメージを…………25点軽減では足りない！　くうっ、もう少しダイス目がよければっ！

一同：よおおおおおおおおおおし！

ＧＭ：爆炎が去った後、ミカエラはライフルを手放してフッと笑う。「正せい確かくな判断、素す早ばやい対たい応おう。急きゆう造ぞうのチームとは思えないわ」

志津香：組んだ期間は短くとも、我々はいくつもの死線を共にくぐり抜ぬけてきました。その絆きずなは決してあなたたちにも劣おとりませんわ。




「頼たのもしい、ことね」

　長い髪がふわりと揺ゆれ、ミカエラは倒れる。

「後は、お願い。──鳴神」




ＧＭ：「ああ、任まかせておけ」と振ふり向むきもせず、鳴神は言う。

志津香：これで、後ひとり……！

ＧＭ：「追おい詰つめた、なんて思ってねえだろうな……？」鳴神の殺気が、より一いつ層そう濃こくふくれあがる。「だとしたらでっけえ勘かん違ちがいだ。ここからの俺は、強えぞ！」鳴神の手番だ！

瑠璃：来る！

ＧＭ：１ラウンド目と同じく、《ギガンティックモード》を中心に攻撃する！　瑠璃とハウントが対象だ！　……達成値は40！

瑠璃：回避失敗！

ハウント：私もだ。

志津香：少佐、お願いします！

ハウント：わかっている。……メジャーアクションを放ほう棄きして瑠璃をかばう。

瑠璃：少佐!?

ハウント：私も少しタイタスを使いすぎた。加えて私の武ぶ器きでは、接せつ近きんしている鳴神へ攻撃はできない。そして何よりも、キミの侵蝕率ももう危あやういだろう？

瑠璃：う……っ！

ＧＭ：ダメージは52点、装甲は無視だ。

ハウント：ＨＰは当然０になり、戦闘不能になる。さすがに立ち上がれん。

瑠璃：ありがとうございます、少佐……。

志津香：そしてわたくしもそろそろ限界ですわね。一足先に失礼しますわ、瑠璃さん。

瑠璃：志津香さん！

志津香：マイナーアクションで鳴神に接近し、《バリアクラッカー》だけで攻撃ですわ！　……達成値は34！　ダメージは30点！

ＧＭ：《復讐の刃》。達成値54で、ダメージは60点だ。志津香のハンマーをあえて喰らいながら、みぞおちに拳を叩きつける。

志津香：瑠璃さん、後はお願いしますわ……。戦闘不能です。

瑠璃：──ああ！

ＧＭ：鳴神は正面から瑠璃を見る。「事実上のタイマンだな。魔人はもう動けねえだろう」

ラハブ：残念ながら、ですけどね。

瑠璃：これで決めますよ、先輩。

ＧＭ：「できるか？　俺は相変わらずコイツで返すぜ」と巨大な拳を見せる。「そして、この一撃で終わらなければ、お前たちの負けだ」

瑠璃：…………。

ハウント：護ってきたとは言え、瑠璃のタイタスもあと一個使うのが限界か。そして次のラウンドに回れば、再び鳴神の攻撃が先に来る。

志津香：耐たえる術すべはない──。

ラハブ：ワタシが攻撃するしか、方法は無くなりますねぇ。

瑠璃：大丈夫、ここで決めるよ。……先輩。この道は、自分が歩き出した道です。

ＧＭ：「ああ」

瑠璃：先輩たちの背せ中なかを見て、歩き出した道です。

ＧＭ：「ああ」

瑠璃：少し前までの自分は──ただ闇やみ雲くもに先輩たちを求めていただけ。過去の記き憶おくにすがりついていただけ。この道を歩き出したのは、ついこの間からなんです。だから──。

ＧＭ：「だから？」

瑠璃：道の前に誰がいても、超こえていきます。──先輩でも！

ＧＭ：「くっ、くくくくくくくく、ふははははははははははっ！」




　呵か々かと笑う鳴神。かつてナイトフォールのエースと呼よばれた男は、牙を剝むきだして言った。

「やってみろ！　目の前にあるのは高ぇ山だ！　超えたければ拳を握にぎれ！　目を開け！　足を踏ふみしめろ！　そんでもって──」




ＧＭ：「笑って、超えてみやがれ」

瑠璃：はいっ！




　笑顔で始まった戦いは、笑顔で終わる。

　鋼はがねの魔ま獣じゆうと、銀ぎん狼ろうが、互たがいの全力をもって交錯する。




瑠璃：使うエフェクトは同じ！

ラハブ：切り札がないと厳きびしいところ、か……？

瑠璃：切り札ならある！　自分はここで「過去の自分」にロイスを取り、タイタスに！

一同：おおおおおおおおおおおおっ!?

瑠璃：どうせあと一度しか使えぬタイタスなら、すべてを込こめる！　昔の自分に決別し、あたしは前に進む！

ＧＭ：銀狼が、さらに加速する……！

瑠璃：クリティカル値を１下げて…………達成値、[image: ]！

ＧＭ：《復讐の刃》だ！　受けて立つ！

瑠璃：最後は牙も爪も使わない！　全ぜん身しん全ぜん霊れいを込めた体当たりだ！　ダメージ──。

一同：…………！

瑠璃：[image: ]点！




　銀の閃せん光こうが槍やりと化した。

　その一撃は、鳴神に確たしかな印を刻きざむ。瑠璃の意志を、覚悟を、そして愛あい情じようを。

「ああ。見せて、もらったぜ……」

　震ふるえる手で銀狼を撫なでて、鳴神は言った。

「お前らの、勝ちだ」

　倒れ伏ふす鳴神の上に、瑠璃の遠とお吠ぼえが響ひびいた──。





《戦いの予感》　戦場全体を知覚することで、先手を取るエンジェルハィロゥのエフェクト。

《融合》　言葉通り相手と融合し、自分の力を託すエグザイルのエフェクト。

《生命の海》　体内物質を変化させることで傷に強くなるエグザイルのエフェクト。

《停滞空間》　相手の時間を遅くさせるバロールのエフェクト。

《縛鎖の空間》　相手を領域に閉じ込めるオルクスのエフェクト。

《要の陣形》　領域を調節し、力を拡散させるオルクスのエフェクト。

《時の棺》　一瞬だけ時間を停止させ、相手の攻撃を失敗させるバロールのエフェクト。志津香は今回、強烈な光として使った。

《炎の加護》　熱を上昇させ、炎を生み出すサラマンダーのエフェクト。

《オリジン：レジェンド》　伝説に謳われた真の姿を現すレネゲイドビーイングのエフェクト。

《崩れずの群れ》　肉体を変化させ、相手をかばうエグザイルのエフェクト。

《磁力結界》　磁力による反発を使い、防御力を上げるブラックドッグのエフェクト。

《スプリングシールド》　肉体をバネのようにして、攻撃を和らげるエグザイルのエフェクト。

Ｄロイス機械化兵　全身を機械に変えた、サイボーグであることを表すＤロイス。

《斥力障壁》　斥力で攻撃をはじくバロールのエフェクト。

《骨の剣》　自分の骨を武器の形に変えるエグザイルのエフェクト。

《メタルフュージョン》　機械と同一化して体力を回復するブラックドッグのエフェクト。

《紫電の刃》　他人の武器に雷を纏わせるブラックドッグのエフェクト。

《ヴァイタルボルト》　電気的な刺激によって回復力を高めるブラックドッグのエフェクト。

《ギガンティックモード》　武器を巨大化させるモルフェウスのエフェクト。

《ペネトレイト》　武器の貫通力を上げるモルフェウスのエフェクト。

《ミスディレクション》　幻であらぬ方向を攻撃させるエンジェルハィロゥのエフェクト。

《マルチウェポン》　武器を複数使って攻撃するノイマンのエフェクト。

《コントロールソート》　知識で武器を扱うノイマンのエフェクト。

《クルーエルデバイス》　殺害用のパーツを装着するブラックドッグのエフェクト。

《ラストアクション》　倒れる間際に行動するノイマンのエフェクト。

《復讐の刃》　力任せに反撃するキュマイラのエフェクト。

《光の衣》　光学的に自分を隠すエンジェルハィロゥのエフェクト。

《ブラッドコントロール》　血流を制御して射撃精度をあげるブラム＝ストーカーのエフェクト。

《封印の呪》　血液を打ち込むことで、相手を阻害するブラム＝ストーカーのエフェクト。

《勝利の女神》　瞬時の判断やアドバイスによって、行動の結果をさらによいものへと導くノイマンのエフェクト。

Ｓロイスを昇華　もっとも大切なロイスであるＳロイスは、タイタスにして昇華することによって特別な効果を生む。ラハブが言及しているのは「エフェクトの回数制限の回復」のことである。

《災厄の炎》　大爆発をおこし、広範囲を攻撃するサラマンダーのエフェクト。

Ｄロイス愚者の黄金　エフェクトを一瞬だけ強化する〝デミクリスタル〟を所持していることを表すＤロイス。

《ギガノトランス》　武器を極大まで強化し、広範囲に攻撃するモルフェウスのエフェクト。

《バリアクラッカー》　電磁加速によってあらゆる防御をすり抜けるブラックドッグのエフェクト。

貴人の礼装　ブラム＝ストーカーの血に反応し、着ているものに力を与えるドレス。












　　　ＥＮＤＩＮＧ ＰＨＡＳＥ




ＧＭ：というわけで戦せん闘とうは終しゆう了りようだ。バックトラックの時間だよ。

志し津づ香か：強かったですわー。しみじみ言うほど強かったですわー。

ラハブ：無茶をしましたねぇ。ワタシにとってはここからが問題ですが。

ＧＭ：全員ギリギリに近いけど、ラハブが格かく段だんにマズイね。さて、順番に振ふっていこうか。Ｅロイスは言ってあったとおりに６個こだよ。

志津香：まずはわたくしから！　出目がよくて二倍振ぶりで97％ですわ！

ハウント：私わたしも倍振りだ。まあ問題無くと言ったところか。

瑠る璃り：自分も倍振りで！　それなりに危あぶなかったけど帰って来られた。

ラハブ：そしてお待ちかねのワタシですね。もう最初から追加振りまで想定して18個で振りますね。行きますよ……。えいっ！

一同：──！（ダイスの出目を見る）

ラハブ：70、80、90……、よし[image: ]％下がって91％！　戻もどってきました！

一同：ふううううううううううう。

ＧＭ：あー、冷や冷やした。ではエンディングに移うつろう。







◆Ending01◆次なる夜を纏まとう君達へ

Scene Player ─── 瑠璃




　戦い終わり、傷きずだらけの九人は再ふたたび顔を合わせる。

　無事な者などいない。だが笑っていないものもいない。

　確たしかに命を懸かけた戦いだったのにもかかわらず。




ＧＭ：今回のエンディングはひとつだけだ。クライマックス直後のシーンから。

ハウント：やれやれ、なんとか勝ったか。

ラハブ：スレスレもスレスレ。厳きびしい戦いでした。

志津香：本当は最後まで立っていたかったのですが、締しまりませんわね。

瑠璃：そんなことないよ。志津香さんもありがとう。

ＧＭ：旧きゆうナイトフォールの面々も順次意い識しきを取とり戻もどす。鳴なる神かみがぼりぼりと頭を搔かいて「ちっ、見せつけられたな。お前の力を」と瑠璃に。

瑠璃：自分の、じゃないです。自分たちの力です。

ラハブ：それに我われ々われこそ身をもって味わいました。世界の護まもり手と豪ごう語ごするに足る力を。

ＧＭ：「そう言ってもらえるならば、面めん目もく躍やく如じよというところか」とソム。「負けた側が何を言っても、説得力無いけどねー」と舌したを出すのがガブリエラ。

志津香：お世辞じゃありませんわ、本当のことです。

ＧＭ：「でも……」とイワノフが座すわり込こんで言う。「でもよかった。本当によかった。……僕ぼくたちが、瑠璃を封ふう印いんすることが無くて。本当に……！」彼かれの目からはボロボロと涙なみだが。

瑠璃：イワノフ……。

ＧＭ：「おいおい、イワノフ！　それを言っちゃあ、さっきまでの俺おれたちが台無しじゃねえかよ！」と鳴神が言うと、全員が笑って。

ハウント：まあ、言わずとも解わかっていたことだがな。キミたちの本心など。

志津香：瑠璃さんに発はつ破ぱをかけたかった、そういうことですわね。

ＧＭ：そういうことだ。そしてミカエラが瑠璃に言う。「イワノフじゃないけれど、私もよかったと思うわ。私たちは、最後に大切なことをあなたに伝えられた」

瑠璃：……最後？

ハウント：そうか、キミたちの体は──。

ＧＭ：ソムがうなずく。「もともと今日明日で無くなる体だ。全力を出せば崩ほう壊かいも進む」

瑠璃：──っ！

ラハブ：ルリ。いつかのように、イヤだと言わないのですか？

瑠璃：…………言わ、ないよ。




　強く、強く拳こぶしを握にぎって瑠璃は首を横に振ふる。




瑠璃：言わない。……絶ぜつ対たいに、言わないよ。

ラハブ：そうですか。貴方あなたは、確かに強くなった。

ＧＭ：ナイトフォールの面々は、頼たのもしそうに、そして少し寂さびしそうに瑠璃を見ている。

瑠璃：でも、これが──最後なんだね。みんなと、一いつ緒しよに、いられるの……。

ＧＭ：絞しぼり出だした一言に、ミカエラがこう答える。「──いいえ、これからも一緒よ」

瑠璃：え？

ＧＭ：ガブリエラが続ける。「あたしたちは、これからみんなで瑠璃の中に入るの。瑠璃の……聖せい杯はいの中にね」

瑠璃：聖杯に……？

ＧＭ：ソムがうなずく。「すでに我々の一部が聖杯に吞のみ込こまれている。それを触しよく媒ばいにこの残ったかけらも吸きゆう収しゆうしてもらおうというわけだ」

ハウント：そうか。確かにそれは可か能のう──。

ＧＭ：「要は、だ」と鳴神は笑う。「手伝ってやるってことだ。お前が聖杯に抗あらがうのを。ちっと違ちがう場所からな」

瑠璃：え──？




　皆みなを見回す。鳴神が、ソムが、イワノフが、ガブリエラが、ミカエラが、笑っていた。




瑠璃：それって……まさか、最初からそう考えていたってこと……!?

ＧＭ：「いいや、違うぜ。これはお前が聖杯に抗うと言うからやるんだ。お前のやり方を、意い志しを、今度は俺たちが尊そん重ちようしてな」

瑠璃：先せん輩ぱい……！




　目をつぶれば、彼らとの幾いく多たの思い出が脳のう裏りをよぎる。

　そのほとんどは、幸福に彩いろどられていた。




瑠璃：先輩たちには、いっぱい色んなことを教えてもらった。あたしにとっては家族よりも家族らしい、そんな人たちだった。あたしはみんなに会えて、幸せだった。




　わずかに瑠璃の唇くちびるが歪ゆがむ。




瑠璃：本当は……！　本当は、肩かたを並ならべて歩きたかった。もっとあたしを見てもらいたかった。あたしの後ろを護まもってもらいたかった。




　失いたくない。行って欲ほしくはない。

　その想おもいを吞み込み、瑠璃は笑う。




瑠璃：でも、みんなはこれからあたしと共に歩んでくれる。そしてあたしにはみんなだけじゃない。ラハブと、少しよう佐さと、志津香さんと。今の仲間と進んでいく。

志津香：（黙だまってうなずく）

ハウント：ああ、任まかせてもらおう。

ラハブ：及およばずながら。

瑠璃：だからあたしの中で見ていて。──あたしたちが、あなたたちを超こえていく姿すがたを。

ＧＭ：「ああ、期待してるぜ」と旧ナイトフォールはそれぞれにうなずき、そして言う。「じゃあ、最後の餞せん別べつだ」

瑠璃：餞別？

ＧＭ：疑ぎ問もん符ふを付けた瑠璃の視し界かいを、深く青い何かが覆おおう。……それは鳴神が着ていたコートだ。ナイトフォールの部隊章の付いたロングコート。

瑠璃：え──？

ＧＭ：「礼服ってヤツだ。本当なら、初はつ出しゆつ撃げきが終わった後に隊長から渡わたされるはずのものなんだけどな。残念ながらブツはないから、俺たちのお古ふるで我が慢まんしてくれや」と。

瑠璃：…………っ！

ＧＭ：「あぁ？　どうした？」

瑠璃：や、やめてよ……！　泣かないって、決めてたのに……っ！




　こらえきれず、こぼれる涙を鳴神の無ぶ骨こつな指がぬぐった。




ＧＭ：「最後まで泣き虫は直らなかったな、お前は」そう言って、コートを瑠璃にかける。
















瑠璃：こんなの、泣くなって方が無理ですよぅ……。

ＧＭ：「へへへ」頭をぽんぽんと叩たたく鳴神。そして他の面々がラハブ、ハウント、志津香にコートを投げて寄よ越こす。

志津香：え、わたくしたちにも……っ!?

ハウント：よいのか？

ＧＭ：「もちろん。同じナイトフォールでしょう？」とミカエラ。

ラハブ：ならばいただきましょう。……ワタシに合うサイズの方はいませんが（笑）。

ＧＭ：「サイズは後で適てき当とうに直してね。さすがに子こ供どもサイズはなくて」（笑）

ラハブ：いえいえ、気にしませんよ。貴方たちの魂たましいがこもった一品です。ありがたく。

ＧＭ：「ああ、これから先頼たのんだぜ。んじゃあよ」と鳴神は拳を突つき出だす。「最後はこれで締しめようぜ」

瑠璃：…………はい……！




　まだ涙に濡ぬれたまま、だがとびきりの笑え顔がおを作って。瑠璃は拳を突き出す。




ＧＭ：ひとり、またひとりと拳が集まり──。

ラハブ：ワタシも拳を出しますよ。

瑠璃：ラハブ……。

ラハブ：ワタシは貴方の友であり、またナイトフォールの一員。見送らせてください。

瑠璃：うん。……うん！

志津香：ならば、ならばわたくしも参加させていただきますわ……！

瑠璃：あ、志津香さん、泣いてる。

志津香：仕方がないのですわ！

ＧＭ：「少佐、どうする？」とソム。

ハウント：もちろん、今回は私も加えてもらう。ナイトフォールの一員としてな。

瑠璃：〝ソロモンの壺〟の時は参加しなかったもんね、少佐。

ハウント：あの時はまだナイトフォールではなかったからな。

ＧＭ：九人は輪になって拳を突き出す。




「じゃあね、みんな」

「負けないで！　祈いのってるよ！」

「武ぶ運うんを、願っている」

「あなたたちなら大だい丈じよう夫ぶよ」

「あばよ。──またな」

　五つの別れの言葉が混まじり、九つの拳が触ふれあう。──それが最後。

　笑顔の残ざん滓しを残し、風と共に彼らは消えた。幻まぼろしがかき消えるごとく。




ＧＭ：そして五つの光が瑠璃の胸むねへと吸すいこまれ、温あたたかなものが広がってゆく。それはまるで、思い出に色が戻ってゆく感覚だ。

瑠璃：え──!?

ＧＭ：そう、瑠璃が聖杯に抗う意志を決めたこと。そしてナイトフォールの面々を吸収したことにより、固定ロイスが取れるようになる。

瑠璃：先輩……っ！

ラハブ：約束を護っているのですね。その身をもって、瑠璃を支ささえている。

志津香：なんという……！

ハウント：……彼らは幸せものだ。愛した後こう輩はいにその意志を受うけ継つがれ、永えい遠えんにそれを見守ることができる。

瑠璃：もう、決して忘わすれたりしない。自分は絶対に。

ラハブ：偉い大だいなる先達は去りました。ここからですね。強ごう羅ら瑠璃という人が始まるのは。

瑠璃：うん。自分は──。

ＧＭ：とその時、瑠璃の言葉を遮さえぎって声が響ひびき渡わたる。「始まりなどしないっ!!」

瑠璃：（冷静に）来たか。

ＧＭ：空間の一部に亀き裂れつが入る。それを破やぶって現あらわれるのはもうひとりの瑠璃、〝スナッチャー〟だ。だがその顔は抑おさえきれぬ憤ふん怒ぬに歪ゆがんでいる。「なんだ、……なんだこの結末は！」

瑠璃：目を細めて相手を見み据すえる。

ＧＭ：スナッチャーもまた瑠璃から目を離はなさない。「なぜそんな目ができる。お前は……お前は絶ぜつ望ぼうにまみれ、心が折れるはずだった！　信しん頼らいする旧ナイトフォールに裏うら切ぎられ、奴やつらに倒たおされても、奴らを倒しても！　絶望しかないはずだった！」

ハウント：旧ナイトフォールを解かい放ほうしたこともすべて計算済ずみだったということか。

ラハブ：海底要よう塞さいを使い、ハウントを追おい詰つめ、ルリに肉体を取とり戻もどさせ、さらにその後旧ナイトフォールに真実を伝えることでルリの心を折る。……手間のかかったことで。

ＧＭ：「なのになんだ、この結末は！」

瑠璃：……お前の策さくは、失敗していない。

ＧＭ：「なに……!?」

瑠璃：心は何度も折れた。何度も屈くつした。それでも立ち上がれたのは、仲間が、そして先輩たちがいたからだ。お前の敗はい因いんはひとつだ。──お前は、自分の絆きずなを砕くだけなかった。

ＧＭ：「く────！」

瑠璃：そして〝スナッチャー〟。




　瑠璃は淡たん々たんと、だが冷れい徹てつに突つきつける。




瑠璃：お前はまたひとりか。

ＧＭ：「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！」〝スナッチャー〟の顔色が変わる。瑠璃たちに聞こえるほどに歯を嚙かみしめ、髪かみの毛けが逆さか立だつほどに怒いかりを見せる。「もう…………知ったことか」

瑠璃：？

ＧＭ：「もう、父様との約定など、知ったことか……！」

瑠璃：父様だと……？

ＧＭ：すでに〝スナッチャー〟は瑠璃の言葉を聞いていない。悪あつ鬼きのような顔で、こう言い捨すてる。「強羅瑠璃、お前に平へい穏おんなど訪おとずれるものか。やってくるのはさらなる絶望だ。このあたしが、直じき々じきにその命を刈かり取とってくれる」
















瑠璃：何度来ようと、その絶望を乗のり越こえる。──それだけだ。




　憎ぞう悪おと決意。

　同じはずの顔はまるで違うものへと歪ゆがみ、ふたりは視し線せんをぶつけ合う。

　そして〝スナッチャー〟は無言で振ふり返かえり、亀裂の向こうへと消えていった。




　──決着は近い。







◆Ending02◆母の思い

Master Scene




「──決着はついた」

　何の感かん情じようもこめず、東雲しののめは背はい後ごの人ひと影かげへと言葉を投げる。

　富ふ士じの樹じゆ海かい、その入り口。見えぬはずの奥おくを見通し、黒こく衣いの男は続ける。

「強羅瑠璃の勝ちだ。鳴神修しゆう護ごらは聖杯へと吸収された」

「そうかい。あの子たちがね……」

　返すそのセリフには、感かん慨がいが混まじる。

「すべてお前の予想通りだ。──カルディナ・サレス」

　東雲の言葉に……だが元ナイトフォール隊長、カルディナ・サレスは目を伏ふせて答えない。

「満足か？　これで」

「子を失って、満ち足りたなんて言う母親がいると思うかい？」

　とげとげしくそう返し、カルディナはひとつため息をつく。

「けれど、あの子たちはこうすると思ったよ。今の瑠璃に一番必要なことをしてくれると。……ありがとう。せめて今はあの子の中でゆっくりとお休み」

　目を伏せ、祈いのりを捧ささげるカルディナを待ち、再び東雲は口を開く。

「これで依い頼らいは終わりだ。強羅瑠璃は護られ、聖杯に抗う力を得た」

「ああそうだね。その報ほう酬しゆうとして、今度はこちらがアンタに協力する番だ。……その後、もう一度つきあってもらうけれどね」

「好きにしろ。私がヤツに近づけるならば、いくらでも利用するがいい」

　言うが早いか、東雲はコートを翻ひるがえして歩き出す。

　カルディナはやれやれと肩をすくめた後、見えぬ樹海の奥を見つめ、つぶやいた。

「アタシはまだアンタの前に立てない。それまでどうか無事でいるんだよ、瑠璃」

　そして再びカルディナは祈いのる。

　しばしの間でいい。安らかな夜が彼らに訪おとずれんことを。

　次なる戦いが始まる、その時まで──。





ダブルクロス・リプレイ・ナイツ３　ナイトアゲンストナイト

fin












　　　あとがき




　ここで白はく状じようしておきます。

　若わか林ばやしさんはこの三巻のセッション中、三回泣きました。

　加か納のうくんもエンディングで泣いてました。

　そして涙なみだぐみつつマスターをしていたのがこの私です。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




　ナイツ三巻、ナイトアゲンストナイトいかがだったでしょうか。

　今回のテーマは新旧対決、そして卒業でした。

　作中でも言っていますが、強羅瑠璃ごうら・るりというキャラクターはとにかく旧ナイトフォールに依い存そんしています。幸せだった記き憶おくがそこにしかないので、ひたすらにそれを求める。それだけが自分の価か値ちなのだと思い込む。非ひ常じように悲しい思考です。

　しかし彼らに依存してばかりではいられません。いつまでも甘あまえていられるのは子供の時だけ。独ひとり立だちせねば大人に──一人前の人間になることはできないのです。

　というわけで今回の裏うらテーマは卒業としました。旧ナイトフォールを捨すてるわけでも、ないがしろにするわけでもない。受け入れた上で、思い出にすること。それが成長につながると信じています。

　なお、このテーマは実はハウントにも投げているのです。彼は子供なわけではありませんが、復ふく讐しゆうに囚とらわれています。ですがその道はひとりで抱かかえるにはあまりにも重く、苦しいもの。それに対し、どうスタンスを変えるのか。それを問うてみました。瑠璃たちを受け入れてもなお悪人でいられるのが彼のすごいところですが（笑）。




　ちょっと話を変えてシナリオのことを。

　本文中ではあまり強調はしませんでしたが、今回は非常に細かい分ぶん岐きの多いシナリオでした。東雲の参戦をどうするか、海底要よう塞さいの中での行動選せん択たく、脱だつ出しゆつ時のイベント等々。展てん開かいによっては大きくシナリオが変化することもありました。

　特に大きなものは脱出イベントですね。あれは失敗すると、キャラごとに違ちがう結末を用意していました。ハウントはレオンハルトに捕つかまる、ラハブは氷の海に封ふうじられるなどです。そうして次のシナリオのスタート地点が違う、というギミックでした。今回は首しゆ尾びよく脱出されてしまいましたが、そんな開始も面白かったかなとも思っています。




　さて、クロスオーバーセッションであるデイズ三巻、そして今回のシナリオを経へて、徐じよ々じよに瑠璃にも自分の意い志しが芽生えてきました。ですがそれを見み過すごす敵てきではありません。

　次巻ではついに〝スナッチャー〟みずからが瑠璃の尊そん厳げんを奪うばいに動き始めます。彼女の正体、なぜ一巻からあれほどまでに嫉しつ妬とを育てたのか、〝父様〟と呼よばれたのは何者か。

　楽しみに待っていただければと思います。




　それでは最後に挨あい拶さつを。

　いつもすばらしいイラストを付けていただいているエナミ先生。ありがとうございます。

　それからストーリーを膨ふくらませ、物語を完結させてくれるプレイヤー諸しよ氏しにも最大の感かん謝しやを。これからもおつきあいください。

　そして最後にこの本を手にとっていただいたあなたに。




　ありがとうございます。

　また次の夜に。





二〇一二年　六月　矢野俊策
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